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序     文 
 

独立行政法人国際協力機構は、モンゴル国（以下、「モンゴル」と記す）政府との討議議事録

（R/D）に基づき、地球規模課題対応国際科学技術協力「モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調

査と社会実装可能な診断法の開発プロジェクト」を 2014 年 6 月から 5 年間の計画で実施していま

す。 

プロジェクトの中間地点である 2016 年 8 月 4 日から 8 月 20 日までの間、日本及びモンゴル側

での合同評価を通じて、協力期間前半における活動の実績の確認と評価及び後半に向けての課題

の抽出と提言を行うことを目的として、JICA 農村開発部第一グループ第一チーム課長を団長とす

る中間レビュー調査団を現地に派遣しました。 

本報告書は、これらの中間レビュー調査団による現地調査や協議の内容・結果をまとめたもの

であり、今後のプロジェクト運営に広く活用されることを願うものです。 

最後に、調査の実施にあたりご協力を頂いた内外の関係者の方々に深い感謝の意を表するとと

もに、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 
 
平成 28 年 10 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
農村開発部長 三次 啓都 
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獣医学研究所（IVM） IVM 内のプロジェクト事務所 

地域獣医師会議 (ヘンティ県) SATREPS 科学セミナー (ヘンティ県) 

分子遺伝学ラボ（IVM） 供与機材（超純水製造装置） 



試薬と消耗品など 病理学ラボ（IVM） 

新実験棟 （建設中） 中・大型動物実験舎（外観） 

 

中・大型動物実験舎（内部） 中間レビューキックオフ会議（IVM にて） 
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Bayantsogt Soum の家畜農家での馬の採血 遠心分離機による血清の分離 

 

簡易診断キットによる血清サンプルの試験 簡易診断キットによる試験の結果 

 



 
 

SATREPS ミーティング 

（研究者による研究内容紹介） 

食料・農業・軽工業省 

獣医繁殖サービス局での聞き取り 

科学技術基金での聞き取り 教育・科学・文化・スポーツ省での聞き取り

 

第４回 JCC 会議 第４回 JCC 会議 

〔レビュー結果発表（モンゴル側レビューチーム）〕



略 語 表 
 

略 語 正式名称 日本語 

AMED 
Japan Agency for Medical Research and 
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評価結果要約表 
 

１ 案件の概要 

国名：モンゴル国 案件名：モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調査と社会実装

可能な診断法の開発プロジェクト  
分野：農業・農村開発 援助形態：技術協力プロジェクト（SATREPS） 
所轄部署：農村開発部 協力金額（調査時点）：約 3 億 3,000 万円 

協力 
期間 

2014 年 6 月 1 日～2019
年 5 月 31 日（5 年間） 

先方関係機関：獣医学研究所（Institute of Veterinary Medicine：
IVM） 
日本側協力機関：国立原虫病研究センター（帯広畜産大学）

他の関連協力：特になし 
１－１ 協力の背景と概要 

モンゴル国（以下、「モンゴル」と記す）では、全就労人口の3割近くが畜産業を営んでおり、

4,000万頭以上の家畜（ウシ、ウマ、ヤギ、ヒツジ、ラクダ等）が飼養されているが、ほとんど

の畜産農家が遊牧生活を営む零細経営で、生産性や収益性は低い。モンゴル政府は、家畜の生

産性や収益性向上のために家畜疾病対策を重視しており、「ミレニアム目標に基づくモンゴル

総合的国家開発計画」並びに「モンゴル国家家畜プログラム」で牧畜関連の法整備や牧畜分野

の人材育成に加えて、家畜感染症対策の強化を挙げている。 
モンゴルの家畜疾病対策は、感染症に対する診断・予防・治療法については、わが国を含め

たドナーによる協力などを通じて知見が蓄積され、地方の獣医ラボでも、ある程度の診断と治

療が実施できる水準となった。一方、家畜原虫病については、モンゴル国内での分布や被害の

実体が不明であったが、2008年から2010年にかけて全国規模で実施されたウマのピロプラズマ

病に関する疫学調査で、感染割合が平均で約35％に達していることが判明し、対策の必要性が

明らかとなった。 
家畜原虫病に感染した家畜は健康障害により生産性が悪化するだけでなく、モンゴルの冬期

の低温と雪害（ゾド）による飼料不足で死亡するケースも多いとされ、畜産業の生産性向上の

ためには、主要家畜について、全国規模の疫学調査を通して原虫病の実態を解明するとともに、

施設設備のない牧野でも実施可能な簡易迅速診断法の開発が求められている。 
これらの課題に対応することを目的に、2012年5月になされたモンゴル政府の要請に応え、わ

が国政府は2013年10月に詳細計画策定調査を実施し、モンゴル政府関係者と協議を行い、地球

規模課題対応国際科学技術協力（Science and Technology Research Partnership for Sustainable 
Development：SATREPS）の枠組みを決定し、2014年1月に討議議事録（Record of Discussions：
R/D）を締結した。 

「モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調査と社会実装可能な診断法の開発プロジェクト」（以

下、本プロジェクト）は、疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通じて、モンゴルの家畜原虫

病の早期発見及び予防・対策のための研究開発能力の向上をめざし、モンゴル国立農業大学1獣

医学研究所（Institute of Veterinary Medicine：IVM）と帯広畜産大学を実施機関とし、2014 年 6
月より 5 年間の予定で実施されている。 
 
 
 

                                                   
1 2014 年 8 月よりモンゴル生命科学大学（Mongolian University of Life Sciences：MULS） 
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１－２ 協力内容 

（1）上位目標：SATREPS 案件につき設定なし（本レビューにて設定を提言。本報告書「第 4
章 ４－１ 提言」参照）。 

 
（2）プロジェクト目標：共同研究による疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通して、家畜

原虫病（トリパノソーマ病、ピロプラズマ病）の早期摘発及び予防・対策のための研究開

発能力が向上する。 
 
（3）成果 

成果 1：家畜原虫病の簡易迅速診断法が開発される。 
成果 2： モンゴルにおける家畜原虫病と媒介マダニの存在、分布及び被害状況が明らか

になる。 
成果 3： 疫学調査の詳細分析結果や原虫病予防・対策の試行実施結果に基づき、モンゴ

ルにおいて社会実装可能な原虫病の予防・対策方法が提案される。 
 

（4）投入 
1）日本側 
専門家：長期専門家 3 名〔業務調整員 2 名/長期研究員 1 名（25.6 人/月）〕。短期専門家

延べ 7 名（約 11. 7 人/月）（2016 年 7 月末時点） 
本邦研修：16 名（研修先：帯広畜産大学） 
機材購入：総額約 6,460 万円（2016 年 7 月時点） 
ローカルコスト負担：約 3,100 万円（2016 年 3 月末時点） 

2）モンゴル側 
カウンターパート（Counterpart：C/P）：これまで延べ 19 名（現在 16 名）（2016 年 7 月

末時点） 
土地施設提供：①専門家執務室（IVM）②実験用ラボ（分子遺伝学ラボ、病理学ラボ、

クモ・昆虫学ラボ）③中・大型動物実験舎建設費用④新実験棟（建設中）

ローカルコスト負担：C/P 給与、光熱費、フィールド調査費用等（2014～2015 年度合計：

1,380 万円） 
２ 評価調査団の概要 

日本側 担当分野 氏 名 所 属 
総括 平 知子 JICA 農村開発部農業農村開発第一グループ

第一チーム課長 
評価計画 渡邊 成男 JICA 農村開発部農業農村開発第一グループ

第一チーム特別嘱託 
感染症対策 北 潔 長崎大学熱帯医学・グローバルヘルス研究所研

究科長・教授〔国立研究開発法人日本医療研究

開発機構（AMED）研究主幹〕 
科学技術協力計画・

評価 
斉藤 恵子 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

（AMED）国際事業部 国際連携研究課 主幹

評価分析 東野 英昭 株式会社レックス・インターナショナル シニ

アコンサルタント 
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モンゴル側 Dr. Boldbaatar 
Bazartseren 

リーダー 獣医学研究所ウイルス研究室 室長 

Dr. Oyuntsetseg 
Gungaa 

メンバー 
教育・科学・文化・スポーツ省 科学技術政策

部 
調査期間 2016 年 8 月 4 日～2016 年 8 月 20 日 評価種類：中間レビュー 
３ 評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（1）プロジェクト目標の達成状況 
プロジェクト目標：共同研究による疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通して、家畜

原虫病（トリパノソーマ病、ピロプラズマ病）の早期摘発及び予防・対策のための研究開

発能力が向上する。  
指標 1：獣医学研究所（IVM）で開発された簡易迅速診断法が、国家獣医薬品品質管理・

認証ラボに提出される。 
【達成状況】 

・簡易迅速診断キット（組み換えGM6-4r抗原ベースのトリパノソーマ用ICT）が、2015
年8月に帯広畜産大の原虫病研究センター（National Research Center for Protozoan 
Diseases：NRCPD）で製造され、現在までに3,000以上の試験スティックが現場調査

で使われた。簡易迅速診断キット製造に必要な装置一式が2016年2月にIVMに設置さ

れており、2016年10月からは、簡易迅速診断キットはIVMで製造される予定である。

・ピロプラズマについては、血液サンプルと疫学調査の分析の結果をみて、被害の状

況などを総合的に勘案し、1〜2 種類程度を対象とした簡易迅速診断キットを開発す

る予定である。 
・ IVMが製造する簡易迅速診断キットは有効性を確認し、プロジェクトの協力期間終了

時までに「国家獣医薬品品質管理・認証ラボ」の承認と登録を申請する予定である。

指標 2：国際学術論文の数 
【達成状況】 

1）これまでプロジェクトで実施された疫学調査の結果と、原虫の分離・馴化培養等

に関する論文15編が、国際学術論文として作成された。そのうち、4編についは、モ

ンゴル側（IVM）の研究者が共著者として名前を連ねている。 
2）IVMの研究者は、本プロジェクトでの研究活動の結果を取りまとめ、4編の論文

と、9本の報文をモンゴル国内の学術雑誌に寄稿している。また、学会で16編のプレ

ゼンテーションを行った。 
 

（2）成果の達成状況 
成果 1：家畜原虫病の簡易迅速診断

法が開発される。【進捗：予定どお

り】 

指標 1-1：2016 年までに、試作された簡易迅速診断キット

が野外での疫学調査で使用される。 
・2015 年 8 月、帯広畜産大の NRCPD で製造された、組み

換え GM6-4r 抗原ベースのトリパノソーマ用 ICT（簡易

迅速診断キット）がモンゴル全土の野外での疫学調査に

利用されている。 
・ピロプラズマについては、血液サンプルと疫学調査の分

析の結果をみて、被害の大きさなどを総合的に勘案し、

1、2 種類程度を対象とした簡易迅速診断キットを開発

する予定。 
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指標 1-2：2018 年までに、IVM が試作した簡易迅速診断キ

ットの有効性が確認される。 
・IVM が今後製造する簡易迅速診断キットの有効性は、

2016 年 10 月以降に確認される予定である。  
成果 2：モンゴルにおける家畜原 

虫病と媒介マダニの存在、分布及

び被害状況が明らかになる。【進

捗：予定どおり】 

指標 2-1：7 種類の原虫及び 3 種類の媒介マダニの分布マ

ップが作成される。 
・全国規模の疫学調査で、2016 年 7 月末までに合計 11,446

の家畜の血液サンプルが採取された。12,000 を超えるダ

ニのサンプルも全国から採取された。 
・ 採取された血液サンプルの分析から、2016 年 12 月末ま

でに、最初の原虫及び媒介マダニの分布マップ（ドラフ

ト）が作成される予定である。 
・ マップは、合計 10 種類で、 7 種類の原虫病（ 1. 

Trypanosoma equiperdum, 2. Trypanosoma evansi, 3. 
Babesia bovis, 4. Babesia bigemina, 5. Theileria equi., 6. 
Babesia caballi, 7. Theileria spp. ）と 3 種類の媒介マダニ

（1. Dermacentor, 2. Hyalomma, and 3. Ixodes）について

作成される。  
指標 2-2：家畜原虫病被害状況や媒介マダニに関するレポ

ートや報告会の数が合計 7 種類以上となる。 
・これまでに SATREPS 科学セミナーが 6 回〔帯広で 1 回、

モンゴルで 2 回、地方獣医師会議の際に 3 回（Dornogovi：
2015 年 7 月、Bayan-Olgie 及び Khenty：2016 年 7 月及び

8 月）〕開催された。 
・また、研究の進捗を確認する SATREPS 会議が、日本人

研究者がモンゴルに滞在するタイミングで、これまで

14 回開催されている。 
成果 3：疫学調査の詳細分析結果や

原虫病予防・対策の試行実施結果

に基づき、モンゴルにおいて社会

実装可能な原虫病の予防・対策方

法が提案される。【進捗：予定どお

り】 

指標 3-1：社会実装可能な家畜原虫病予防・対策に関する

レポートや報告会の数が合計 7 種類以上となる。 
・ウマのトリパノソーマの感染率が高い農家をプロジェ

クトの関係者が見つけ出し、3 軒の飼育農家と交渉し、

原虫病予防・対策のモデル地区としての研究活動の受入

れを打診した。 
・その結果、2 軒の飼育農家から口頭での受入れを確認し

た。2016 年の 9 月には合意書を作成する予定である（2
軒合計で、ウマの頭数は 340 頭程度）。 

・モデル地区における原虫病の予防と対策法の試行は、受

入農家がプロジェクトからの試行に関する提案に同意

した後に実施する。 
３－２ 評価結果の要約（評価結果は、高い・おおむね高い・中程度・やや低い・低いの 5 段

階） 

（1）妥当性：高い 
本プロジェクトは、モンゴル側の開発政策、地域社会のニーズ、日本の ODA 政策と整

合していることから、中間レビューの時点でも妥当性は高い。 
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（2）有効性：おおむね高い 
プロジェクト目標の達成状況は、中間レビューの時点としては妥当なものである。これ

までに合計 15 編の論文が作成され､国際学会誌に掲載されたが、モンゴル側 C/P が著者（共

著者）として作成された論文数は 4 編にとどまった。 
 

（3）効率性：高い 
日本側､モンゴル側の投入はおおむね適切であった。 
日本側が供与した資機材のほぼすべてが IVM によって有効に活用され、維持管理されて

いる。資機材が良好な状態に維持されていることから、研究活動も円滑に進んでいる。 
モンゴル側も、研究者の人件費などの固定費をはじめ、フィールドサンプリングの費用

負担や、中・大型家畜用の実験舎の建設費用、新実験棟の建設などの投入を行ってきた。

プロジェクトの研究活動に必要なバックグラウンドをもつ研究者が配置された。 
プロジェクトの成果の達成状況は、ほぼ計画どおりである。原虫野生株の単離と培養、

簡易迅速診断キットの試作品による性能評価、原虫及び媒介マダニの分布マップ作成のた

めのデータ収集が進んでいる。これらの活動の多くが、日本・モンゴル国側双方の研究者

の共同作業として行われてきている。 
 

（4）インパクト 
上位目標達成見込み（想定された正のインパクト）：未設定につき検討対象外。 
その他のインパクト：さまざまな正のインパクトが期待される。 

技術的インパクト：簡易迅速診断キットの利用は、モンゴルのみにとどまらず、世界規模

での家畜の原虫病に対する予防・対応策の確立のモデルとなる可能性がある。そのほかに

も、動物検疫での利用、モンゴル国内の獣医師と MULS への教材提供などのインパクトが

期待される。  
社会的インパクト：家畜原虫病の対策は、畜産業の生産性を向上させ、長期的には、遊牧

民を含め、畜産業を営む人々の生計の向上につながることが期待される。 
2016 年 6 月 7 日に発効した日本・モンゴル経済連携協定（EPA）により、モンゴルでは、

対日輸出振興に関心が集まっている。プロジェクトの診断キットと、プロジェクトの後半

で作成される原虫病のコントロールに関するガイドラインの活用によって、原虫病の予防

と適切な対策がなされ、モンゴルで生産される畜産品（食肉加工品や酪農製品）への信頼

とイメージの向上による輸出の促進への貢献を期待。 
 

（5）持続性：長期的な持続性の判断は現時点では困難である。 
政策面：モンゴルの経済は、鉱業と畜産業を 2 本の柱とする。2016 年 7 月に新政権が発足

したが、家畜の伝染病予防と対策を通じた管理機能強化によって畜産業の発展をめざす政

策は維持されるとみられる。 
財政面：モンゴル政府職員〔教育・科学・文化・スポーツ省（Ministry of Education, Science, 
Culture and Sports：MOESCS）、科学技術基金、食料・農業・軽工業省（Ministry of Food, 
Agriculture, and Light Industry：MOFALI）等）によれば、プロジェクト期間中の運営費用に

関する予算措置については確保される見込み。しかし、プロジェクト終了後の財政措置に

ついては、現在、モンゴル経済が後退期にあることから懸念が残る。 
技術・運営面：モンゴル側 C/P による機材の管理は適切に行われていくと期待できる一方、

適時の試薬や消耗品の調達は、これからもモンゴル側の課題であり、プロジェクト終了時

までに、何らかの具体的な対応が必要である。地方の獣医師は、そのネットワークを通じ



 

vi 

て、プロジェクトの活動に協力してきており、このネットワークにより、プロジェクトの

成果の普及や、データの収集が円滑かつ継続的に行われることが期待できる。 
 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 
1）プロジェクトの実施体制が比較的シンプルで、運営管理しやすい案件の計画内容であ

った。 
 
（2）実施プロセスに関すること 

1）プロジェクトの研究活動を実施するうえで最適な研究室と研究者が C/P として配置さ

れ、プロジェクト活動へ積極的に参加した。 
2）全国に張り巡らされた獣医師のネットワークが活用され、疫学調査（全国をカバーす

る血液サンプリングデータの効率的な取得）や、研究結果の紹介が円滑に行われた。  
3）モンゴル側研究機関（IVM）と日本側研究機関双方による適切な研究活動管理と IVM
所長による、モンゴル側関係機関（MOFALI、MOESCS 等）との調整。 

4）1997 年の技術協力プロジェクト（家畜感染症診断技術改善計画から現在に至るまで継

続されてきた IVM と帯広畜産大学との共同研究）の歴史により両研究機関の信頼関係が

構築されていたこと。 
 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画内容に関すること 
特になし。 

 
（2）実施プロセスに関すること 

1）中間レビューの時点で、特筆すべき阻害要因は見当たらない。しかし、供与機材に用

いる試薬や消耗品の調達は、モンゴル国内では時間がかかる。これまでは、日本側研究

者が日本から持参して、対応してきた。適時の試薬や消耗品の調達は、モンゴル側の課

題であり、プロジェクトの終了までに、改善のための対応が求められる。 
 

３－５ 結論 

プロジェクトはモンゴル政府の開発政策、地域社会のニーズ、日本の ODA 政策と高い整合

性をもち、実施の妥当性は「高い」。 
有効性は「おおむね高い」とした。プロジェクト目標の達成状況は、中間レビューの時点と

しては妥当なものであったが、プロジェクトの後半では、モンゴル側研究者による論文の国際

学会誌への掲載数が増加することが期待される（共著論文）。 
中間レビュー時点でのプロジェクトの効率性は「高い」。日本・モンゴル両国の適切な投入の

下、アウトプットが順調に発現しつつある。 
インパクト：技術的インパクトが大きいと予想されるほか、長期的には､家畜農家の生計向上

が期待できる。原虫病への対応がなされれば、2016年に発効したEPAの枠組みのなかで、畜産

製品の対日輸出の増加への貢献が期待される。 
持続性：政策的な持続性が期待できる一方、モンゴルの経済の後退から、長期的な財政面で

の持続性には懸念が残る。技術的な持続性には大きな課題はみられないが､試薬の調達への対応

が必要である。 
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３－６ 提言 

（1）プロジェクト目標の達成に向けて 
1）モンゴル側研究者の能力強化【プロジェクトチーム（日本・モンゴル側研究者）への

提言】 
プロジェクトの下で、被引用度（citation index）付きの論文15編が、既に国際学会誌

に掲載されており、そのなかの4編が日本・モンゴル研究者の共著である。IVMの研究者

は､日本人研究者の指導に基づいて、主にデータの収集と分析面で、研究活動に貢献して

きており、その結果は、モンゴル国内の学術誌に掲載されてきているが、モンゴル側の

研究者にとっても、被引用度付きの国際学会誌に論文を投稿し、掲載されることが研究

者として重要な意味をもつ。モンゴル側研究者が、プロジェクト期間終了後も、国際学

会誌への投稿と掲載を継続できるだけの能力をもつためにも、プロジェクト期間中に、

日本人専門家との共著論文を作成し、国際学会誌での掲載数を増やすことを通じて、IVM
研究者のさらなる能力強化をめざすこと。 

モンゴル側の若い研究者たちは、SATREPS事業に参加していることの利点を活用し、

研究能力の向上はもちろん、語学のスキルも可能な限り向上させること。さらに、学術

誌への投稿から掲載までのタイムラグを考慮し、プロジェクト協力期間終了の半年前に

は論文を投稿すること。 
2）プロジェクト管理【プロジェクトチームへの提言】 

研究室とフィールド試験に必要な試薬や消耗品の購入が、モンゴル国内ではうまくい

かない場合（品質面と購入にかかる時間）があったことが報告されている。プロジェク

トの持続性確保の観点から、必要な試薬や消耗品は、時間を前倒しして購入手続きを行

う計画性が求められる。IVMは、プロジェクト期間終了後の円滑な研究活動の遂行のた

めに、ある程度まとまった量の試薬や消耗品の購入手続きを適時に行えるように、プロ

ジェクト期間中から心がけるべきである。 
さらに、2016年末に予定されている新研究棟の完成に伴う研究室の移動に際しては、

現在進行しているプロジェクトの研究活動の妨げにならないように、十分な配慮を行う

ことを提言する。 
 

（2）プロジェクトのアウトカムの実装に向けて（上位目標の達成） 
1）上位目標の設定【プロジェクトチームと MOFALI に対する提言】 

プロジェクトのアウトカムが社会実装される際の具体的な内容を共有するために、上

位目標として、「簡易診断キットによる診断結果を基に、原虫病（トリパノソーマとピロ

プラズマ）に対する予防とコントロール対策が実施される。」を設定し、PDMに明記す

ることを提言する。レビューチームは、上位目標の設定に加えて、いくつかの指標の表

現の明確化などを含めてPDM（version 1.0）を修正し、PDM（version 2.0）を提案した（付

属資料 9-1と9-2参照）。 
上位目標の達成には、モンゴル国内での診断キットの配付や、現場での感染症の予防・

対策の実施などMOFALIの役割が重要である。MOFALI傘下の国家獣医薬品品質管理・認

証ラボは診断キットの承認の権限をもち、獣医・繁殖サービス局は診断キット配付並び

にプロジェクト期間終了までにプロジェクトによって提案される予定のガイドラインに

基づく原虫病の予防とコントロールの両者に関して戦略策定と実施を担う。 IVMと

MOFALIは、診断キットが承認された後、定期的な協議の場を設け、疫学調査のデータ

と診断キットの普及計画を共有し、データの分析結果が示す現況を参照して計画の最終
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化を事前に行い、IVMが診断キットの製造準備を整えられるように配慮すること。 
2）プロジェクトの社会・経済的効果の推定【プロジェクトチームに対する提言】 

診断キットの普及の促進には、原虫病の予防と対策によってもたらされる社会経済的

な効果を、獣医師と畜産農家に提示することが重要と考えられる。プロジェクトの活動

として含まれていることもあり、IVMは既に畜産農家と交渉を開始し、モデルファーム

として原虫病の予防・対策方法の試行実施に協力に同意を取りつけつつあるが、プロジ

ェクトチームは、疫学調査の視点に加えて社会経済的な視点からのデータ取得を行うこ

と。  
3）知的財産権【プロジェクトチームへの提言】 

日本とモンゴルの共同研究から得られた知的財産権（例えばICTライセンス）を社会

実装が想定されるにあたっては、適時、関係機関（IVM、帯広畜産大、AMED、JICA等）

間で協議を行うこと。 
4）他の JICA プロジェクトとの連携【プロジェクトチームへの提言】 

モンゴルでは、本プロジェクト以外に、MULSとMOFALIをターゲットに、北海道大学

の支援による技術協力プロジェクト「獣医・畜産分野人材育成能力強化プロジェクト」

が実施中である｡本プロジェクトと、この技術協力プロジェクトは、既にJCCに参加を通

じた情報の共有を行っているが、作成された教材やリソースの共有を通じたさらなる連

携の拡大によって、両プロジェクトのインパクトに相乗効果を生み出すことが望ましい。

  



 

ix 

Summary of Mid-term Review Results 
 

                                                   
2 Mongolian University of Life Sciences since August 2014. 

1．Outline of the Project 
Country: Mongolia Project Title: The Project for Epidemiological 

Studies on Animal Protozoan Diseases in 
Mongolia and Development of Effective 
Diagnostic Measures 

Sector: Agriculture and Rural Development Cooperation Scheme: Technical Cooperation 
Project (SATREPS) 

Division in charge: Agricultural and Rural 
Development Group2, Rural Development 
Department 

Total Cost: 330 million JPY 

Period of Cooperation(R/D): From June 2014 to 
May 2019 (five years) 

Partner Country's Implementation 
Organization: Institute of Vetarinary Medicine 
(IVM) 
Supporting Organization in Japan: Obihiro 
University of Veterinary Medicine 

1-1．Background of the Project 
Mongolia has a land area of 1.5 million km2, and had a population of 3.0 million in 2015 (World 

Bank). In Mongolia, agriculture is one of the most important sectors along with the mining industry, 
accounting for approximately 13.5％  of GDP and employs about 33％  of labor forces as of 
2011(Mongolian Statistical Year Book 2012). Livestock production is Mongolia’s traditional livelihood, 
the main supply of food for the population, and the source of raw materials for livestock processing 
industries. The number of livestock has reached 56 million in 2015, and are mainly maintained by 
nomadic people who seasonally migrate from pasture to pasture with mixed herds of sheep, goats, cattle, 
horses and camels.  

In order to enhance the productivity and quality of livestock products, animal infectious diseases are 
the major issues to be addressed. In the “Mongolian National Livestock Program” resolved in the State 
Great Hural in May 2010, “raising of the veterinary service standard to international levels and 
protecting public health through securing Mongolian livestock health” is one of the five priority areas. 
Under the above priority area, the following specific objectives are set up: 
 Early prevention measures, increased preparedness to combat against and prevent infectious animal 

diseases that are banned for international trade, 
 Bringing the veterinary service structure to international standard; strengthen the capacity of 

veterinary services to the level that can fully meet consumers’ demands and requirements, and, 
 Bringing livestock medicine and veterinary tools to international standards. 

Animal infectious diseases in Mongolia include more than 30 zoonotic emerging and re-emerging 
diseases such as protozoan diseases. The protozoan diseases significantly limit animal productivity. 
Prevalence of the diseases has been rapidly increasing in the last decade because of lack of established 
affordable diagnostics and preventive and treatment measures in the country.  

In order to address these issues, Institute of Veterinary Medicine (IVM), Mongolian State University 
of Agriculture2 and National Research Center for Protozoan Diseases (NRCPD), Obihiro University of 
Agriculture and Veterinary Medicine formulated a proposal of a collaborative research project which 
aims at the improvement of research and development capacities of IVM for early detection, prevention 
and control measures against animal protozoan diseases through conducting epidemiological studies and 
developing on-site diagnostics. 
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After the Detailed Design Formulation Survey in October 2013, the Government of Mongolia (GoM) 
and the Government of Japan (GoJ) mutually agreed and signed the Record of Discussions (R/D) on 
January 7th, 2014 and “The Project for Epidemiological Studies on Animal Protozoan Diseases in 
Mongolia and Development of Effective Diagnostic Measures (the Project)” was officially commenced 
in June 2014, with the cooperation period of five years.  
1-2．Project Overview (PDM (version 1.0)) 
(1) Overall Goal: (not set up) 
(2) Project Purpose: Research and development capacities of IVM for early detection, prevention and 
control measures against animal protozoan diseases (trypanosomosis and piroplasmosis) are improved 
through conducting epidemiological studies and developing on-site diagnostics in collaboration with 
NRCPD. 
(3) Output: 
1. On-site diagnostics against animal protozoan diseases are developed. 
2. Prevalence, distribution and damages of major animal protozoan diseases and the vector ticks in 
Mongolia are clarified. 
3. Effective measures for the prevention and control of animal protozoan diseases in Mongolia are 
proposed based on detailed analyses of the results of epidemiological studies and the trial runs of the 
measures. 
(4) Inputs 
Japanese Side 
 Dispatch of Experts: Long-term Experts (3) (25.6 person-months), Short-term Experts (7) (11.67 

person-months) (as of the end of July 2016) 
 Procurement of Equipment (as of July 2016):Approximately 64.6 million yen (vehicles, 

immunochromatography test strip making system, cryostat, etc.).  
 Local Cost Assistance (as of July 2016): Approximately 30.8 million yen (employment of local staffs, 

travel allowance, accommodation, provision of construction materilas of large-animal experimental 
facility, etc.). 

Mongolian Side 
 Allocation of CPs: a total of 19 CPs have been assigned; 16 CPs are assigned as of the end of July 

2016. 
 Facility: Office space for Japanese Experts/Laboratories for study on protozoan diseases and vectors 

(in vitro cultivation laboratory, molecular biology laboratories, and pathology laboratory)/A vehicle 
and a driver for field sampling/Construction cost and land for large-animal facility/Construction cost 
and land for the new laboratory building. 

 Project Running Cost: salary of CPs, per diem and travel cost for field sampling, utilities, internet 
fee, etc. The total amount for the fiscal year 2014 and 2015 was approximately MNT 303.9 million 
(approximately 13.8 million yen).  

2．Mid-term Review Team 
Japanese Side Mongolian Side 
(1) Ms. Tomoko TAIRA (Leader), Director, 

Team1, Agricultural and Rural Development 
Group1, Rural Development Department, JICA

(2) Mr. Shigeo WATANBE (Evaluation Planning), 
Special Advisor, Agricultural and Rural 
Development Group 1, Rural Development 
Department, JICA 

 

(1) Dr. Boldbaatar Bazartseren (Leader), 
Head, Laboratory of Virology, IVM 

(2) Dr. Oyuntsetseg Gungaa (Member), Senior 
Officer, Department of Science and 
Technology Policy, Ministry of Education, 
Science, Culture and Sports   
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(3) Dr. Kyoshi KITA(Infectious Disease Control 
Research), Program Officer, SATREPS, AMED 

(4) Ms. Keiko SAITO (Evaluation and Planning) 
Deputy Manager, Division of International 
Collaboration Department of International 
Affairs, AMED 

(5) Dr. Hideaki HIGASHINO (Evaluation 
Analysis), Senior Consultant, RECS 
International. Inc. 

Period of Review: August 7-August 20, 2016  Type of Evaluation: Mid-term Review 
3．Results of Review  
3-1．Project Performances 
(1) Summary of Project Purpose Achievements 
Project Purpose: Research and development capacities of IVM for early detection, prevention and 
control measures against animal protozoan diseases (trypanosomosis and piroplasmosis) are improved 
through conducting epidemiological studies and developing on-site diagnostics in collaboration with 
NRCPD.  
Indicator 1: On-site diagnostic kits are developed by IVM and submitted to the state laboratory for 
quality control and certification of veterinary drug. 
 For trypanosomoses, rGM6-4r-ICT, an on-site diagnostic trial kit, was produced in NRCPD, Obihiro 

in August 2015, and more than 3,000 ICT test strips were evaluated using serum samples collected 
by field surveillances up to date.  

 ICT devices and necessary equipment were provided to IVM in February 2016 in order to produce 
ICT diagnostic kits in Mongolia. Production of ICT sticks will be implemented after October 2016 
when IVM researchers will take trainings of operation of the provided devices and equipment.  

 For piroplasmoses, on-site diagnostic kits for one or two types of major piroplasmoses will be 
produced based on the results of blood samples analyses. 

Indicator 2: The number of international publications with citation index. 
 A total of 15 papers about epidemiological studies and parasite isolation were prepared in 

collaboration among NRCPD and IVM under the Project, and were accepted in internationally 
recognized journals. IVM researchers are involved as authors/co-authors in four of the 15 papers. 

 Mongolian researchers compiled and reported the results of their research works, four pieces of 
scientific papers and nine articles to Mongolian scientific journals. They also made a total of 16 
presentations at domestic scientific meetings.  

(2) Summary of Output Achievements  
Output 1: On-site diagnostics against animal protozoan diseases are developed. 

Indicator 1-1.  By 2016, 
the prepared on-site 
diagnostic kits will be 
used for the 
epidemiological studies 
in the field. 

On-schedule 
 For trypanosomoses, rGM6-4r-ICT, an on-site diagnostic trial kit, was 

produced in NRCPD, Obihiro in August 2015.  
 The recombinant GM6-4r-ELISA and GM6-4r-ICT that were produced 

at NRCPD have been evaluated by using positive control sera and field 
samples in Mongolia.  

 Devices essential for ICT diagnostic kits were installed into IVM, 
Mongolia in February 2016 and ICT sticks will be produced at IVM 
from October, 2016.  

 On-site diagnostic kits for one or two types of major piroplasmoses 
will be produced based on the results of blood samples analyses and 
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epidemiological studies. 

Indicator 1-2:  By 
2018, the effectiveness 
of the on-site diagnostic 
kits developed by IVM 
will be verified. 

・ Effectiveness of the on-site kits developed by IVM will be verified 
after being produced in October 2016 and beyond.  

・ By the last stage of the Project, the kits will be sent to the State 
Laboratory for “Quality Control and Certification of Veterinary Drug” 
for registration and distribution. 

Output2: Prevalence, distribution and damages of major animal protozoan diseases and the vector 
ticks in Mongolia are clarified. 

Indicator 2-1.  
Prevalence and 
distribution maps of 7 
kinds of animal 
protozoan parasites and 
3 kinds of vector ticks 
are prepared. 
 

On-schedule 
 A total of 11,446 animal blood samples and over 12,000 tick samples 

were collected by countrywide epidemiological surveillance.  
 Based on the analysis of the collected samples, the first issue of the 

disease prevalence/distribution maps are planned to be prepared in 
December 2016: 10 maps (seven protozoan diseases (1. Trypanosoma 
equiperdum, 2. Trypanosoma evansi, 3. Babesia bovis, 4. Babesia 
bigemina, 5. Theileria equi., 6. Babesia caballi, 7. Theileria spp. and 
three ticks (1. Dermacentor, 2. Hyalomma, and 3. Ixodes) 

Indicator 2-2. 7 kinds of 
reports and seminars, 
etc. on current status of 
damages due to major 
animal protozoan 
diseases and the vector 
ticks. 

On-schedule. 
 SATREPS Scientific Seminar was held six times (one in Obihiro, two 

in Mongolia, and Presentation was made three times three times on 
occasion of Regional Veterinarian Conferences so far (July 2015 in 
Dornogovi, and July and August 2016 in Bayan-Olgie and Khenty)). 

 SATREPS Meeting was held 14 times at IVM when Japanese 
SATREPS researchers stayed in Mongolia. 

Output3: Effective measures for the prevention and control of animal protozoan diseases in 
Mongolia are proposed based on detailed analyses of the results of epidemiological studies and the 
trial runs of the measures. 

Indicator 3-1. 7 kinds of 
reports and seminars, 
etc. on preventive 
measures and 
countermeasures against 
animal protozoan 
diseases. 

On-schedule 
1) IVM SATREPS members negotiated with three livestock farms for 

acceptance to test the disease control measures in the farms as model 
areas.  

2) Two farms already accepted the requests and agreement will be made 
in September 2016 (Approximately 340 heads of horses in total). One 
farm rejected the request for collaboration. 

3-2 Summary of Evaluation based on Five Evaluation Criteria 
Evaluation results based on 5 evaluation criteria are as follows: 

(1) Relevance: High  
 The Project was evaluated as highly relevant with Mongolian development policy, Japan’s aid 

policy and strategy, and the needs of Mongolian societies, at the time of Mid-term Review. 
(2) Effectiveness: Relatively High  
 Achievement of the Project Purpose according to the indicators is considered reasonable at the time 

of Mid-term Review (3.1.4 Achievements of the Project Purpose).  
 A series of interviews to Mongolian C/P researchers and their presentations at SATREPS Scientific 

Seminar clarified that all of them had improved their research capacities for early detection, 
prevention and control measures against animal protozoan diseases through participating in the 
Project activities.  

 A total of 15 scientific papers were prepared and accepted by international scientific journals. 
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However, involvement of Mongolia researchers as authors was not necessarily significant at the 
time of Mid-term Review. It is expected that more Mongolian researchers will prepare scientific 
papers and accepted as authors or co-authors by international scientific journals in the 2nd half of the 
Project period. 

(3) Efficiency: High  
 Input: Both the Japanese and Mongolian side have made proper input to the Project.  The Review 

Team confirmed that all the equipment provided by the Japanese side to IVM have been well 
maintained and effectively used, which also indicates C/P’s dedication and appreciation to the 
Project. Because of excellent condition of all the equipment, the Project activities have been 
efficiently progressing.  

 Output: Expected outputs of the Project have been achieved as scheduled: Newly established 
wild-type protozoan parasites, trial kits of on-site ICT diagnostic for animal trypanosomoses, 
disease prevalence and distribution data, etc. have been efficiently produced through joint work by 
the Japanese and Mongolian researchers.  

(4) Impact:  
 Positive Impacts are expected. The Project will generate huge technical impacts in the control of 

protozoan diseases in Mongolia. Development and dissemination of low cost on-site diagnostic kits 
for protozoan diseases, together with visualization of epidemiological data of the protozoan diseases 
and ticks will help local veterinarians and researchers to draw up effective control measures of the 
diseases and ticks. It will be also helpful for Mongolian governmental officers in charge of 
quarantine control of livestock exports and imports. 

 Technical impact of the Project will be also seen in the professional training of veterinarians and 
university students in the field of veterinary medicine. Materials composed under the Project will be 
used for training of students of veterinary school, MSLU and local veterinarians. 
Social Impact 

 By controlling the protozoan diseases, productivity of livestock industry in Mongolia will improve 
livelihood of stock raisers in the long-term.  

 Preventive and control measures against protozoan diseases based on the results of the on-site 
diagnostic kits and the guidelines to be proposed by the Project (mentioned in the Overall Goal of 
the Project (PDM version 2.0)), Japanese people’s reliability on and image of livestock products 
will improve to a great extent and export of these products is expected to be promoted, as the 
Japan-Mongolia Economic Partnership Agreement (EPA) entered into force on June 7, 2016. 

(5) Sustainability: There is slight concern about future budget allocation.  
Policy Aspect 

 The new administration will maintain the policy to put priority on development of livestock industry 
by better management through prevention of animal infectious and endemic diseases.  

Financial Aspect 
 The budget of the Project is expected to be allocated at least until the end of the Project cooperation 

period, through the interview with relevant Mongolian governmental officials (MOESCS and 
Mongolian Foundation for Science and Technology, etc.). However, recent downturn of Mongolian 
economy may have negative impacts on budget arrangement of the scientific research field in 
Mongolia after the termination of the cooperation period, and there remains slight concern about the 
financial sustainability of the Project.  

Technical and Management Aspects 
 Mongolian C/P will continue to effectively use and properly maintain the equipment. However, 

purchase of reagents and consumables for the equipment in Mongolia may continue to pose 
difficulties against smooth operation of the research works at IVM in the future. 

 Local veterinarians are highly cooperative to the Project activities. Hence, the Project outcomes 
could be sustainably utilized for development of livestock industry in Mongolia.  
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3-3．Factors promoting the production of effects 
3-3-1．Factors pertaining to planning 
 A relatively simple structur of the Project implementation, as well as limited number of 

implementing agencies. 
3-3-2．Factors pertaining to implementation process 
 All Mongolian C/P scientists understood the aims of the Project, and have been actively 

participating in the Project activities. Appropriate laboratories and scientists were selected as C/P 
(Basic knowledge and skills of C/P scientists are at substantially high standard. Therefore, training 
courses and research progress seminar have been efficiently working). 

 Countrywide local veterinarians network has contributed to efficient data collection and distribution 
of the research outcomes.  

 Organized management of the Project by both the Mongolian and Japanese sides to carry out the 
research works, including coordination among relevant Mongolian governmental organizations (e.g. 
MOFALI, MOESCS, etc.).  

 Long history of collaborative research between IVM and Obihiro University of Agriculture and 
Veterinary Medicine that started in 1997 from a JICA technical cooperation project (Improvement of 
Technology on Diagnosis of Animal Infection Diseases in Mongolia (1997-2002)) 

3-4 Factors inhibiting the production of effects  
3-4-1．Factors pertaining to planning 
 None 

3-4-2．Factors pertaining to the implementation process 
 There has not been observed significant inhibiting factors so far. However, timely purchase of 

reagents and consumables has been and will be an issue to be addressed by the Mongolian side to 
smoothly implement the research activities of protozoan diseases.  

3-5 Conclusion 
 Relevance: The Project was evaluated as highly relevant with Mongolian development policy, 

Japan’s aid policy and strategy, and the needs of Mongolian societies, at the time of Mid-term 
Review.  

 Effectiveness of the Project was evaluated relatively high. Capacity enhancement of IVM has been 
successfully executed as a whole.  

 Although a total of 15 scientific papers were prepared under the Project and accepted by 
international scientific journals, most of which were prepared by Japanese researchers, and 
involvement of Mongolia researchers as authors was not significant as expected.  

 Efficiency of the Project was evaluated high. Input by both the Japanese and Mongolian sides were 
appropriate. Most of the provided equipment by the Japanese side has been fully utilized to 
implement the Project activities and contributed to successful achievements of Output.  

 Impact: The Review Team considers that it is still premature to evaluate Impact of the Project at the 
time of Mid-term Review. However, it is expected that the Project will generate huge technical 
impacts in the control of protozoan diseases in Mongolia.  

 Sustainability of the Project is difficult to evaluate at the time of Mid-term Review. 
 The Project will remain highly relevant with the development policy of Mongolia even under the 

new administration based on the information obtained so far through the interview with 
governmental officials.  

 Downturn of Mongolian economy may have negative impacts on budget arrangement of scientific 
research field in Mongolia, and it is still difficult to estimate to which extent the impacts will be at 
the moment under the new administration.  

 Timely purchase and arrangement of reagents and consumables necessary for the provided 
equipment is an issue to be addressed by the Mongolian side.  
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3-6  Recommendations 
The following recommendations were made by the Joint Mid-term Review Team (Details are in the 
Chapter 4 of the Mid-term Review Report) 
(1) Toward the achievement of Project Purpose 
1) Capacity Development of Mongolian Researchers [To the Project Team] 

The Project already published a total of 15 international publications with citation index and four 
publications out of 15 are co-authored by Japanese and Mongolian researchers. Although IVM 
researchers have been contributing mainly to collect and analyze data according to Japanese researchers’ 
advice, and they are actively published their findings in domestic journals, it is critical for them to write 
up a paper that is acceptable by international journals with citation index. Therefore, in order to maintain 
the international publications by IVM even after the Project completion, further capacity development of 
IVM researchers is necessary especially through increasing joint publications of the international 
journals.  

Mongolian young researchers are requested to improve laboratory as well as language skills, taking 
the opportunity of participating in the SATREPS Project as much as possible. They are also 
recommended to submit papers at the latest six months earlier than the end of Project cooperation 
period. 
2) Project Management [To the Project Team] 

The related reagents and consumables supply for laboratory and field experiment are not well 
functioned in Mongolia in terms of the quality and the speed. From the sustainable point of view, the 
advanced procurement planning of necessary reagents and consumables is preferred. Bulk purchase 
order for necessary reagents and consumables by IVM should be accustomed even during the Project 
period in order to assure the smooth procurement for the activities after the Project ends.  

Furthermore, regarding the relocation of IVM laboratories to the new building which is planned to 
be constructed by the end of 2016, it is necessary for IVM to provide special consideration to minimize 
any inconvenience of the Project activities. 
(2) Towards the Actual Application of the Project Outcome (Achievement of Overall Goal) 
1) Overall Goal Setting [To the Project Team and MOFALI] 

In order to commonly understand the situation of actual application of the Project outcome, it is 
recommended to add the Overall Goal “The prevention and control measures against animal protozoan 
diseases (trypanosomoses and piroplasmoses) are taken based on the result of on-site diagnostic kits.” in 
the PDM. By adding overall goal and some clarifications of indicators, Review team recommends to 
revise PDM (version 1.0) as attached PDM (version 2.0) (ANNEX 9-1 and 9-2). 

For Overall Goal attainment, MOFALI has a crucial role for the distribution of the diagnostic kits in 
the country and the prevention and control of those diseases in the field. State laboratory for quality 
control certification of veterinary drug of MOFALI is authorized for the approval of the diagnostic kits, 
and Department of Veterinary and Breeding Service, MOFALI is in charge of animal disease control 
such as the preparation/implementation of the official strategy of diagnostic kits distribution as well as 
prevention and control measures for specific animal diseases according to the guideline to be proposed 
by the end of the Project. Therefore, IVM and MOFALI are recommended to have periodical meetings 
once the on-site diagnostic kits approved to share the epidemiological data of the Project (IVM) and the 
distribution planning of the on-site diagnostic kits (MOFALI) so that the extension plan will be finalized 
referring to the actual prevalence situation and IVM can prepare the production of the diagnostic kits in 
advance for the smooth distribution. 
2) The Socio-Economic Effect of the Project [To the Project Team] 

In order to facilitate the distribution of the diagnostic kits, it is important to show the possible 
socio-economic effects of the preventive and control measures followed by the diagnosis to the 
veterinarians and the stock raisers. As the Project planned, IVM already started the negotiation to get 
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agreement of the owners of the farms as the model farm on the collaboration for the experimental work 
of the Project. Therefore, it is recommended that the Project should collect data not only from the 
epidemiological aspects but also from socio-economic aspects.  
3) Intellectual Property Rights [To the Project Team] 

Application for intellectual property rights generated from collaborative research, such as ICT 
licensing, is recommended to be discussed at appropriate time among related organizations (IVM, 
Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine, AMED, JICA, etc.) 
(3) The Collaboration with Other JICA Projects [To the Project Team]  

In Mongolia, two JICA projects on the capacity building in the same field of veterinary medicine 
are being implemented. The other project is “Project for Strengthening the Capacity for Human 
Resource Development in the Field of Veterinary and Animal Husbandry”, targeting Mongolian 
University of Life Sciences and MOFALI and cooperated by Hokkaido University. Although these two 
projects already shared the information by attending each JCC, further collaborations such as material 
sharing and/or resource sharing are recommended for the additional positive impact of both projects.  
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第１章 中間レビュー調査概要 
 
１－１ 中間レビュー調査の背景と目的 

 モンゴル国（以下、「モンゴル」と記す）では、全就労人口の 3 割近くが畜産業を営んでおり、

4,000 万頭以上の家畜（ウシ、ウマ、ヤギ、ヒツジ、ラクダ等）が飼養されているが、ほとんど

の畜産農家が遊牧生活を営む零細経営で、生産性や収益性は低い。モンゴル政府は、家畜の生産

性や収益性向上のために家畜疾病対策を重視しており、「ミレニアム目標に基づくモンゴル総合的

国家開発計画」並びに「モンゴル国家家畜プログラム」で牧畜関連の法整備や牧畜分野の人材育

成に加えて、家畜感染症対策の強化を挙げている。 
 モンゴルの家畜疾病対策は、感染症に対する診断・予防・治療法については、わが国を含めた

ドナーによる協力などを通じて知見が蓄積され、地方の獣医ラボでも、ある程度の診断と治療が

実施できる水準となった。一方、家畜原虫病については、モンゴル国内での分布や被害の実体が

不明であったが、2008 年から 2010 年にかけて全国規模で実施されたウマのピロプラズマ病に関

する疫学調査で、感染割合が平均で約 35％に達していることが判明し、対策の必要性が明らかと

なった。 
 家畜原虫病に感染した家畜は健康障害により生産性が悪化するだけでなく、モンゴルの冬期の

低温と雪害（ゾド）による飼料不足で死亡するケースも多いとされ、畜産業の生産性向上のため

には、主要家畜について、全国規模の疫学調査を通して原虫病の実態を解明するとともに、施設

設備のない牧野でも実施可能な簡易迅速診断法の開発が求められている。 
 これらの課題に対応することを目的に、2012 年 5 月になされたモンゴル政府の要請に応え、わ

が国政府は 2013 年 10 月に詳細計画策定調査を実施し、モンゴル政府関係者と協議を行い、地球

規模課題対応国際科学技術協力案件（Science and Technology Research Partnership for Sustainable 
Development：SATREPS）の枠組みを決定し、2014 年 1 月に討議議事録（Record of Discussions：
R/D）を締結した。 
 「モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調査と社会実装可能な診断法の開発プロジェクト」（以下、

「本プロジェクト」と記す）は、疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通じて、モンゴルの家畜

原虫病の早期発見及び予防・対策のための研究開発能力の向上をめざし、モンゴル国立農業大学3

獣医学研究所（Institute of Veterinary Medicine：IVM）と帯広畜産大学を実施機関とし、2014 年 6
月より 5 年間の予定で実施されている。 
 今般、協力期間の中間時点（2016 年 8 月）を迎えるにあたり、既存 PDM 及び活動計画に基づ

き、プロジェクトの投入、活動、成果、目標の達成度等を確認し、問題点を整理するとともに、

評価 5 項目による評価を実施し、協力期間後半の課題及び今後の方向性について確認し、報告書

に取りまとめ、合意することを目的として中間レビューが実施された。 
 
１－２ プロジェクト概要 

 １－２－１ プロジェクト名：モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調査と社会実装可能な診断

法の開発プロジェクト 
 １－２－２ プロジェクト期間：2014 年 6 月～2016 年 6 月（5 年間） 
 １－２－３ カウンターパート（Counterpart：C/P）機関：獣医学研究所（IVM） 
                                                        
3 2014 年 8 月よりモンゴル生命科学大学（Mongolian University of Life Sciences：MULS） 
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 １－２－４ プロジェクトの枠組み（PDM version 1.0） 
 

（1）上位目標：設定なし。4 
 
（2）プロジェクト目標：共同研究による疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通して、家畜

原虫病（トリパノソーマ病、ピロプラズマ病）の早期摘発及び予防・対策のための研究開

発能力が向上する。 
 
（3）成果 

成果 1 家畜原虫病の簡易迅速診断法が開発される。 

成果 2 
モンゴルにおける家畜原虫病と媒介マダニの存在、分布及び被害状況が明らかにな

る。 

成果 3 
疫学調査の詳細分析結果や原虫病予防・対策の試行実施結果に基づき、モンゴルに

おいて社会実装可能な原虫病の予防・対策方法が提案される。 
 

（4）活動 

1. 家畜原虫病簡易迅速診断法の開発 

活動 1-1 トリパノソーマ病、ピロプラズマ病の野生株を収集・分離し馴化培養する。 

活動 1-2 1-1 で収集した野生原虫株の抗原遺伝子型解析を行い、標的抗原遺伝子を同定する。

活動 1-3 組み換え抗原を作製する。 

活動 1-4 組み換え抗原の反応特性と実用性を LAMP 法や ELISA 法などを活用して評価し、イ

ムノクロマト法（ICT）に利用可能な抗原タンパク質を得る。 
活動 1-5 組み換え抗原を用いて ICT による簡易迅速診断キットを試作する。 

活動 1-6 
簡易迅速診断法の自然感染宿主を用いた評価を実施する。 
開発した簡易迅速診断法の野外における社会実装性評価（2-1 の疫学調査と並行して

実施）と改良を行う。 
2. 疫学調査による家畜原虫病と媒介マダニの存在、分布及び被害状況把握 

活動 2-1 原虫病と媒介マダニの疫学調査を実施し、原虫病に関する情報並びに感染動物の一般

臨床症状や病理組織学情報を収集する。 
活動 2-2 原虫病及び媒介マダニ分布データの GPS 位置情報を解析する。 

活動 2-3 原虫病及び媒介マダニの流行分布マップを作成する。 

3. 社会実装可能な原虫病予防・対策方法の提案 

活動 3-1 疫学調査で得られた情報を基に、原虫病予防・対策のモデル地区を決定する。 

活動 3-2 原虫病の予防・対策方法を検討し、モデル地区にて試行実施する。 

活動 3-3 原虫病感染による健康被害の実態と家畜生産性の関係についての分析を行う。 

活動 3-4 モンゴルにおいて社会実装可能な原虫病の予防・対策を提案する。 
 

                                                        
4 今回のレビューにて上位目標の設定を提言（第 4 章） 
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１－３ 合同レビュー調査団の構成 

（1）日本側 

担当分野 氏 名 所 属 

総括 平 知子 JICA 農村開発部農業農村開発第一グループ第一チーム課長 

評価計画 渡邊 成男 JICA 農村開発部農業農村開発第一グループ第一チーム特別嘱託 

感染症対策 北 潔 
長崎大学熱帯医学・グローバルヘルス研究所研究科長・教授 
〔国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）研究主幹〕

科学技術協

力計画・評価 
斉藤 恵子 

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）国際事業部 
国際連携研究課 主幹 

評価分析 東野 英昭 株式会社レックス・インターナショナル シニアコンサルタント

 
（2）モンゴル側 

リーダー Dr. Boldbaatar Bazartseren 獣医学研究所ウイルス研究室 室長 

メンバー Dr. Oyuntsetseg Gungaa  教育・科学・文化・スポーツ省 科学技術政策部 
 
１－４ 調査日程 

 2016 年 8 月 4 日～8 月 20 日（本邦発着）（詳細は付属資料 1 を参照） 
 
１－５ 調査手法 

 本中間レビューは、日本側及びモンゴル側合同レビューチームにより、以下のプロセスにて実

施された。 

①プロジェクトチーム作成・提供資料、その他関連資料のレビュー 
②PDM（version 1.0）（付属資料 2）及び活動計画表（付属資料 3）に基づき、プロジェク

ト実績、実施プロセス、評価 5 項目ごとに、評価設問を設定した評価グリッド（和文、

英文）の作成（付属資料 4） 
③同グリッドに基づいた質問票の準備、プロジェクト関係者（プロジェクト専門家、モン

ゴル側 C/P）への事前配付 
④質問票に基づいた、プロジェクト関係者へのインタビュー 
⑤プロジェクトサイト視察（IVM、畜産農家） 
⑥収集情報に基づいた、プロジェクト実績（投入、活動）の確認、アウトプットの達成状

況・見込みについての検証、プロジェクト実施プロセスについての確認 
⑦以下の評価 5 項目の観点からの評価の実施 

妥当性：プロジェクト目標は、モンゴル側の開発政策・ニーズ、日本の援助政策と整合

性がとれているか。 
有効性：プロジェクト目標はどの程度達成されている（達成される見込み）か、アウト

プットとの関係はどのようになっているか。 
効率性：投入はアウトプット達成のために効率的（量、質、タイミング）に行われたか。

インパクト：プロジェクト実施による正・負の直接・間接の効果はあるか。 
持続性：プロジェクト終了後に、その効果がどの程度持続する見込みがあるか。 

⑧上記評価結果を踏まえたうえ、今後のプロジェクト活動の運営方針に係る提言事項取り

まとめ 
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１－６ 主要面談者 

（1）モンゴル側関係者 
＜獣医学研究所（IVM）＞ 

Dr. Badgar Battsetseg IVM 所長（プロジェクト・ダイレクター） 
Dr. Banzragch Battur MULS 大学院学長（プロジェクト・マネジャー） 
Dr. Punsantsogvoo 
Myagmarsuren 

IVM 分子遺伝学研究室長 

Ms. Adilbish Altanchimeg IVM 病理学研究室長 
Dr. BOLDBAATAR Bazartseren IVM ウィルス学研究室長 

 
＜食料・農業・軽工業省（MOFALI）＞ 

Mr. DAMBADARJAA 
Battsengel 

獣医・繁殖サービス局局長 

 
＜教育・科学・文化・スポーツ省（MOESCS）＞ 

Dr. ODGEREL Dorjgochoo 科学技術政策・調整局 
Mr. LKHAGVADORJ Bat-Ochir 科学技術政策・調整局シニアオフィサー 
Dr. OYUNTSETSEG Gungaa 科学技術政策・調整局シニアオフィサー 
Dr. DONDOG Khaidav 科学技術基金総裁 

 
＜モンゴル生命科学大学（MULS）＞ 

Mr. Tumurbaatar KHERUUGA MULS 学長 
  
 （2）日本側関係者 
＜在モンゴル日本国大使館＞ 
穂積 玲子 二等書記官 

 
＜プロジェクト専門家＞ 
井上 昇 日本側研究代表 帯広畜産大学副学長 
横山 直明 帯広畜産大学教授（原虫病研究センター） 
早川 祥子 業務調整 
木下 秀俊 業務調整（獣医・畜産分野人材育成能力強化プロジェクト） 

 
＜JICA モンゴルフィールドオフィス＞ 
佐藤 睦 JICA モンゴル事務所所長 
沢田 博美 JICA モンゴル事務所次長 
荒井 順一 JICA モンゴル事務所企画調査員 
Ms. E. ANKHTSETSEG JICA モンゴル事務所プログラムオフィサー 
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第２章 プロジェクトの実績 
 
２－１ 投入実績 

 ２－１－１ 日本側投入 
（1）専門家派遣 

2016 年 4 月から 2016 年 7 月末までの間、長期専門家 3 名（研究者 1 名・業務調整員 2
名）（約 25.6 人/月）及び短期専門家延べ 7 名（約 11.7 人/月）が派遣されている。詳細に

ついては、付属資料 5 に示すとおりである。 
 

（2）本邦研修 
プロジェクト開始からこれまでに、16 名の C/P が派遣された。  

 研 修 名 派遣者数 研修期間 

1 
モンゴルにおける家畜原虫病の社

会実装可能な診断法の開発（1） 
 4 2015 年 1 月 19 日～5 月 24 日

2 ICT 装置の操作法研修 10 2015 年 9 月 14 日～21 日 

3 
モンゴルにおける家畜原虫病の社

会実装可能な診断法の開発（2） 
 1 2016 年 2 月 1 日～5 月 30 日 

4 
モンゴルにおける家畜原虫病の社

会実装可能な診断法の開発（3） 
 1 2016 年 5 月 16 日～6 月 24 日

 
（3）供与資機材 

2016 年 7 月末までに、およそ 6,460 万円相当の資機材が供与された。主な機材としては、

車両、ICT 試験キット作成機材、低温保持装置（Cryostat）、自動血球計数装置などである。

詳細は付属資料 6 に示すとおりである。 
 

（4）現地業務費 
2016 年 3 月末までの現地業務費は USD308,000〔円貨換算額：約 3,080 万円

（USD1.0=JPY100 で換算）〕である。 
 
 ２－１－２ モンゴル側投入 

（1）C/P の配置 
2016 年 7 月末までに配置された C/P の総数は 19 名である。現在プロジェクトに配置さ

れているのは 16 名5である。詳細は付属資料 7 に示すとおりである。 
 

（2）プロジェクトのオペレーションコスト 
モンゴル側は、C/P の給与、日当、フィールドサンプリングの交通費、プロジェクト事

務所の光熱費､インターネット費用などを負担した。これらの費用の総額（2014・2015 年

度）はおよそ 1,380 万円程度である。 
 
                                                        
5 モンゴル側 C/P のうち、1 名はプロジェクト開始以来、日本側の研究補助として雇用している。 
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（3）施設・機材など 
・ 専門家執務室 
・ 原虫病研究施設（分子遺伝学、病理学研究室他） 
・ 中・大型用動物実験舎  
・ 新研究棟（建設中） 

 
２－２ 活動の達成状況 

 PDM（version1.0）記載の活動計画、各活動の進捗状況は、以下に示すとおりである。 
「成果 1：家畜原虫病の簡易迅速診断法が開発される。」に関する活動  
1-1：トリパノソーマ病、ピロプラズマ病の野生株を収集・分離し馴化培養する。 
・トリパノソーマ病については野生株（Trypanosoma equiperdum）を 2015 年 4 月に 1 種類、2016

年 4 月に 1 種類、併せて 2 種類を分離し馴化培養に成功した。最初に分離された 1 種類を 2015
年 12 月に帯広畜産大の原虫病研究センター（National Research Center for Protozoan Diseases：
NRCPD）に送り、ゲノム分析、トランスクリプトーム分析などの分析を行った。  

・2016 年 5 月に 4 種類のピロプラズマ病（Babesia）の株を試験管培養し、IVM で保管してい

る。  
1-2：1-1 で収集した野生原虫株の抗原遺伝子型解析を行い、標的抗原遺伝子を同定する。 
・T. equiperdum のトリパノソーマ（T. equiperdum）種に特有の抗原をコードする遺伝子を特定

するために、原虫株の全ゲノム解析が実施されている。  
・家畜のトリパノソーマ病の標的抗原であるとみられる GM6 遺伝子が T. equiperdum からクロ

ーニングされた。 
・タイレリア（Theileria）及びバベシア（Babesia）病の抗原をコードする EMA-2t 及び RAP-1

遺伝子がモンゴル全土の疫学調査で収集された血液の DNA サンプルからクローニングされ

た。 
1-3：組み換え抗原を作成する。  
・2015 年 8 月、GM6 の組み換え抗原の作成に成功し、現在、EMA-2t と RAP-1 の組み換え抗原

の作成が試みられている。 
1-4：組み換え抗原の反応特性と実用性を LAMP 法や ELISA 法などを活用して評価し、イムノ

クロマト法（ICT）に利用可能な抗原タンパク質を得る。  
・組み換え GM6-4r 抗原（rGM6-4r：動物のトリパノソーマの診断用抗原）を利用した ELIZA

法と ICT の開発が行われた。  
・両診断法の成績を、全国から集められた血液の血清サンプルを用いたトリパノソーマ標準粗

抗原 ELISA と比較した。その結果、組み換え GM6-4r 抗原ベースの試験法は、標準 ELISA と

良好な相関を示した。この事実から、組み換え GM6-4r 抗原ベースの ELISA と ICT は、モン

ゴルにおける家畜のトリパノソーマの新しい診断法として用い得る可能性が高いことを示し

ている。 

1-5：組み換え抗原を用いて ICT による簡易迅速診断キットを試作する。 
・簡易迅速診断キット（組み換え GM6-4r 抗原ベースのトリパノソーマ用 ICT）が、2015 年 8

月に帯広畜産大の NRCPD で作成され、現在までに 3,000 以上のスティック（簡易迅速診断
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キット）が現場調査に使われた。 
・モンゴルでの簡易迅速診断キット作成に必要な機器が IVM に導入され、国内製造の準備が整

いつつある。 
1-6：簡易迅速診断法の自然感染宿主を用いた評価を実施する。 
・活動計画（Plan of Operations：PO）によれば、本活動は 2017 年からの開始予定である。 
・この当初計画に先んじて、組み換え GM6-4r 抗原ベースの簡易迅速診断キットの評価が、ト

リパノソーマに感染したウマ（自然感染宿主）から採取された血清を対照に用いて実施され

ている。血清の採取に先駆けて、トリパノソーマ標準粗抗原 ELISA と標準顕微鏡試験を用い

た検査を用いて陽性を確認した後、各ウマからサンプルを採取している。 

1-7：開発した簡易迅速診断法の野外における社会実装性評価（2-1 の疫学調査と並行して実施）

と改良を行う。  
・組み換え GM6-4r 抗原ベースのトリパノソーマ用 ICT の感度の改良が実施されている。同時

に、ICT キット作成の標準手順書の作成を行っている。 
 

「成果 2：モンゴルにおける家畜原虫病と媒介マダニの存在、分布及び被害状況が明らかにな

る。」に関する活動 
2-1：原虫病と媒介マダニの疫学調査を実施し、原虫病に関する情報並びに感染動物の一般臨床

症状や病理組織学情報を収集する。 
・2016 年 7 月末の終わりまでに、11,446 の家畜の血液サンプルが全国規模の疫学調査で採取さ

れた。〔モンゴル/日本共同調査によるもの：7,574 サンプル、モンゴル側単独調査によるもの：

3,872 サンプル。（家畜種類別の内訳は、ウマ：2,901、ウシ：1,791、ヤク：305、ラクダ：1,654、
ヒツジ：2,352、ヤギ： 2,443 サンプル）〕 

・全 DNA と血清がこれらの血液サンプルから準備された。サンプルの数とこれがカバーする

地域は、当初計画を上回っている。12,000 を超えるダニのサンプルも全国から採取された。 

2-2：原虫病及び媒介マダニ分布データの GPS 位置情報を解析する。 
・PO によれば、本活動は 2016 年第 3 四半期からの開始である。 
・全国規模の疫学調査で得られた家畜原虫病のデータの GPS 位置情報の解析が進められてい

る。 
2-3：原虫病及び媒介マダニの流行分布マップを作成する。 
・PO によれば、本活動は 2016 年第 3 四半期からの開始である。 
・原虫病及び媒介マダニの流行分布マップは 2016 年末までに作成される予定である。 
 

「成果 3：疫学調査の詳細分析結果や原虫病予防・対策の試行実施結果に基づき、モンゴルに

おいて社会実装可能な原虫病の予防・対策方法が提案される。」に関する活動。 
3-1：疫学調査で得られた情報を基に、原虫病予防・対策のモデル地区を決定する。 
・ウマのトリパノソーマの感染率が高い農家をプロジェクトの関係者が見つけ出し、3 軒の飼

育農家と、原虫病予防・対策のモデル地区としての研究活動の受入れを打診した。 
・その結果、2 軒の飼育農家から口頭での受入れを確認した。2016 年の 9 月には合意書を作成

する予定である（2 軒合計で、ウマの頭数は 340 程度）。残りの 1 軒からの協力は得られなか

った。  
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3-2：原虫病の予防・対策方法を検討し、モデル地区にて試行実施する。 
・モデル地区における原虫病の予防と対策法試行は、受入農家がプロジェクトからの提案に同

意した後に実施する。 
3-3：原虫病感染による健康被害の実態と家畜生産性の関係についての分析を行う。 
・原虫病感染による健康被害の実態と家畜生産性の関係についての分析は、受入農家がプロジ

ェクトからの提案に同意した後に実施する。 
3-4：モンゴルにおいて社会実装可能な原虫病の予防・対策を提案する。 
・PO によれば、本活動は 2018 年当初からの開始である。 

 
２－３ 成果の達成状況 

成果 1：家畜原虫病の簡易迅速診断法が開発される。 
指標 1-1. 2016 年まで

に、試作された簡易

迅速診断キットが野

外での疫学調査で使

用される。 

予定どおり達成されつつある。 
・2015 年 8 月、組み換え GM6-4r 抗原ベースのトリパノソーマ用 ICT（簡

易迅速診断キット）が帯広畜産大の NRCPD で製造された。この診断

キットが、モンゴル全土の野外での疫学調査に利用されている。  
・ICT（簡易迅速診断キット）作成に必要な装置類が 2016 年 2 月に IVM

に設置され、2016 年 10 月からは、簡易キットが IVM で製造される予

定である。 
・ピロプラズマについては、血液サンプルと疫学調査の分析の結果をみ

て、被害の大きさなどを総合的に勘案し、1、2 種類程度を対象とし

た簡易迅速診断キットを開発する予定としている。 
指標 1-2：2018 年ま

でに、IVM が試作し

た簡易迅速診断キッ

トの有効性が確認さ

れる。 

予定どおり達成されつつある。 
・IVM が今後製造する簡易迅速診断キットは、2016 年 10 月以降に有効

性が確認される予定である。  
・有効性が確認された簡易迅速診断キットは、プロジェクトの協力期間

終了時までに「国家獣医薬品品質管理・認証ラボ」の承認と登録を申

請する予定である。 

成果 2：モンゴルにおける家畜原虫病と媒介マダニの存在、分布及び被害状況が明らかになる。

指標 2-1. 7 種類の原

虫及び 3 種類の媒介

マダニの分布マップ

が作成される。  
 

予定どおり達成されつつある。 
・2016 年 7 月末の終わりまでに、11,446 の家畜の血液サンプルが全国

規模の疫学調査で採取された。12,000 を超えるダニのサンプルも全国

から採取された。 
・採取された血液サンプルの分析から、2016 年末までに、最初の原虫

及び媒介マダニの分布マップが作成される予定である。マップは、合

計 10 種で、7 種類の原虫病（1. Trypanosoma equiperdum, 2. Trypanosoma 
evansi, 3. Babesia bovis, 4. Babesia bigemina, 5. Theileria equi., 6. Babesia 
caballi, 7. Theileria spp. ）と 3 種類の媒介マダニ（1. Dermacentor, 2. 
Hyalomma, and 3. Ixodes）について作成される。 
 



 

－9－ 

指標 2-2.家畜原虫病

被害状況や媒介マダ

ニに関するレポート

や報告会の数が合計

7 種類以上となる。 

予定どおり達成されつつある。 
・これまでに SATREPS 科学セミナーを 6 回〔帯広で 1 回、モンゴルで

2 回、地方獣医師会議の際に 3 回（Dornogovi：2015 年 7 月、Bayan-Olgie
及び Khenty：2016 年 7 月及び 8 月）〕開催された。 

・また、研究の進捗を確認する SATREPS 会議が、日本人研究者がモン

ゴルに滞在するタイミングで、これまで 14 回開催されている。 

成果 3：疫学調査の詳細分析結果や原虫病予防・対策の試行実施結果に基づき、モンゴルにお

いて社会実装可能な原虫病の予防・対策方法が提案される。 
指標 3-1.社会実装可

能な家畜原虫病予

防・対策に関するレ

ポートや報告会の数

が合計 7 種類以上と

なる。 

予定どおり達成されつつある。 
・ウマのトリパノソーマの感染率が高い農家をプロジェクトの関係者

が見つけ出し、3 軒の飼育農家と、原虫病予防・対策のモデル地区と

しての研究活動の受入れを打診した。 
・その結果、2 軒の飼育農家から口頭での受入れを確認した。2016 年の

9 月には合意書を作成する予定である（2 軒合計で、ウマの頭数は 340
程度）。残りの 1 軒からの協力は得られなかった。 

・モデル地区における原虫病の予防と対策法試行は、受入農家がプロジ

ェクトからの提案に同意した後に実施する。 
 
２－４ プロジェクト目標の達成状況 

 プロジェクト目標：  
指標 1：獣医学研究所（IVM）で開発された簡易迅速診断法が、国家獣医薬品品質管理・認証

ラボに提出される。 
・ 簡易迅速診断キット（組み換え GM6-4r 抗原ベースのトリパノソーマ用 ICT）が、2015 年 8

月に帯広畜産大の NRCPD で作成され、現在までに 3,000 以上の試験片（簡易迅速診断キッ

ト）が現場調査で使われた。ICT（簡易迅速診断キット）作成に必要な装置類が 2016 年 2 月

に IVM に設置され、2016 年 10 月からは、簡易キットが IVM で製造される予定である。 
・ ピロプラズマについては、血液サンプルと疫学調査の分析の結果をみて、被害の大きさなど

を総合的に勘案し、1、2 種類程度を対象とした簡易迅速診断キットを開発する予定としてい

る。 
・ IVM が今後製造する簡易迅速診断キットは、2016 年 10 月以降に有効性が確認される予定で

ある。有効性が確認された簡易迅速診断キットは、プロジェクトの協力期間終了時までに「国

家獣医薬品品質管理・認証ラボ」の承認と登録を申請する予定である。 
 

指標 2：国際学術論文の数（Citation Index 付き） 
・ これまでにのプロジェクトの研究活動の成果の 1 つとして、疫学調査の結果と、原虫の分離・

馴化培養に関する論文 15 編が、国際学術論文として作成された。そのうち、4 編についは、

モンゴル側（IVM）の研究者が共著者として名前を連ねている。 
・ IVM の研究者は、本プロジェクトでの研究活動の結果を取りまとめ、4 編の論文と、9 本の

報文をモンゴル国内の学会誌に寄稿している。また、国内学会の場で 16 編のプレゼンテー

ションを行った。 
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２－５ 実施プロセス 

 ２－５－１ 実施体制 
プロジェクトの実施体制は、図－１に示すとおりである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ 実施体制図 

 
 ２－５－２ モニタリングシステム 

（1）JCC（合同調整委員会）会議 
プロジェクト開始から 2016 年 8 月までに、開催された JCC 会議は 4 回である。 

 

JCC 会議 開催日 参加者数 

第 1 回 JCC 会議 2014 年 7 月 8 日 21 
第 2 回 JCC 会議 2015 年 6 月 10 日 22 

第 3 回 JCC 会議 2016 年 5 月 27 日 27 
第 4 回 JCC 会議 2016 年 8 月 19 日 ------- 

 
（2）その他の会議  

SATREPS 会議 （内部会議） 
SATREPS 会議（内部会議）は、日本人研究者のモンゴル滞在のタイミングで、2016 年 7

月末までに合計 14 回実施されている。会議の目的は研究の進捗、新たな発見を報告し、関

係者で共有し、研究を円滑に進行させることである。 
その他の会議  

SATREPS に参加しているすべての研究者は、定期的に研究の進捗を内部進捗セミナーで

発表し、課題の解決や今後の研究計画についての打合せを行っている。 
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 ２－５－３ 広報活動 
（1）ウェブサイト  

プロジェクトの概要が JICA・JST 等のウェブサイトで公開されている。6 
 

（2）地方獣医師会議での獣医師に対するプレゼンテーション（SATREPS Scientific Seminar） 
地方の獣医師を対象に、地方獣医師会議の際にこれまでの原虫病の研究の成果に関する

プレゼンテーションを 3 回〔Dornogovi（2015 年 7 月）、Bayan-Olgie 及び Khenty（2016 年

7 月及び 8 月）〕実施している。参加人数は、Dornogovi：211 名、Bayan-Olgie：256 名、

Khenty：324 名。 
 

（3）Mongolian 国内学会誌 
モンゴル国内誌「Veterinarian, No.11, 2014」において、獣医師に対する本プロジェクトの

内容と目的の紹介がなされた。 
 

（4）プロジェクトのオープニングセレモニーと第 1 回 SATREPS 科学会議  
2014 年 6 月に IVM で開催されたプロジェクトのオープニングセレモニーと第 1 回

SATREPS 科学会議の実施：日本大使館より清水特命全権大使、JICA モンゴル事務所所長、

モンゴル教育科学省科学政策・計画局総局長及び局長、工業農牧省7政策・計画局総局長、

MULS 学長などが参加した。 
出席者はプロジェクトの内容に高い関心を寄せ、モンゴルの畜産業の発展に本プロジェ

クトが果たす役割の重要性を認識した。セレモニーと第 1 回 SATREPS 科学会議の様子は

Eagle News TV とモンゴル TV で放映された。 
 
 ２－５－４ プロジェクトの成果物（マニュアル・ガイドライン等） 
 

  成果物のタイトル 作成時期 
1 プロジェクト紹介パンフレット（英語とモンゴル語） 2014 年 10 月

2 第 1 回 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR 配布資料 
（Ulaanbaatar /2014 年 10 月 15 日） 

2014 年 10 月

3 第 2 回 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR 配布資料 
（Dornogovi/2015 年 7 月 2 日） 

2015 年 7 月

4 第 3 回 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR 配布資料（帯広/2015 年 9 月 15 日） 2015 年 9 月

5 ウマの検視マニュアル（モンゴル語版 14 page） 2016 年 4 月

6 ウマの検視マニュアルビデオ （モンゴル語版 60 min） 2016 年 5 月

7 第 4 回 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR 配布資料 
（Bayan-Olgie/2016 年 7 月 23 日） 

2016 年 7 月

8 第 5 回 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR 配布資料（Khenty/2016 年 8 月 6 日） 2016 年 8 月

9 第 6 回 SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR 配布資料 （Ulaanbaatar/8 月 16 日） 2016 年 8 月

                                                        
6 http：//www.jica.go.jp/project/mongolia/010/index.html、https：//www.jst.go.jp/global/kadai/h2510_mongol.html 等。 
7 2014 年 12 月に食料・農業・牧畜省に名称変更し、2016 年 7 月に再度、食料・農業・軽工業省に名称変更。 
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 ２－５－５ 研修・セミナー・ワークショップ等 
 

活 動 名 実施時期 
1. Seminar  
第 1 回 SATREPS Scientific Seminar（IVM） 2014 年 10 月

第 2 回 SATREPS Scientific Seminar（Dornogovi） 2015 年 7 月

第 3 回 SATREPS Scientific Seminar（帯広） 2015 年 9 月

第 4 回 SATREPS SCIENTIFIC SEMINA（Bayan-Olgie） 2016 年 7 月

第 5 回 SATREPS SCIENTIFIC SEMINA（Khenty） 2016 年 8 月

第 6 回 SATREPS SCIENTIFIC SEMINA 2016 年 8 月

2. 研修  

帯広研修（IVM SATREPS 研究者 2 名参加。2 週間） 2015 年 1 月

帯広研修（IVM SATREPS 研究者 2 名。分子遺伝学と病理学分野。2 週間） 2015 年 2 月

帯広研修（IVM SATREPS 研究者 10 名。イムノクロマト試験装置操作｡1 日） 2015 年 9 月

帯広研修（IVM SATREPS 研究者 10 名。分子疫学調査。4 カ月） 2016 年 2 月

帯広研修（IVM SATREPS 研究者 1 名。病理学分野。1 カ月） 2016 年 5 月

3. 講義  

JICA 教師海外研修にてモンゴルを訪問した日本の高校の教師に対して

SATREPS プロジェクトの紹介講義を実施。 
2015 年 8 月

 
 ２－５－６ 促進要因・阻害要因 

（1）促進要因 
すべてのモンゴル側 C/P（IVM の研究者）は、プロジェクトの目的を理解し、プロジェ

クト活動に積極的に参加してきた。プロジェクトの研究活動を実施するうえで最適な研究

室と、所属する研究者が C/P として配置された（C/P の知識と技術のベースラインは高い

ものであり、研修内容の理解と消化は効率的であり、研究進捗セミナー等が円滑に進んだ）。 
・ 全国に張り巡らされた獣医師のネットワークが活用され、疫学調査（全国をカバーする

血液サンプリングデータの効率的な取得）や研究結果の紹介が円滑に行われた。  
・ モンゴル側研究機関（IVM）と日本側研究機関双方による適切な研究活動管理が行われ

た。IVM 所長による、モンゴル側関係機関〔食料・農業・軽工業省（Ministry of Food, 
Agriculture, and Light Industry：MOFALI）、教育・科学・文化・スポーツ省（Ministry of 
Education, Science, Culture and Sports：MOESCS）等〕との調整も円滑な研究活動の遂行

に貢献した。  
・ IVM と帯広畜産大学との共同研究の歴史は、1997 年の技術協力プロジェクト〔家畜感染

症診断技術改善計画（1997～2002 年）〕に遡り、現在に至るまで継続されてきた。本プ

ロジェクトの実施は、この長い交流の基礎のうえに実施されている。 
 

（2）阻害要因 
中間レビューの時点まで、特段すべき阻害要因は見当たらない。しかし、IVM に供与さ
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れた機材で用いる試薬や消耗品の調達は、モンゴル国内では時間がかかることがあり、こ

れまでは、日本側研究者が日本から持参して、対応してきたケースがみられる。 
適時の試薬や消耗品の調達は、これまで、また、これからもモンゴル側の課題であり、

プロジェクトの実施までに、改善のための対応が求められる。  
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第３章 評価 5 項目によるレビュー結果8 
 
３－１ 妥当性 

 プロジェクトの妥当性は以下の理由から高いと評価する。 
 
 ３－１－１ モンゴルの開発政策との整合性 

モンゴルの農業は鉱業とともに、モンゴル最重要セクターの 1 つであり、2012 年時点で、GDP
の 14.8％、就業人口の 35.0％を占めている（Mongolian Statistical Year Book 2012）。モンゴル政

府は、GDP の 18.6％を占める鉱業への依存を課題と認識しており、その手段として、同国の歴

史的な視点からも最重要で、伝統的産業である畜産業の生産性の向上を進める政策を推し進め

ている。 
例えば、2015 年 11 月に議会で承認された農業と食糧国家政策（State Policy on the Food and 

Agriculture）で、同国政府は食品製造・農業加工が、国の安全にかかわる社会・経済の柱の 1
つであることを強調し、畜産原材料の供給と生産物に関して、以下の政策を掲げている。 
・ 家畜の感染症と風土病の予防を通じて、感染症の対策と克服のための戦略を維持、疾病の早

期発見能力と対応策の改善、感染症の発生しない地域の確立 
・ ソムを含むすべての行政レベルにおいて、総合的かつ迅速で、国際基準を満たす対応を可能

とする獣医サービスの提供、製造者・企業倫理の向上、地方獣医師の能力開発 
家畜病のコントロールは高品質で生産性の高い畜産業の実現の前提条件である。本プロジェ

クトは、疫学調査と簡易迅速診断法の開発を通じて、家畜原虫病の早期発見、予防、対応策に

かかわる IVM の研究・開発能力の向上をめざすものであり、モンゴル政府の政策との整合性は

高い。 
なお、2016 年 2 月に議会の承認を得た持続的な開発ビジョン〔Sustainable Development Vision

（2030）〕においても、国際水準にかなう獣医師サービスの向上をベースとした家畜病のモニ

タリングと適切な治療によって畜産業を発展させていくことが開発目標の 1 つに含まれている。 
 
 ３－１－２ 地域社会のニーズとの整合性 

プロジェクトの開始前には、モンゴルの原虫病の感染状況や被害に関する実態の把握がなさ

れていなかったため、原虫病の予防と対策法開発への取り組みが不十分であった。しかし、原

虫病に感染した家畜は、貧血や発熱、流産などの健康被害を被り、モンゴルの厳しい冬の気候

に耐えきれずに死亡するケースがみられる。 
本プロジェクトは 2014 年の 6 月に、原虫病の感染状況の把握と簡易迅速診断法の開発を成

果（アウトプット）に定めて開始された。プロジェクトの協力期間の前半に、モンゴルにおけ

る、予想を上回る家畜原虫病の感染の広がりとマダニによる媒介の実態が全国規模のフィール

ドサンプリングによって明らかとなり、簡易迅速診断キットの開発が進められてきている。本

プロジェクトの実施は、家畜の生産性を向上させ、長期的には、遊牧民を含む家畜農家の生計

の向上に貢献するものであり、モンゴルの地域社会のニーズに合致している。  
 
 
                                                        
8 本報告書の評価結果は、高い・やや高い・中程度・やや低い・低いの 5 段階で示した。 
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 ３－１－３ わが国の支援政策との整合性 
対モンゴル国別援助方針（2012 年 4 月）において、わが国政府は、以下の項目を重点分野と

している。 
・ 鉱物資源の持続可能な開発とガバナンスの強化 
・ すべての人々が恩恵を受ける成長の実現に向けた支援 
・ ウランバートル都市機能強化 

上記重点分野の「すべての人々が恩恵を受ける成長の実現に向けた支援」のなかで、モンゴ

ル政府に対し、農牧業の生産性及び効率化の向上を通じ、農牧業従事者の収入向上を支援する

とともに、質の高い製品を生産するための感染症対策や検査体制等の強化のための支援を行う

としている。 
より具体的には、本プロジェクトは、対モンゴル事業展開計画（2015 年 4 月）の重点分野 2

（すべての人々が恩恵を受ける成長の実現に向けた支援）のなかの開発課題（産業構造の多角

化を見据えた中小・零細企業を中心とする雇用創出）の解決のための、「農牧業経営支援プロ

グラム」の下に位置づけられている。 
 

対モンゴル事業展開計画（2015 年 4 月） 
重点分野 1：鉱物資源

の持続可能な開発と

ガバナンスの強化 

開発課題 1：持続可能な鉱物資源開発 
1-2. 資源収入の適正管理を含むガバナンス強化 

重点分野 2：すべての

人々が恩恵を受ける

成長の実現に向けた

支援 

開発課題 2： 
2-1. 産業構造の多角化を見据えた中小・零細企業を中心と

する雇用創出 
・ 農牧業経営支援プログラム 

2-2. 基礎的社会サービスの向上 
重点分野 3：ウランバ

ートル都市機能強化 
開発課題 3：  
3. インフラ整備と都市計画・管理能力の向上 

 
３－２ 有効性 

 プロジェクトの有効性は、以下の理由から、おおむね高いものと評価する。 
 プロジェクト目標「共同研究による疫学調査及び簡易迅速診断法の開発を通して、家畜原虫病

（トリパノソーマ病、ピロプラズマ病）の早期摘発及び予防・対策のための研究開発能力が向上

する。」の達成状況は、中間レビューの時点としては、妥当なものである（２－４ プロジェクト

目標の達成状況）。 
 また、レビューチームが実施したモンゴル側 C/P（研究者）へのインタビューや、SATREPS 科

学セミナーにおける各研究者の研究成果発表の内容から、モンゴル側 C/P の原虫病の早期発見、

予防、コントロールに関する研究・開発能力が向上していることが確認できた。 
 プロジェクトの活動を通じて、これまでに合計で 15 編の論文が作成され､国際学会誌に掲載さ

れた。しかし、中間レビューの時点では、モンゴル側 C/P が著者（共著者）として作成された論

文の数は 4 編にとどまっている。プロジェクトの後半では、IVM の研究・開発能力の向上を示す

指標の 1 つとして、モンゴル側研究者による国際学会誌への著者あるいは共著者としての関与が

大幅に増加することを期待したい。 
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３－３ 効率性 

 プロジェクトの効率性は、以下の理由から高いものと評価する。 
 
 ３－３－１ 投入 

日本・モンゴル国側双方とも投入の内容は適切なものであった。  
レビューチームは、日本側が供与した資機材のほぼすべてが IVM によって有効に活用され9、

維持管理されていることを確認した。資機材が良好な状態に維持されていることから、研究活

動も円滑に進んでいる。 
モンゴル側も、研究者の人件費などの固定費をはじめ、フィールドサンプリングの費用負担

や、中・大型家畜用の実験舎の建設費用、新実験棟の建設などの投入を行ってきている。また、

IVM は、プロジェクトの研究活動に必要なバックグラウンドをもつ研究者を配置した。  
 
 ３－３－２ 成果（アウトプット） 

プロジェクトの成果は、ほぼ計画どおりに発現している。原虫野生株の単離と培養、簡易迅

速型診断キットの試作品による性能評価、原虫及び媒介マダニの分布マップ作成のためのデー

タ収集が進んでいる。これらの活動の多くが、日本・モンゴル国側双方の研究者の共同作業と

して行われてきている。 
 
３－４ インパクト 

 プロジェクトの研究開発は順調に進んでいるが、中間レビューの時点では、プロジェクトのイ

ンパクトの評価は時期尚早である。以下に、今後に期待されるインパクトの見込みについての記

述を簡潔に示した。なお、上位目標の設定はない。 
 
 ３－４－１ 技術的インパクト 

プロジェクトは、モンゴルの家畜原虫病の早期発見、予防と対策の各面で、技術的に大きな

インパクトをもたらすと期待される。  
トリパノソーマやピロプラズマなどの家畜の原虫病は、モンゴルの畜産業の発展を妨げる主

な要因の 1 つである。原虫病の診断に使える安価な診断キットの開発と普及に加えて、原虫病

と媒介ダニに関する疫学調査の結果の視覚化データの提供は、感染地域の獣医師や研究者が原

虫病に対する効果的な対策をとるためうえでの大きな助けとなるであろう10。 
また、プロジェクトの開発する技術は、家畜の輸出入に携わる動物検疫官の活動にも大きな

貢献をするものと期待される。 
さらに、トリパノソーマ及びピロプラズマの簡易診断キットと疫学調査の結果の視覚化デー

タの併用による原虫病対策は、家畜の原虫病に苦しむ世界の各国で標準モデルとして普及する

可能性を秘めている。 
本プロジェクトの技術的なインパクトは、獣医学部の学生と獣医師に対する専門教育の視点

                                                        
9 IVM 建物内の水圧不足から超純水製造装置の設置が遅れている。 
10 新たな T. equiperdum の野生株の単離は過去 30 年間なされていなかった。T. equiperdum IVM-t はプロジェクトにとって重要

なだけでなく、世界の科学界にとって重要なものである。この原虫の遺伝子型、全ゲノム、トランスクリプトームのさらな

る解析を通じて、新たな診断法、ワクチン、治療薬の開発につながることが期待される（Suganuma, Narantsatsral et al. 2016. 
Parasites & Vectors, In press）。 
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からも期待される。2016 年 5 月、媾疫に感染したウマの解剖（検視）マニュアルが、ビデオと

冊子の両形態で作成されており、MULS の獣医学部の学生と獣医師のための教材として用いら

れる予定である。 
 
 ３－４－２ 社会的インパクト 

家畜原虫病を克服することで、畜産業の生産性が向上し、長期的には遊牧民を含め、畜産業

を営む人々の生計の向上につながることが期待される。 
2016 年 6 月 7 日、日本・モンゴル経済連携協定（2015 年 2 月 10 日署名）が、両国の法的な

手続きを経て発効の運びとなった。現在、モンゴルでは、対日輸出振興が大きな関心を集めて

いる。 
プロジェクトの開発する診断キットと、プロジェクトの後半で作成される原虫病対策に関す

るガイドライン〔改訂 PDM（version 2.0）に記述）〕の活用によって、原虫病の予防と適切な対

処がなされれば、モンゴルで生産される畜産品（食肉加工品や酪農製品）への信頼とイメージ

の向上につながり、輸出が促進されることが期待される。 
 
３－５ 持続性 

 中間レビューの時点では、モンゴルにおける政権交代、経済の後退が重なり、プロジェクトの

終了後までを視野に入れた持続性を見通すことは困難である。レビューチームは、モンゴル関係

者に対するインタビューや、協議などから得た情報を基に、現時点での持続性に関するレビュー

チームの考えを簡潔に述べるにとどめる。  
 
 ３－５－１ 政策面の持続性 

モンゴルの経済は、鉱業と畜産業を 2 本の柱としている。2016 年 7 月に発足した新政権であ

るが、家畜の伝染病の予防・対策による管理機能強化を通じた畜産業の発展を重視する政策を

大幅に変更する可能性は低いと思われる。したがって、プロジェクトはモンゴル政府らの政策

的な支援を､今後も継続して受けることが期待される。 
 

 ３－５－２ 財政面の持続性 
モンゴル経済は、2015 年前後から停滞の様相を呈しており、政府は緊縮財政を余儀なくされ

ている。しかし、レビューチームは、モンゴル政府職員（MOESCS、科学技術基金、MOFALI
等）への聞き取りによって、少なくともプロジェクト期間中の運営費用に関する予算措置につ

いては、確保される見込みであることを確認した。 
しかし、プロジェクト終了後の財政措置の方向性については、不透明であり、財政面での持

続性についての懸念は払拭できない。 
 
 ３－５－３ 技術・運営面の持続性 

モンゴル側 C/P の基礎的な研究能力は､プロジェクトの開始前から相応の水準に達していた

が、プロジェクト活動への参加を通じて、その研究能力はさらに向上している。また、レビュ

ーチームは、日本側が供与した資機材のほぼすべてが IVM によって有効に活用され、維持管理

されていることを確認した。 
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研究者間に資機材を注意深く､丁寧に扱う文化が浸透していることから、今後も、機材の管

理は適切に行われていくものと期待できる。 
一方、適時の試薬や消耗品の調達は、これまでも、また、これからもモンゴル側の課題であ

り、プロジェクト終了時までに、何らかの具体的な対応が必要である。 
地方の獣医師は、そのネットワークを通じて、プロジェクトの活動に協力してきてくれてい

る。このネットワークにより、プロジェクトの成果の普及や、データの収集が円滑かつ継続的

に行われることが期待できる。  
 
３－６ 結論 

 モンゴルと日本の合同レビューチームは、文献調査、関係者（IVM 研究者、日本人研究者、畜

産農家等）への聞き取り、モンゴル政府職員との一連の協議、地域獣医師会議（Khenty 県）や畜

産農家（Bayantsogt 郡）の視察などを通じて情報を収集し、収集した情報の分析を基に、評価 5
項目によるプロジェクトの評価を実施した。  
 その結果、プロジェクトはモンゴル政府の開発方針、地域社会のニーズ、わが国の支援方針と

高い整合性を有していることが確認され、プロジェクト実施には高い妥当性があると評価された。  
 プロジェクトの有効性は、おおむね高いものと評価された。プロジェクト目標である、IVM 研

究者の家畜原虫病の早期診断、予防・対策に関する研究・開発能力の強化は、帯広畜産大学の研

究者との共同研究、研修参加を通じて、順調に進んでいる。研究開発に必要な資機材の供与も円

滑な研究活動の進捗に大きく貢献している。  
 モンゴル側研究者が、日本人研究者と協力して、あるいは単独で行った、全国を網羅する家畜

の血液サンプル採取とその分析作業は、多大の労力を伴うものであり、その遂行のための努力は

高く評価されるべきである。また、モンゴル側研究者は、研究の成果をモンゴル国内の学術誌に

4 編の論文として投稿していることも高く評価される。 
 一方、プロジェクトの活動を通じて、国際学会誌に 15 編の論文が投稿されたが、モンゴル側の

研究者が著者・共著者として作成されたものは 4 編であり、残りの 11 編は、日本人研究者が作成

したものであったため、プロジェクトの後半では、モンゴル側研究者による国際学会誌への論文

掲載数を増やすことが期待される。  
 プロジェクトの効率性は高いものと結論した。全体として、日本・モンゴル国側双方の投入は

適切なものであった。日本側の供与した資機材は、ほとんどがプロジェクトのための研究活動に

有効活用され、アウトプットの達成に貢献した。  
 インパクトについては、レビューチームとしては、評価を下すのは時期尚早とする立場だが、

プロジェクトの行う研究開発は、原虫病の診断、予防・対策の面で、大きな技術的なインパクト

をもたらすものと期待する。 
 トリパノソーマやピロプラズマなどの家畜の原虫病は、モンゴルの畜産業の発展を妨げる主な

要因の 1 つである。原虫病の診断に使える安価な診断キットの開発と普及に加えて、原虫病と媒

介ダニに関する疫学調査の結果の視覚化データの提供は、感染地域の獣医師や研究者が原虫病に

対する効果的な対策を取るうえでの大きな助けとなるであろう。 
 さらに、トリパノソーマ及びピロプラズマの簡易診断キットと疫学調査の結果の視覚化データ

の併用による原虫病対策は、家畜の原虫病に苦しむ世界の各国で標準モデルとして普及する可能

性を秘めている。 
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 プロジェクトの持続性については、中間レビューの時点では、モンゴルにおける政権交代、経

済の後退が重なり、プロジェクトの終了後までを視野に入れた持続性を見通すことは困難である

ことから、レビューチームは、モンゴル関係者に対するインタビューや、協議などから得た情報

を基に、現時点での持続性に関するレビューチームの考えを簡潔に述べた。 
 レビューチームは、モンゴル政府職員（MOESCS、科学技術基金、MOFALI 等）への聞き取り

によって、少なくともプロジェクト期間中の運営費用に関する予算措置については、確保される

見込みであることを確認した。しかし、プロジェクト終了後の財政措置の方向性については、不

透明であり、財政面での持続性についての懸念は払拭できない。  
 適時の試薬や消耗品の調達は、これまでも、また、これからも研究活動の持続性を確保するう

えでのモンゴル側の課題であり、プロジェクト終了時までに何らかの具体的な対応が必要である。 
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第４章 提言・団長所感 
 
４－１ 提言 

 プロジェクトは、1997 年の技術協力プロジェクト〔家畜感染症診断技術改善計画（1997～2002
年）〕を皮切りに続けられてきた帯広畜産大学と IVM の共同研究の歴史の礎の上で、課題に対し

て果敢に、そして効果的に実施されているところである。 
 PDM に記載されているプロジェクト目標の達成と、モンゴルの畜産業の発展のためのプロジェ

クトアウトカムのさらなる活用のために、レビューチームは、以下の提言を、プロジェクトチー

ムと MOFALI に対して行うものである。 
（1）プロジェクト目標達成に向けて【プロジェクトチーム（日本・モンゴル研究者）への提言】 

1）モンゴル側研究者の能力強化 
プロジェクトの下で、被引用度（citation index）付きの論文 15 編が、既に国際学会誌に

掲載されており、そのうち、4 編は日本・モンゴル研究者の共著である。IVM の研究者は､

これまで、日本人研究者の指導に基づいて、主に、データの収集と分析の面で、研究活動

に貢献してきており、その結果は、モンゴル国内の学会誌に掲載されてきている。 
しかし、モンゴル側の研究者にとっても、被引用度付きの国際学会誌に論文を投稿し、

掲載されることが研究者として重要な意味をもっている。よって、プロジェクト期間終了

後も、モンゴル側研究者が国際学会誌への投稿と掲載を継続できるようにするためにも、

プロジェクト期間中に、日本人専門家との共著論文を作成し、国際学会誌での掲載数を増

やすことを通じて、IVM 研究者のさらなる能力強化をめざすこと。 
モンゴル側の若い研究者たちは、SATREPS 事業に参加していることの利点を活用し、研

究能力の向上はもちろん、語学のスキルも可能な限り向上させること。さらに、国際学会

誌への投稿から掲載までの所要期間を考慮し、プロジェクト協力期間終了の半年前には論

文を投稿すること。 
2）プロジェクト管理【プロジェクトチームへの提言】 

研究室とフィールド試験に必要な試薬や消耗品の購入が、モンゴル国内ではうまくいか

ない場合（品質面と購入にかかる時間）があったことが報告されている。プロジェクトの

持続性確保の観点から、必要な試薬や消耗品は、時間を前倒しして購入手続きを行う計画

性が求められる。IVM は、プロジェクト期間終了後の円滑な研究活動の遂行のために、あ

る程度まとまった量の試薬や消耗品の購入手続きを適時に行えるように、プロジェクト期

間中から心がけるべきである。 
さらに、2016 年末に予定されている新研究棟の完成に伴う研究室の移動に際しては、現

在進行しているプロジェクトの研究活動の妨げにならないように、十分な配慮を行うこと

を提言する。 
 

（2）プロジェクトのアウトカムの実装に向けて（上位目標の達成）【プロジェクトチームと

MOFALI に対する提言】 
1）上位目標の設定 

プロジェクトのアウトカムが社会実装される際の具体的な内容を共有するためには、上

位目標として文章で記述することが望ましいため、レビューチームは､上位目標として、「簡



 

－21－ 

易診断キットによる診断結果を基に、原虫病（トリパノソーマとピロプラズマ）に対する

予防とコントロール対策が実施される。」を、PDM に追加することを提言する。レビュー

チームは、上位目標の設定に加えて、いくつかの指標の明確化など、PDM（version 1.0）
を修正し、付属資料 9-1 と 9-2 に示すように PDM（version 2.0）を提案する。 

上位目標の達成に至る道筋では、モンゴル国内での診断キットの配付や、現場での感染

症の予防とコントロールの実施において MOFALI が重要な役割を果たす。MOFALI 傘下の

国家獣医薬品品質管理・認証ラボは診断キットの承認の権限をもち、獣医・繁殖サービス

局は診断キットの配付に関して、また、プロジェクト期間終了までにプロジェクトによっ

て提案される予定のガイドラインに基づく原虫病の予防と対策の両者に関して、その戦略

の策定と実施を担う。 
よって、IVM と MOFALI は、診断キットが承認されたら会合をもち、疫学調査のデータ

と診断キットの普及計画を共有し、データの分析結果が示す現況を参照して計画の最終化

を事前に行い、IVM がキットの製造準備を整えられるように配慮すること。 
2）プロジェクトの社会・経済的効果の推定 【プロジェクトチームに対する提言】 

診断キットの普及を促進するために、原虫病の予防と対策によってもたらされる社会経

済的な効果を、獣医師と畜産農家に提示することが重要である。プロジェクトの活動とし

て含まれていることもあり、IVM は既にモデルファーム候補の畜産農家と交渉を開始し、

原虫病の予防・対策方法の試行実施への協力に同意を取りつけつつあるが、プロジェクト

チームは、疫学調査の視点に加えて、社会経済的な視点を含めたデータの取得を行うこと。  
3）知的財産権 【プロジェクトチームに対する提言】 

日本とモンゴルの共同研究から得られた知的財産権（例えば ICT ライセンス）を社会実

装するケースが出てきた場合には、適時、関係機関（IVM、帯広畜産大、AMED、JICA 等）

間で協議を行うこと。 
4）他の JICA プロジェクトとの連携【プロジェクトチームに対する提言】 

モンゴルでは、本プロジェクト以外にも、MULS と MOFALI をターゲットに、北海道大

学の支援による技術協力プロジェクト（獣医・畜産分野人材育成能力強化プロジェクト）

が実施されている｡両プロジェクトは、既に、JCC に参加を通じた情報の共有を行っている

が、両プロジェクトのインパクトを相乗的に生み出すために、作成された教材や、リソー

スの共有などを通じて、さらなる連携の拡大を図ること。 
 
４－２ 団長所感 

本プロジェクト「モンゴルにおける家畜原虫病の疫学調査と社会実装可能な診断法の開発プロ

ジェクト」の中間レビュー調査の結果、プロジェクトメンバーによる積極的な活動実施及び地方

獣医師の協力により、3 つの成果についてもほぼ計画どおりの進捗が確認され、プロジェクトの

妥当性（高い）、有効性（やや高い）、効率性（高い）、インパクト（プラスのインパクトを確認）、

持続性（暫定）についてもおおむね高い評価となった。その背景には、1997 年に開始した JICA
の「家畜感染症診断技術改善計画プロジェクト」（1997～2002 年）以降の IVM と帯広畜産大学と

の共同研究や留学生事業等を通じた関係構築が基盤となっている。特に、帯広畜産大学で博士号

を取得したプロジェクトダイレクターの Dr. Battsetseg（IVM 所長）がモンゴル側キーパーソンと

して対帯広畜産大学及び対モンゴル側関係省庁との調整を丁寧に行っていることによる影響も大
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きいと思われる。 
本プロジェクトでは、家畜原虫病の早期診断・予防・対策のための研究開発能力の向上をめざ

しており、活動においてトリパノソーマ（2 種）とピロプラズマ（5 種）とダニ（3 種）を対象と

した疫学調査による分布マップの作成、トリパノソーマ（2 種）とピロプラズマ（1～2 種）を対

象とした簡易迅速診断キット、及び感染実験等を踏まえた予防・対策ガイドラインに係る提案書

を作成予定である。活動が先行しているトリパノソーマ（2 種）については 2016 年中には簡易迅

速診断キットの承認申請のための準備を終える予定であり、早ければ 2017 年後半には、社会実装

である地方獣医師による臨床診断のための使用が可能となる予定である。 
それらの原虫病感染による症状として、ウマの T.Equiperdum 感染の場合には流産を起こすほか、

他の畜種でのトリパノソーマやピロプラズマ感染家畜では、貧血や全身状態の悪化により、それ

自体で死に至る場合もあれば、非感染家畜では死に至らない程度のゾド等のストレスにより死に

至る場合や、非感染家畜よりも複合感染を起こしやすいなどの影響が考えられ、経済的な損失も

大きいと考えられている。本プロジェクトでは、今後 IVM での感染実験及び 2 カ所のモデル農場

（合計 350 頭程度）における、治療効果も含めた野外環境下における臨床実験を行い、実際に起

こり得る社会経済的損失推定に必要となるデータを収集する予定である。 
なお、モデル農場の選定の過程において、1 農場はおそらく原虫病感染状況が明らかになるこ

とによる悪影響を恐れて本プロジェクトへの協力を断ったと思われることから、モデル農家で収

集するデータの取り扱いについては十分に注意する必要があるが、このような実験的データと全

国の疫学マップの推移により、一定の仮定に基づく想定被害について分析し報告することは、同

対策実施に向けた行政への働きかけに有用であるだけでなく、フィールドの臨床獣医師や家畜所

有者に対する原虫病対策の必要性の理解促進（診断キットの活用とその後の予防・対策の有効性）

に大変有効と思われる。 
本プロジェクトは、協力終了後には、上位目標（トリパノソーマとピロプラズマ原虫病に対す

る予防・対策が簡易診断キットの使用を含むガイドラインに基づき行われる）の達成に加えて、

プロジェクトで開発した診断法の他の感染症への応用、また他国での原虫病対策を策定するうえ

でのモデルとしての活用など、さらなる社会実装が期待されているプロジェクトといえる。 
なお、昨今の日本とモンゴルとの二国間関係の動きとして、2016 年 6 月に日・モンゴル経済連

携協定が署名され、特に農林水産業協力においては「モンゴルの食料・農業セクターの発展のた

め、フード・バリューチェーンを構築し、食品の生産から加工、流通、マーケティングに至る各

段階で付加価値を高める取り組みに対して日本側が支援する」とされており、具体的な取り組み

として「生産段階では、口蹄疫の清浄地域の確立に向けた支援を含む感染症対策や小麦の生産性

及び品質向上の支援」に係る合意が挙げられるが、本プロジェクトは、同感染症対策にも位置づ

けられる協力といえる。今後はトリパノソーマとピロプラズマ原虫病に対する予防・対策として、

検疫の際に感染が疑われる家畜に対する診断の徹底のために、本プロジェクトで開発される簡易

検査キットが使用され、感染家畜の移動のコントロールが適切に行われることが望まれる11。 
 

                                                        
11 ウマに関しては、2006 年にドイツに 15 頭のウマを輸出した際に 3 頭がトリパノソーマに感染していることが判明し、モン

ゴル産のウマの品質に関する信用が失われた事例があるが、モンゴル政府による国際獣疫事務局（OIE）への正式報告はな

されないままとなっている。OIE ウェブサイト では、モンゴルは現在もトリパノソーマフリー国となっているものの、プ

ロジェクトの調査対象農家では、ロシアからの輸入馬でトリパノソーマ感染馬が確認されている。2015 年は、ロシアのほ

か、中国やカザフスタン、キルギスから合計 700 弱のウマがモンゴルに輸入されている。 
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zo

an
 d

ise
as

es
 

(tr
yp

an
os

om
os

is 
an

d 
pi

ro
pl

as
m

os
is)

 a
re

 im
pr

ov
ed

 
th

ro
ug

h 
co

nd
uc

tin
g 

ep
id

em
io

lo
gi

ca
l s

tu
di

es
 a

nd
 

de
ve

lo
pi

ng
 o

n-
sit

e 
di

ag
no

sti
cs

 in
 c

ol
la

bo
ra

tio
n 

w
ith

 N
RC

PD
. 

 

-O
n-

sit
e 

di
ag

no
sti

c 
ki

ts 
ar

e 
de

ve
lo

pe
d 

by
 IV

M
 a

nd
 su

bm
itt

ed
 to

 th
e 

sta
te

 
la

bo
ra

to
ry

 fo
r q

ua
lit

y 
co

nt
ro

l a
nd

 
ce

rti
fic

at
io

n 
of

 v
et

er
in

ar
y 

dr
ug

. 
-T

he
 n

um
be

r o
f i

nt
er

na
tio

na
l 

pu
bl

ic
at

io
ns

 w
ith

 c
ita

tio
n 

in
de

x.
 

-A
cc

ep
ta

nc
e 

re
co

rd
 b

y 
th

e 
sta

te
 la

bo
ra

to
ry

 fo
r q

ua
lit

y 
co

nt
ro

l a
nd

 c
er

tif
ic

at
io

n 
of

 
ve

te
rin

ar
y 

dr
ug

  
-R

ep
rin

ts 
of

 th
e 

pu
bl

ic
at

io
ns

 

 

O
ut

pu
ts

 
1.

 O
n-

sit
e 

di
ag

no
sti

cs
 a

ga
in

st 
an

im
al

 p
ro

to
zo

an
 

di
se

as
es

 a
re

 d
ev

el
op

ed
. 

 

-B
y 

20
16

, t
he

 p
re

pa
re

d 
on

-s
ite

 
di

ag
no

sti
c 

ki
ts 

w
ill

 b
e 

us
ed

 fo
r t

he
 

ep
id

em
io

lo
gi

ca
l s

tu
di

es
 in

 th
e 

fie
ld

. 
 

-B
y 

20
18

, t
he

 e
ffe

ct
iv

en
es

s o
f t

he
 

on
-s

ite
 d

ia
gn

os
tic

 k
its

 d
ev

el
op

ed
 b

y 
IV

M
 w

ill
 b

e 
ve

rif
ie

d.
  

-A
ss

es
sm

en
t 

re
co

rd
 

of
 

th
e 

on
-s

ite
 

di
ag

no
sti

c 
ki

ts 
(e

.g
. 

pu
bl

ic
at

io
ns

, 
ex

pe
rim

en
ta

l 
re

co
rd

s)
 

 

Co
op

er
at

io
n 

by
 lo

ca
l 

ve
te

rin
ar

ia
ns

 o
n 

ep
id

em
io

lo
gi

ca
l s

tu
di

es
 is

 
ob

ta
in

ed
. 

2.
 P

re
va

le
nc

e,
 d

ist
rib

ut
io

n 
an

d 
da

m
ag

es
 o

f m
aj

or
 

an
im

al
 p

ro
to

zo
an

 d
ise

as
es

 a
nd

 th
e 

ve
ct

or
 ti

ck
s 

in
 

M
on

go
lia

 a
re

 c
la

rif
ie

d.
 

 

-P
re

va
le

nc
e 

an
d 

di
str

ib
ut

io
n 

m
ap

s o
f 7

 
ki

nd
s o

f a
ni

m
al

 p
ro

to
zo

an
 p

ar
as

ite
s 

an
d 

3 
ki

nd
s o

f v
ec

to
r t

ic
ks

 a
re

 
pr

ep
ar

ed
. 

-7
 k

in
ds

 o
f r

ep
or

ts 
an

d 
se

m
in

ar
s, 

et
c.

 
on

 c
ur

re
nt

 st
at

us
 o

f d
am

ag
es

 d
ue

 to
 

m
aj

or
 a

ni
m

al
 p

ro
to

zo
an

 d
ise

as
es

 a
nd

 
th

e 
ve

ct
or

 ti
ck

s a
re

 p
re

se
nt

ed
. 

- 
Pr

ep
ar

ed
 d

ist
rib

ut
io

n 
m

ap
s 

of
 th

e 
pr

ot
oz

oa
n 

di
se

as
es

 a
nd

 
ve

ct
or

 ti
ck

s 
 

 - P
ub

lic
at

io
ns

 a
nd

 re
co

rd
s o

f 
se

m
in

ar
s 
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 3.

 E
ffe

ct
iv

e 
m

ea
su

re
s 

fo
r 

th
e 

pr
ev

en
tio

n 
an

d 
co

nt
ro

l o
f a

ni
m

al
 p

ro
to

zo
an

 d
ise

as
es

 in
 M

on
go

lia
 

ar
e 

pr
op

os
ed

 b
as

ed
 o

n 
de

ta
ile

d 
an

al
ys

es
 o

f 
th

e 
re

su
lts

 o
f 

ep
id

em
io

lo
gi

ca
l 

stu
di

es
 a

nd
 t

he
 t

ria
l 

ru
ns

 o
f t

he
 m

ea
su

re
s. 

-7
 k

in
ds

 o
f r

ep
or

ts 
an

d 
se

m
in

ar
s, 

et
c.

 
on

 p
re

ve
nt

iv
e 

m
ea

su
re

s a
nd

 
co

un
te

rm
ea

su
re

s a
ga

in
st 

an
im

al
 

pr
ot

oz
oa

n 
di

se
as

es
 a

re
 p

re
se

nt
ed

. 

- P
ub

lic
at

io
ns

 a
nd

 re
co

rd
s o

f 
se

m
in

ar
s 

A
ct

iv
iti

es
 

1.
 D

ev
el

op
m

en
t o

f O
n-

sit
e 

D
ia

gn
os

tic
s o

f 
A

ni
m

al
 P

ro
to

zo
an

 D
ise

as
es

 
1-

1.
 C

ol
le

ct
, i

so
la

te
, a

nd
 c

ul
tiv

at
e 

th
e 

w
ild

 st
ra

in
s 

of
 tr

yp
an

os
om

e 
an

d 
pi

ro
pl

as
m

a.
  

1-
2.

 C
on

du
ct

 a
nt

ig
en

 g
en

ot
yp

e 
an

al
ys

es
 o

n 
th

e 
w

ild
 st

ra
in

s m
en

tio
ne

d 
ab

ov
e 

(1
-1

) a
nd

 id
en

tif
y 

th
e 

su
ita

bl
e 

di
ag

no
sti

c 
an

tig
en

s. 
 

1-
3.

 P
ro

du
ce

 re
co

m
bi

na
nt

 a
nt

ig
en

s. 
 

1-
4.

 Id
en

tif
y 

an
tig

en
ic

 p
ro

te
in

s f
or

 
Im

m
un

oc
hr

om
at

og
ra

ph
ic

 te
st 

(IC
T)

 b
y 

ev
al

ua
tin

g 
th

e 
sp

ec
ifi

ci
ty

, r
ea

ct
iv

ity
 a

nd
 p

ra
ct

ic
ab

ili
ty

 o
f t

he
 

re
co

m
bi

na
nt

 a
nt

ig
en

s u
sin

g 
di

ag
no

sti
c 

m
et

ho
ds

 
su

ch
 a

s L
A

M
P 

an
d 

EL
IS

A
. 

1-
5.

 D
ev

el
op

 IC
T-

ba
se

d 
on

-s
ite

 d
ia

gn
os

tic
 tr

ia
l 

ki
ts 

ap
pl

yi
ng

 th
e 

op
tim

iz
ed

 re
co

m
bi

na
nt

 a
nt

ig
en

s. 
1-

6.
 A

ss
es

s t
he

 o
n-

sit
e 

di
ag

no
sti

c 
m

et
ho

ds
 u

sin
g 

in
fe

ct
ed

 n
at

ur
al

 h
os

ts.
  

1-
7.

 E
va

lu
at

e 
th

e 
ef

fe
ct

iv
en

es
s o

f t
he

 o
n-

sit
e 

di
ag

no
sti

c 
m

et
ho

ds
 in

 th
e 

fie
ld

 a
nd

 m
ak

e 
im

pr
ov

em
en

ts 
ba

se
d 

on
 th

e 
ev

al
ua

tio
n 

re
su

lts
 

(c
on

du
ct

 in
 p

ar
al

le
l w

ith
 (2

-1
)) 

 

In
pu

ts
 

  
【

Ja
pa

ne
se

 S
id

e】
 

1.
 

D
isp

at
ch

 o
f J

ap
an

es
e 

re
se

ar
ch

er
s 

as
 e

xp
er

ts 
in

 sp
ec

ifi
c 

fie
ld

s 
2.

 
D

isp
at

ch
 o

f J
ap

an
es

e 
pr

oj
ec

t 
co

or
di

na
to

r 
3.

 
Re

ce
iv

in
g 

M
on

go
lia

n 
re

se
ar

ch
er

s 
in

 Ja
pa

n 
4.

 
Pr

ov
isi

on
 o

f e
qu

ip
m

en
t a

nd
 

m
at

er
ia

ls 
w

hi
ch

 a
re

 n
ec

es
sa

ry
 fo

r 
th

e 
Pr

oj
ec

t 
 

5.
 

N
ec

es
sa

ry
 e

xp
en

se
s, 

ex
ce

pt
 th

e 
ru

nn
in

g 
co

st,
 fo

r t
he

 c
ol

la
bo

ra
tiv

e 
re

se
ar

ch
 a

ct
iv

iti
es

 
 

【
M

on
go

lia
n 

Si
de
】

 
1.

 
Se

rv
ic

es
 o

f c
ou

nt
er

pa
rt 

re
se

ar
ch

er
s a

nd
 

ad
m

in
ist

ra
tiv

e 
pe

rs
on

ne
l 

2.
 

Pr
ov

isi
on

 o
f f

ac
ili

tie
s 

ne
ce

ss
ar

y 
fo

r t
he

 
im

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 th

e 
Pr

oj
ec

t: 
Su

ita
bl

e 
pr

oj
ec

t 
of

fic
e;

 S
ui

ta
bl

e 
sp

ac
e 

fo
r 

an
 a

ni
m

al
 fa

ci
lit

y 
fo

r 
pr

ot
oz

oa
n 

di
se

as
es

 a
nd

 
tic

k 
ve

ct
or

s 
3.

 
Pr

ep
ar

at
io

n 
of

 th
e 

ex
ist

in
g 

eq
ui

pm
en

t 
ut

ili
ze

d 
fo

r r
es

ea
rc

h 
ac

tiv
iti

es
 

4.
 

Re
pl

ac
em

en
t o

f 
m

ac
hi

ne
ry

, e
qu

ip
m

en
t, 

in
str

um
en

ts,
 v

eh
ic

le
s, 

to
ol

s, 
sp

ar
e 

pa
rts

 a
nd

 a
ny
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 2.

 C
la

ri
fic

at
io

n 
of

 p
re

va
le

nc
e,

 d
ist

ri
bu

tio
n 

an
d 

da
m

ag
es

 
du

e 
to

 
m

aj
or

 
an

im
al

 
pr

ot
oz

oa
n 

di
se

as
es

 a
nd

 v
ec

to
r t

ic
ks

 in
 M

on
go

lia
  

2-
1.

 C
ol

le
ct

 in
fo

rm
at

io
n 

on
 a

ni
m

al
 p

ro
to

zo
an

 
di

se
as

es
, c

lin
ic

al
 sy

m
pt

om
s o

f i
nf

ec
te

d 
an

im
al

s, 
as

 w
el

l a
s h

ist
op

at
ho

lo
gi

ca
l i

nf
or

m
at

io
n,

 b
y 

co
nd

uc
tin

g 
ep

id
em

io
lo

gi
ca

l s
tu

di
es

 o
n 

pr
ot

oz
oa

n 
di

se
as

es
 a

nd
 v

ec
to

r t
ic

ks
. 

 
2-

2.
 

A
na

ly
ze

 
G

PS
 

da
ta

 
on

 
pr

ev
al

en
ce

 
an

d 
di

str
ib

ut
io

n 
of

 a
ni

m
al

 p
ro

to
zo

an
 d

ise
as

es
 a

nd
 

ve
ct

or
 ti

ck
s. 

 
2-

3.
 P

re
pa

re
 p

re
va

le
nc

e 
an

d 
di

str
ib

ut
io

n 
m

ap
s o

f 
an

im
al

 p
ro

to
zo

an
 d

ise
as

es
 a

nd
 th

e 
ve

ct
or

 ti
ck

s. 
 

ot
he

r m
at

er
ia

ls 
ne

ce
ss

ar
y 

fo
r t

he
 im

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 

th
e 

Pr
oj

ec
t o

th
er

 th
an

 th
e 

eq
ui

pm
en

t p
ro

vi
de

d 
by

 
JI

CA
 

5.
 

M
ea

ns
 o

f t
ra

ns
po

rt 
an

d 
tra

ve
l a

llo
w

an
ce

s f
or

 th
e 

co
un

te
rp

ar
ts 

fo
r o

ffi
ci

al
 

tra
ve

l w
ith

in
 M

on
go

lia
 

6.
 

Ru
nn

in
g 

ex
pe

ns
es

 
ne

ce
ss

ar
y 

fo
r P

ro
je

ct
 

im
pl

em
en

ta
tio

n 
 

7.
 

Ex
pe

ns
es

 n
ec

es
sa

ry
 fo

r 
tra

ns
po

rta
tio

n 
w

ith
in

 
M

on
go

lia
 o

f t
he

 
eq

ui
pm

en
t a

s w
el

l a
s f

or
 

th
e 

in
sta

lla
tio

n,
 o

pe
ra

tio
n 

an
d 

m
ai

nt
en

an
ce

 th
er

eo
f 

8.
 

Av
ai

la
bl

e 
da

ta
 ( 

in
cl

ud
in

g 
m

ap
s a

nd
 p

ho
to

gr
ap

hs
) 

an
d 

in
fo

rm
at

io
n 

re
la

te
d 

to
 

th
e 

Pr
oj

ec
t 

  

 
3.

 P
ro

po
sa

l 
of

 e
ffe

ct
iv

e 
pr

ev
en

tiv
e 

m
ea

su
re

s 
an

d 
co

un
te

rm
ea

su
re

s 
ag

ai
ns

t 
an

im
al

 
pr

ot
oz

oa
n 

di
se

as
es

 in
 M

on
go

lia
  

3-
1.

 D
ec

id
e 

th
e 

m
od

el
 a

re
as

 fo
r a

pp
ly

in
g 

th
e 

ca
nd

id
at

e 
pr

ev
en

tiv
e 

m
ea

su
re

s a
nd

 th
e 

co
un

te
rm

ea
su

re
s b

as
ed

 o
n 

th
e 

in
fo

rm
at

io
n 

ob
ta

in
ed

 th
ro

ug
h 

th
e 

ep
id

em
io

lo
gi

ca
l s

tu
di

es
. 

 
3-

2.
 R

ev
ie

w
 th

e 
pr

ev
en

tiv
e 

m
ea

su
re

s a
nd

 
co

un
te

rm
ea

su
re

s, 
an

d 
co

nd
uc

t t
ria

l r
un

s i
n 

th
e 

m
od

el
 a

re
as

. 
  

3-
3.

 A
na

ly
ze

 th
e 

re
la

tio
ns

 b
et

w
ee

n 
th

e 
he

al
th

 
da

m
ag

es
 c

au
se

d 
by

 a
ni

m
al

 p
ro

to
zo

an
 d

ise
as

es
 

an
d 

th
e 

liv
es

to
ck
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ro

du
ct

iv
ity

. 
 

3-
4.

 P
ro

po
se

 e
ffe

ct
iv

e 
pr

ev
en

tiv
e 

m
ea

su
re

s a
nd

 
co

un
te

rm
ea

su
re

s a
ga

in
st 

an
im

al
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ro
to

zo
an

 
di

se
as

es
 in

 M
on

go
lia

. 

Pr
e-

C
on

di
tio
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付
属

資
料

2-
2 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
デ

ザ
イ

ン
・

マ
ト

リ
ク

ス
(和

文
仮

訳
)(v

er
si

on
 1

.0
) 

Pr
oj

ec
t D

es
ig

n 
M

at
rix

 (V
er

.1
) 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
名

 
 
 

 
 
 

 
 
モ

ン
ゴ

ル
に

お
け

る
家

畜
原

虫
病

の
疫

学
調

査
と

社
会

実
装

可
能

な
診

断
法

の
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

期
間
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

20
14

年
6
月

～
20

19
年

5
月

（
5
年

間
）

 
対

象
地
域

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
モ

ン
ゴ
ル

国
全
土

 
実

施
機

関
（

モ
ン

ゴ
ル

側
）

 
 

 
 
モ

ン
ゴ

ル
国

立
生

命
科

学
大

学
獣

医
学

研
究

所
 

実
施

機
関

（
日

本
側

）
 

 
 
 

 
 
帯

広
畜

産
大

学
原

虫
病

研
究

セ
ン

タ
ー

 
直

接
受

益
者

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
モ

ン
ゴ

ル
国

立
生

命
科

学
大

学
獣

医
学

研
究

所
の

研
究

者
 

間
接

受
益

者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
モ

ン
ゴ

ル
国

内
の

畜
産

業
従

事
者

、
畜

産
分

野
の

行
政

機
関

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

要
約

 
(N

ar
ra

tiv
e 

Su
m

m
ar

y)
 

指
 
標

 
(O

bj
ec

tiv
el

y 
Ve

rif
ia

bl
e 

In
di

ca
to

rs
) 

入
手

手
段

 
(M

ea
ns

 o
f v

er
ifi

ca
tio

n)

外
部

条
件

 
(Im

po
rta

nt
 

as
su

m
pt

io
ns

) 
[プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
] 

共
同

研
究

に
よ

る
疫

学
調

査
及

び
簡

易
迅

速
診

断
法

の
開

発
を

通

し
て

、
家

畜
原

虫
病
（

ト
リ

パ
ノ

ソ
ー

マ
病

、
ピ

ロ
プ

ラ
ズ

マ
病

）

の
早

期
摘

発
及

び
予

防
・

対
策

の
た

め
の

研
究

開
発

能
力

が
向

上

す
る

。
 

-獣
医

学
研

究
所

で
開

発
さ

れ
た

簡
易

迅
速

診

断
法

が
、
国

家
獣

医
薬

品
品

質
管

理
・
認

証
ラ

ボ
に

提
出

さ
れ

る
。

 
-国

際
学

術
論

文
の

数
 

-国
家

獣
医

薬
品

質
管

理
・

認
証

ラ
ボ

の
受

領
記

録
  

-掲
載

さ
れ

た
論

文
の

別
刷

り
(R

ep
rin

t) 

 

[成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

] 
1.

 
家

畜
原

虫
病

の
簡

易
迅

速
診

断
法

が
開

発
さ

れ
る

。
 

-2
01

6
年

ま
で

に
、

試
作

さ
れ

た
簡

易
迅

速
診

断
キ

ッ
ト

が
野

外
で

の
疫

学
調

査
で

使
用

さ

れ
る

。
 

-2
01

8
年

ま
で

に
、

獣
医

学
研

究
所

が
試

作
し

た
簡

易
迅

速
診

断
キ

ッ
ト

の
有

効
性

が
確

認

さ
れ

る
。

 

-簡
易

迅
速

診
断

キ
ッ

ト
の

検
証

記
録

（
レ

ポ
ー

ト
、

実
験

記
録

）
 

野
外

疫
学

調
査

で
地

方
獣

医
師

に
よ

る
協

力
が

得
ら

れ
る

。
 

2.
 
モ

ン
ゴ

ル
に

お
け

る
家

畜
原

虫
病

と
媒

介
マ

ダ
ニ

の
存

在
、
分

布
及

び
被

害
状

況
が

明
ら

か
に

な
る

。
 

-7
種

類
の

原
虫

及
び

3
種

類
の

媒
介

マ
ダ

ニ

の
分

布
マ

ッ
プ

が
作

成
さ

れ
る

。
 

-家
畜

原
虫

病
被

害
状

況
や

媒
介

マ
ダ

ニ
に

関

す
る

レ
ポ

ー
ト

や
報

告
会

の
数

が
合

計
7種

類

以
上

と
な

る
。

 

-作
成

さ
れ

た
原

虫
病

・
媒

介
マ

ダ
ニ

の
分

布
マ

ッ
プ

-レ
ポ

ー
ト

の
発

表
及

び
、

報
告

会
の

実
施

記
録

 

 

3.
 
疫

学
調

査
の

詳
細

分
析

結
果

や
原

虫
病

予
防
・
対

策
の

試
行

実

施
結

果
に

基
づ

き
、
モ

ン
ゴ

ル
に

お
い

て
社

会
実

装
可

能
な

原

虫
病

の
予

防
・

対
策

方
法

が
提

案
さ

れ
る

。
 

-社
会

実
装

可
能

な
家

畜
原

虫
病

予
防

・
対

策

に
関

す
る

レ
ポ

ー
ト

や
報

告
会

の
数

が
合

計
7

種
類

以
上

と
な

る
。

 

-レ
ポ

ー
ト

の
発

表
及

び
、

報
告

会
の

実
施

記
録
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活
動

 
投

入
 

 
1.

 
家

畜
原

虫
病

簡
易

迅
速

診
断

法
の

開
発

 
1-

1.
 
ト

リ
パ

ノ
ソ

ー
マ

病
、

ピ
ロ

プ
ラ

ズ
マ

病
の

野
生

株
を

収

集
・

分
離

し
馴

化
培

養
す

る
。

 
1-

2.
 

1-
1

で
収

集
し

た
野

生
原

虫
株

の
抗

原
遺

伝
子

型
解

析
を

行

い
、

標
的

抗
原

遺
伝

子
を

同
定

す
る

。
 

1-
3.

 
組

み
換

え
抗

原
を

作
製

す
る

。
 

1-
4.

 
組

み
換

え
抗

原
の

反
応

特
性

と
実

用
性

を
LA

M
P

法
や

EL
IS

A
法

な
ど

を
活

用
し

て
評

価
し

、
イ

ム
ノ

ク
ロ

マ
ト

法

（
IC

T）
に

利
用

可
能

な
抗

原
タ

ン
パ

ク
質

を
得

る
。

 
1-

5.
 
組

み
換

え
抗

原
を

用
い

て
IC

T
に

よ
る

簡
易

迅
速

診
断

キ
ッ

ト
を

試
作

す
る

。
 

1-
6.

 
簡

易
迅

速
診

断
法

の
自

然
感

染
宿

主
を

用
い

た
評

価
を

実

施
す

る
。

 
1-

7.
 
開

発
し

た
簡

易
迅

速
診

断
法

の
野

外
に

お
け

る
社

会
実

装

性
評

価
（

2-
1

の
疫

学
調

査
と

並
行

し
て

実
施

）
と

改
良

を

行
う

。
 

【
日

本
側

】
 

1.
 
共

同
研

究
者
（
長

期
・
短

期
）
の

派
遣

 
2.

 
業

務
調

整
専

門
家

の
派

遣
 

3.
 
モ

ン
ゴ

ル
側

共
同

研
究

者
の

本

邦
受

け
入

れ
 

4.
 
機

材
供

与
 

5.
 
共

同
研

究
の

運
営

経
費

以
外

の

必
要

経
費

 

【
モ

ン
ゴ

ル
側

】
 

1.
 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
(C

/P
)の

配
置

 
2.

 
研

究
施

設
及

び
他

の
必

要
な

設
備

 
3.

 
研

究
活

動
用

資
機

材
 

4.
 

JI
C

A
に

よ
っ

て
供

与
さ

れ
た

資
機

材
の

交
換

及
び

ス
ペ

ア

パ
ー

ツ
 

5.
 

C
/P

の
業

務
上

の
国

内
移

動
手

段
及

び
経

費
 

6.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
経

費
 

7.
 
機

材
の

モ
ン

ゴ
ル

国
内

移
送

経
費

、
据

付
・
運

転
・
保

守
経

費
 

8.
 
入

手
で

き
る

デ
ー

タ
（

地
図

、

写
真

を
含

む
）

の
提

供
 

 

2.
 
疫

学
調

査
に

よ
る

家
畜

原
虫

病
と

媒
介

マ
ダ

ニ
の

存
在

、
分

布

及
び

被
害

状
況

把
握

 
2-

1.
 
原

虫
病

と
媒

介
マ

ダ
ニ

の
疫

学
調

査
を

実
施

し
、
原

虫
病

に

関
す

る
情

報
並

び
に

感
染

動
物

の
一

般
臨

床
症

状
や

病
理

組
織

学
情

報
を

収
集

す
る

。
 

2-
2.

 
原

虫
病

及
び

媒
介

マ
ダ

ニ
分

布
デ

ー
タ

の
G

PS
位

置
情

報

を
解

析
す

る
。

 
2-

3.
 
原

虫
病

及
び

媒
介

マ
ダ

ニ
の

流
行

分
布

マ
ッ

プ
を

作
成

す

る
。

 

 

3.
 
社

会
実

装
可

能
な

原
虫

病
予

防
・

対
策

方
法

の
提

案
 

3-
1.

 
疫

学
調

査
で

得
ら

れ
た

情
報

を
基

に
、
原

虫
病

予
防
・
対

策

の
モ

デ
ル

地
区

を
決

定
す

る
。

 
3-

2.
 
原

虫
病

の
予

防
・
対

策
方

法
を

検
討

し
、
モ

デ
ル

地
区

に
て

試
行

実
施

す
る

。
 

3-
3.

 
原

虫
病

感
染

に
よ

る
健

康
被

害
の

実
態

と
家

畜
生

産
性

の

関
係

に
つ

い
て

の
分

析
を

行
う

。
 

3-
4.

 
モ

ン
ゴ

ル
に

お
い

て
社

会
実

装
可

能
な

原
虫

病
の

予
防
・
対

策
を

提
案

す
る

。
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付
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3−
１

  
活

動
計

画
表

（
英

文
）
〔

Te
nt

at
iv

e 
Pl

an
 o

f O
pe

ra
tio

ns
 (P

O
)〕

 

 

1-
1

C
ol

le
ct

, i
so

la
te

, a
nd

 c
ul

tiv
at

e 
th

e 
w

ild
 st

ra
in

s 
of

 tr
yp

an
os

om
e 

an
d 

pi
ro

pl
as

m
a.

1-
2

C
on

du
ct

 a
nt

ig
en

 g
en

ot
yp

e 
an

al
ys

es
 o

n 
th

e 
w

ild
 s

tra
in

s 
m

en
tio

ne
d 

ab
ov

e 
(1

-1
)

an
d 

id
en

tif
y 

th
e 

su
ita

bl
e 

di
ag

no
st

ic
 a

nt
ig

en
s.

1-
3

Pr
od

uc
e 

re
co

m
bi

na
nt

 a
nt

ig
en

s.

1-
4

Id
en

tif
y 

an
tig

en
ic

 p
ro

te
in

s 
fo

r I
m

m
un

oc
hr

om
at

og
ra

ph
ic

 te
st

 (I
C

T)
 b

y
ev

al
ua

tin
g 

th
e 

sp
ec

ifi
ci

ty
, r

ea
ct

iv
ity

 a
nd

 p
ra

ct
ic

ab
ilit

y 
of

 th
e 

re
co

m
bi

na
nt

an
tig

en
s 

us
in

g 
di

ag
no

st
ic

 m
et

ho
ds

 s
uc

h 
as

 L
A

M
P 

an
d 

EL
IS

A
.

1-
5

D
ev

el
op

 IC
T-

ba
se

d 
on

-s
ite

 d
ia

gn
os

tic
 tr

ia
l k

its
 a

pp
ly

in
g 

th
e 

op
tim

ize
d

re
co

m
bi

na
nt

 a
nt

ig
en

s.
1-

6
A

ss
es

s 
th

e 
on

-s
ite

 d
ia

gn
os

tic
 m

et
ho

ds
 u

sin
g 

in
fe

ct
ed

 n
at

ur
al

 h
os

ts
.

1-
7

Ev
al

ua
te

 th
e 

ef
fe

ct
iv

en
es

s 
of

 th
e 

on
-s

ite
 d

ia
gn

os
tic

 m
et

ho
ds

 in
 th

e 
fie

ld
 a

nd
m

ak
e 

im
pr

ov
em

en
ts

 b
as

ed
 o

n 
th

e 
ev

al
ua

tio
n 

re
su

lts
 (c

on
du

ct
 in

 p
ar

al
le

l w
ith

(2
-1

))

2-
1

C
ol

le
ct

 in
fo

rm
at

io
n 

on
 a

ni
m

al
 p

ro
to

zo
an

 d
ise

as
es

, c
lin

ic
al

 s
ym

pt
om

s 
of

in
fe

ct
ed

 a
ni

m
al

s, 
as

 w
el

l a
s 

hi
st

op
at

ho
lo

gi
ca

l i
nf

or
m

at
io

n,
 b

y 
co

nd
uc

tin
g

ep
id

em
io

lo
gi

ca
l s

tu
di

es
 o

n 
pr

ot
oz

oa
n 

di
se

as
es

 a
nd

 v
ec

to
r t

ic
ks

.

2-
2

A
na

ly
ze

 G
PS

 d
at

a 
on

 p
re

va
le

nc
e 

an
d 

di
st

rib
ut

io
n 

of
 a

ni
m

al
 p

ro
to

zo
an

di
se

as
es

 a
nd

 v
ec

to
r t

ic
ks

.

2-
3

Pr
ep

ar
e 

pr
ev

al
en

ce
 a

nd
 d

ist
rib

ut
io

n 
m

ap
s 

of
 a

ni
m

al
 p

ro
to

zo
an

 d
ise

as
es

 a
nd

th
e 

ve
ct

or
 ti

ck
s.

3-
1

D
ec

id
e 

th
e 

m
od

el
 a

re
as

 fo
r a

pp
ly

in
g 

th
e 

pr
ev

en
tiv

e 
m

ea
su

re
s 

an
d 

th
e

co
un

te
rm

ea
su

re
s 

ba
se

d 
on

 th
e 

in
fo

rm
at

io
n 

ob
ta

in
ed

 th
ro

ug
h 

th
e

ep
id

em
io

lo
gi

ca
l s

tu
di

es
.

3-
2

R
ev

ie
w

 p
re

ve
nt

iv
e 

m
ea

su
re

s 
an

d 
co

un
te

rm
ea

su
re

s, 
an

d 
co

nd
uc

t t
ria

l r
un

s 
in

th
e 

m
od

el
 a

re
as

.

3-
3

A
na

ly
ze

 th
e 

re
la

tio
ns

 b
et

w
ee

n 
th

e 
he

al
th

 d
am

ag
es

 c
au

se
d 

by
 a

ni
m

al
pr

ot
oz

oa
n 

di
se

as
es

 a
nd

 th
e 

liv
es

to
ck

 p
ro

du
ct

iv
ity

.

3-
4

Pr
op

os
e 

ef
fe

ct
iv

e 
pr

ev
en

tiv
e 

m
ea

su
re

s 
an

d 
co

un
te

rm
ea

su
re

s 
ag

ai
ns

t a
ni

m
al

pr
ot

oz
oa

n 
di

se
as

es
 in

 M
on

go
lia

20
19 1Q

YE
A

R
20

18

4Q
4Q

20
15

1Q
2Q

1Q

20
14

20
17

1Q
2Q

20
16

1Q
2Q

3Q

Co
op

er
at

io
n 

Pe
rio

d （
20

14
.6

-2
01

9.
6 ）

O
ut

pu
t 2

：
Pr

ev
al

en
ce

, d
ist

rib
ut

io
n 

an
d 

da
m

ag
es

 o
f m

aj
or

 a
ni

m
al

 p
ro

to
zo

an
 d

ise
as

es
 a

nd
 th

e 
ve

ct
or

 ti
ck

s 
in

 M
on

go
lia

 a
re

 c
la

rif
ie

d.

O
ut

pu
t 3

：
Ef

fe
ct

iv
e 

m
ea

su
re

s 
fo

r t
he

 p
re

ve
nt

io
n 

an
d 

co
nt

ro
l o

f a
ni

m
al

 p
ro

to
zo

an
 d

ise
as

es
 in

 M
on

go
lia

 a
re

 p
ro

po
se

d 
ba

se
d 

on
 d

et
ai

le
d 

an
aly

se
s 

of
 th

e 
re

su
lts

 o
f e

pi
de

m
io

lo
gi

ca
l s

tu
di

es
 a

nd
 th

e
tri

al
 ru

ns
 o

f t
he

 m
ea

su
re

s.

N
o.

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q

O
ut

pu
t1
：

O
n-

sit
e 

di
ag

no
st

ic
s 

ag
ai

ns
t a

ni
m

al
 p

ro
to

zo
an

 d
ise

as
es

 a
re

 d
ev

el
op

ed
.

　
A

ct
iv

iti
es

2Q
3Q

4Q
3Q

4Q
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付
属

資
料

3-
2 

 
活

動
計

画
表

（
和

文
）
〔

Te
nt

at
iv

e 
Pl

an
 o

f O
pe

ra
tio

ns
 (P

O
)〕

 
  

1-
1

ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
病
、
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
の
野

生
株
を
収
集
・
分
離
し
馴
化
培
養
す
る

1-
2

1-
1で

収
集
し
た
野
生
原
虫
株
の
抗
原
遺
伝
子
型
解
析
を
行
い
、
標
的
抗
原
遺
伝
子

を
同

定
す
る

1-
3

組
み
換
え
抗
原
を
作
製
す
る

1-
4

1-
4.

 組
み
換
え
抗
原
の
反
応
特
性
と
実
用
性
を

LA
M

P法
や

EL
IS

A
法
な
ど
を
活
用

し
て
評

価
し
、
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
法

（
IC

T）
に
利
用
可
能
な
抗
原
タ
ン
パ
ク
質
を
得
る

1-
5

組
み
換
え
抗
原
を
用
い
て

IC
Tに

よ
る
簡
易
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
を
試
作
す
る

1-
6

簡
易
迅
速
診
断
法
の
自
然
感
染
宿
主
を
用
い
た
評
価
を
実
施
す
る

1-
7

1-
7.

 開
発
し
た
簡
易
迅
速
診
断
法
の
野
外
に
お
け
る
社
会
実
装
性
評
価
（

2-
1の

疫

学
調
査
と
並
行
し
て
実
施
）
と
改
良
を
行
う

2-
1

原
虫
病
と
媒
介
マ
ダ
ニ
の
疫
学
調
査
を
実
施
し
、
原
虫
病
に
関
す
る
情
報
並
び
に
感

染
動
物
の
一
般
臨
床
症
状
や
病
理
組
織
学
情
報
を
収
集
す
る

2-
2

原
虫
病
お
よ
び
媒
介
マ
ダ
ニ
分
布
デ
ー
タ
の

GP
S位

置
情
報
を
解
析
す
る

2-
3

原
虫
病
お
よ
び
媒
介
マ
ダ
ニ
の
流
行
分
布
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

3-
1

疫
学
調
査
で
得
ら
れ

た
情
報
を
元
に
、
原
虫
病
予
防
・
対
策
の
モ
デ
ル
地
区
を
決
定

す
る

3-
2

原
虫
病
の
予
防
・
対
策
方
法
を
検
討
し
、
モ
デ
ル
地
区
に
て
試
行
実
施
す
る

3-
3

原
虫
病
感
染
に
よ
る
健
康
被
害
の
実
態
と
家

畜
生
産
性
の
関
係
に
つ
い
て
の
分
析

を
行

う

3-
4

モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
社
会
実
装
可
能
な
原
虫
病
の
予
防
・
対
策
を
提
案
す
る

3Q
4Q

2Q
3Q

協
力
期
間
（

20
14

.6
-2

01
9.

6）

成
果
２
：
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
家
畜
原
虫
病
と
媒
介
マ
ダ
ニ
の
存
在
、
分
布
お
よ
び
被
害
状
況
が
明
ら
か
に
な
る

成
果
３
：
疫
学
調
査
の
詳
細
分
析
結
果
や
原
虫
病
予
防
・
対
策
の
試
行
実
施
結
果
に
基
づ
き
、
モ
ン
ゴ
ル

に
お
い
て
社
会
実
装
可
能
な
原
虫
病
の
予
防
・
対
策
方
法
が

提
案
さ
れ
る

N
o.

3Q
4Q

1Q
2Q

3Q

成
果
１
：
家
畜
原
虫
病
の
簡
易
迅
速
診
断
法
が
開
発
さ
れ
る

活
動

2Q
3Q

4Q
20

19 1Q

年
20

18
4Q

4Q
20

15
1Q

2Q
1Q

20
14

20
17

1Q
2Q

20
16

1Q
活
 
動

～
20

19
.6
）

 

及
び
被
害
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
 

及
び
媒
介
マ
ダ
ニ
分
布
デ
ー
タ
の

G
PS

位
置
情
報
を
解
析
す
る
 

及
び
媒
介
マ
ダ
ニ
の
流
行
分
布
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
 

基
 

３－２．活動計画表（Plan of Operations）和文（仮訳）  
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4 
-評

価
グ
リ
ッ
ド
１

．
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

達
成

状
況

と
プ

ロ
セ

ス
の

確
認

 

 

検
証

内
容

 
評

価
調

査
項

目
 

判
断

方
法

 
必

要
デ

ー
タ

 
デ

ー
タ

ソ
ー

ス
 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

大
項

目
 

小
項

目
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
進

捗
と

実
施
過
程
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
は
予

定
ど
お
り
進

捗
し
て
い
る

か
。

 

＊
活
動
に
遅
れ

が
あ
っ
た
場
合
、

原
因
は
何
か
。

 
＊
活
動
と
実
施

計
画
（

PD
M
・

PO
）

に
変
更
は
あ
っ
た
か
。

 

活
動
計
画
表
と
実
績
の

比
較
。

 
 

-実
際
の
活
動
計
画
と
実
績

 
-活

動
と
計
画
変
更
に
か
か
わ

る
情
報

 
  

-プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ

ン
ゴ
ル
側
関
係
者
〔
獣
医

学
研
究
所
(
IV

M
)
他
〕

  
- 日

本
人
専
門
家

 
 

-文
献
調
査

 
-質

問
票

 
-イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
運
営
管

理
に
関
す
る

問
題
は
あ
っ

た
か
。

 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
は
適
切
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

さ
れ
て
き
た
か
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
方
法

/頻
度

/結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
状
況
が
適

切
か
。

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
左

記
に
か
か
わ
る
情
報

 
- 同

上
 

- 同
上

 

＊
意
思
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
機

能
し
て
い
た
か
。

 
問
題
の
有
無
/
対
応
の

方
法
/
対
応
の
過
程
 

JC
C 
や
他
の
意
思
決
定
メ

カ

ニ
ズ
ム
に
関
す
る
情
報

 
＊
関
係
者
間
の
情
報
共
有
は
な
さ

れ
て
い
た
か
。

 
情
報
の
共
有
に
関
す
る

状
況
の
確
認

 
情
報
共
有
の
方
法

(定
例
会
議

そ
の
他
の
会
議
の
開
催
状

況
、
報
告
書
配
付
、
日
常
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状

況
等
確
認

) 
実
施
機
関
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
理
解

と
業
務
遂
行

状
況

 

＊
実
施
機
関
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

目
的

/意
義

/実
施
ア
プ
ロ
ー
チ
等

を
理
解
し
て
い
る
か
。

 

 
理
解
の
度
合

 
- 同

上
 

- 同
上

 

＊
C/

P
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
主
体

的
に
参
加
し
て
い
る
か
。

 
 

参
加
の
度
合

/意
欲

 

タ
ー
ゲ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ

/
受
益
者
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
認
識

 

＊
タ
ー
ゲ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ

/受
益

者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
認
識

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

/受
益
者
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て

知
っ
て
い
る
か
。

 

理
解
の
度
合

(広
報
活
動
の
状

況
な
ど
含
め

) 
- モ

ン
ゴ
ル
側
関
係
者
〔
獣
医

学
研
究
所
(
IV

M
)
､
県
獣
医
ラ

ボ
、
ソ
ム
獣
医
繁
殖
ユ
ニ
ッ

ト
、
民
間
獣
医
セ
ン
タ
ー
、

牧
畜
業
者
他
〕

  
 - 
日
本
人
専
門
家

 
 

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
-質

問
票

 
-現

場
視
察

 
 

＊
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

/受
益

者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
へ
の
主

体
的
な
参
加

 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

/受
益
者
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
に
主
体
的
に

参
加
し
て
い
る
か
。

 

参
加
の
度
合

 

４．評価グリッド 
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4 
-評

価
グ
リ
ッ
ド
２

．
妥

当
性

 
評

価
基

準
 

妥
当

性
 

評
価

調
査

項
目

 
判

断
方

法
 

必
要

デ
ー

タ
 

デ
ー

タ
ソ

ー
ス

 
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
大

項
目

 
小

項
目

 
 プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

の
実

施
の

正
当

性
、
必
要
性

は
あ

っ
た

か
を
確
認
。
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
モ
ン
ゴ

ル
の
政
策
と

整
合
性
を
も

つ
か
。

 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
、
方
向

性
が
モ
ン
ゴ
ル
の
政
策
と
一
致
し

て
い
る
か
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、

上
位
目
標
と
モ
ン
ゴ
ル

の
政
策
と
の
整
合
性
を

検
証
。

 
 

-モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
畜
産
分

野
の
政
策
、
戦
略
、
計
画
等

 
  

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ

ン
ゴ

ル
側

関
係

者
〔

食
料

・

農
牧
省
、
獣
医
学
研
究
所

(
IV

M
)
他
〕
 

- 日
本
人
専
門
家

 
 

-文
献
調
査

 
-質

問
票

 
-イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

 
  

タ
ー
ゲ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ
の

選
択
は
適
切

だ
っ
た
か
。

 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し

て
い
た
か
。

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、

上
位
目
標
と
タ
ー
ゲ
ッ

ト
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ

を
検
証

 

- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
の
認

識
 

 

- 同
上

 
- 同

上
  

 

＊
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
規
模

は
適
切
だ
っ
た
か
。

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

（
主
た
る
便
益
の
享
受

者
）
に
つ
い
て
規
模
を

中
心
に
現
状
を
確
認

 

-C
/P

リ
ス
ト

 
-タ

ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
関

す
る
デ
ー
タ

 
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- 畜

産
統
計
等

 
- 同

上
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
日
本

の
海
外
援
助

方
針
と
国
別

援
助
方
針
等

に
合
致
し
て

い
た
か
。

 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
の
援
助

方
針
の
重
点
項
目
を
扱
っ
て
い
た

か
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、

上
位
目
標
の
内
容
と
日

本
の
援
助
方
針
の
重
点

項
目
を
検
証

 

-日
本
の
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る

援
助
方
針
等

 
 

-日
本
政
府
の
モ
ン
ゴ
ル
援
助

方
針
等

 
 

-文
献
調
査

 
 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

JI
CA

の
国

別
援
助
方
針
に
整
合
し
て
い
た

か
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
、

上
位
目
標
の
内
容
と

JI
CA

の
援
助
方
針
を
検

証
 

-J
IC

A
の
対
モ
ン
ゴ
ル
援
助

方
針

 
 

-J
IC

A
国
別
援
助
方
針
等

 
 

-文
献
調
査

 
 

手
段
と
し
て

の
適
切
さ

 
＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
戦
略
は
、
モ

ン
ゴ
ル
国
の
関
連
セ
ク
タ
ー
に
効

果
を
上
げ
る
手
段
と
し
て
適
切
だ

っ
た
か
。

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
プ
ロ

ー
チ
、
対
象
地
域
、
他

ド
ナ
ー
と
の
援
助
協
調

な
ど
を
確
認
。

 

-他
ド
ナ
ー
の
援
助
動
向

 
-関

係
者
の
意
見

 
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ

ン
ゴ
ル
側
関
係
者
〔
獣
医
学

研
究
所
(
IV

M
)、

県
獣
医
ラ
ボ
、

ソ
ム
獣
医
繁
殖
ユ
ニ
ッ
ト
、
民

間
獣
医
セ
ン
タ
ー
、
牧
畜
業
者

他
〕
 

- 日
本
人
専
門
家

 
 

-文
献
調
査

 
-イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
公
平
性
の
視

点
か
ら
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た

か
。

 

裨
益
の
公
平
性
が
確
保

さ
れ
て
い
る
か
。

 
-関

係
者
の
意
見

 
 

- 同
上

 
-イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 現

場
視
察
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4 
-評

価
グ
リ
ッ
ド
案
３

．
有

効
性

 
評

価
基

準
 

有
効
性

 
評

価
調

査
項

目
 

判
断

方
法

 
必

要
デ

ー
タ

 
デ

ー
タ

ソ
ー

ス
 

デ
ー

タ
収

集
方

法
 

大
項

目
 

小
項

目
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
の
達

成
状
況
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
効
果
）
を

問
う
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
の
達

成
見
込
み
は

ど
う
か
。

 

【
共

同
研

究
に

よ
る

疫
学

調
査

及
び
簡
易
迅
速

診
断
法
の
開
発
を

通
し
て
、
獣
医

学
研
究
所
の
家
畜

原
虫
病

(ト
リ
パ
ノ
ゾ
ー
マ
病
、
ピ

ロ
プ

ラ
ズ

マ
病

)の
早

期
摘

発
及

び
予
防
・
対
策

の
た
め
の
研
究
開

発
能
力
が
向
上

す
る
】
は
ど
の
程

度
達
成
さ
れ
て
い
る
か
。

 
 

PD
M

の
指
標
値
と
現
状

の
比
較
、
今
後
の
達
成
見

込
み
の
分
析
等
を
総
合
的

に
勘
案

 す
る
。

 
指
標
：

 
1.

 IV
M

に
よ
っ
て
簡
易
迅

速
診

断
キ

ッ
ト

が
開

発
さ

れ
、

国
家

獣
医

薬
品

品
質

管
理

・
認

証
ラ

ボ
に

よ
る

承
認

手
続

き
の

申
請

が
な

さ
れ
る
。

 

2
. 
国

際
学

会
へ

の
論

文
投

稿
数

（
引

用
索

引
付

き
）
 

-
達
成
度
を
判
断
す
る
た
め

の
指
標
に
関
連
す
る
各
種
デ

ー
タ
 

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ

ン
ゴ
ル
側
関
係
者
〔
獣
医

学
研
究
所
(
IV

M
)
他
〕
 

- 日
本
人
専
門
家

 
 

-文
献
調
査

 
- 質

問
票

 
- イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 現

場
視
察

 
 

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
進
捗
、

達
成
に
阻
害
・
貢
献
し
た
外
部
要

因
は
あ
る
か
。

 
 

P
D
M
の
外
部
条
件
を
中
心

と
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

結
果
か
ら
判
断

 

-
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
 

-
現
場
関
係
者
の
意
見
 

 

- 同
上

 
 

- 同
上

 
 

＊
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
状
況
は

十
分
で
あ
る
か
。

 
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
指
標
値

と
現
状
の
比
較

 
-
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
デ
ー

タ
 

-
現
場
関
係
者
の
意
見
 

 

- 同
上

 
 

- 同
上
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4 
-評

価
グ
リ
ッ
ド
４

．
効

率
性

 
評

価
基

準
 

効
率
性
 

評
価

調
査

項
目

 
判

断
方

法
 

必
要

デ
ー

タ
 

デ
ー

タ
ソ

ー
ス

 
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
大

項
目

 
小

項
目

 
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
（
成
果
）

の
達
成
と
投

入
と
の
間
の

効
率
性
を
検

証
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

（
成
果
）
の
達

成
状
況
は
ど
の

程
度
か
。

 

1
．
【
家
畜
原
虫
病
の
簡
易
迅

速
診
断
法
が
開
発
】
さ
れ
た

か
。
 

2．
【
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
家

畜
原
虫
病
と
媒
介
ダ
ニ
の
存

在
、
分
布
及
び
被
害
状
況
が
】

明
ら
か
に
さ
れ
た
か

。
 

3
．
【
疫
学
調
査
の
詳
細
分
析

結
果
や
原
虫
病
予
防
・
対
策
の

試
行
実
施
結
果
に
基
づ
き
、
モ

ン
ゴ
ル
に
お
い
て
 
社
会
実
装

可
能
な
原
虫
病
の
予
防
・
対

策
方
法
が
】
提
案
さ
れ
た
か

。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
状

況
と

PD
M

の
指
標
と
の

比
較
、
達
成
の
時
期
の
適

切
さ
、
外
部
要
因
の
影
響

等
を
含
め
て
総
合
的
に

判
断
。

 

-ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
デ
ー
タ

- プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ

ン
ゴ
ル
側
関
係
者
〔
獣
医
学

研
究
所
(
IV

M
)
、
県
獣
医
ラ
ボ
、

ソ
ム
獣
医
繁
殖
ユ
ニ
ッ
ト
、
民

間
獣
医
セ
ン
タ
ー
､
牧
畜
業
者

他
)
〕
 

 - 日
本
人
専
門
家

 
  

-文
献
調
査

 
-質

問
票

 
-イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 現

場
視
察

 

日
本
側
投
入

 
１
）
日
本
人
専

門
家

 

＊
専
門
家
の
数
、
専
門
領
域
、

派
遣
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
適
切

だ
っ
た
か
。

 

実
績
と
計
画
を
検
証

 
-専

門
家
の
ア
サ
イ
ン
（
期
間
、

人
数
）
実
績
と
モ
ン
ゴ
ル
側
の

評
価

 

- 投
入
実
績
・
報
告
書

 
- モ

ン
ゴ
ル
側
関
係
者
〔
獣
医
学

研
究
所
(
IV

M
)
他
〕
 

 

-文
献
調
査

 
-質

問
票

 
-イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

 
 

２
）
供
与
機
材

 
＊
供
与
機
材
の
仕
様
、
量
、
導

入
の
時
期
は
適
切
だ
っ
た
か
。

実
績
と
計
画
、
利
用
状
況

等
を
検
証

 
-投

入
資
機
材
の
リ
ス
ト
、
納

入
時
期
、
仕
様
、
利
用
状
況
、

管
理
状
況

 

- 同
上

 
 

-質
問
票

 
-イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 現

場
視
察

 
３
）
本
邦
研
修

 
＊
研
修
の
受
入
人
数
、
研
修
分

野
、
時
期
は
適
切
だ
っ
た
か
。

実
績
・
研
修
参
加
者
の
満

足
度
、
業
務
へ
の
活
用
の

度
合
等
を
検
証
 

-研
修
記
録
、
研
修
参
加
者
の

コ
メ
ン
ト

 
-日

本
人
専
門
家
の
意
見

 

- 同
上

 
-文

献
調
査

 
-イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

 

モ
ン
ゴ
ル
側
投

入
 

１
）

C/
P
の
配
置

 

＊
C/

P
の
数
､
能
力
の
適
切
さ

 
C/

P
配
置
の
実
績
と
計

画
を
検
証

 
 

-C
/P

の
配
置
時
期
、
人
数
、

専
門
、
活
動
状
況
、
異
動
の
有

無
 

- 同
上

 
- 同

上
 

 

２
）
運
営
資
金

(
予
算
管
理
体

制
)
 

＊
運
営
資
金
は
、
過
不
足
、
遅

滞
な
く
執
行
さ
れ
た
か
。

 
予
算
計
画
と
執
行
の
状

況
を
検
証

 
-予

算
計
画
、
執
行
状
況

 
- 同

上
 

- 同
上

 
 

外
部
要
因
、
外

部
条
件
の
影
響

 
＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に

貢
献
・
阻
害
し
た
要
因
は
何

か
。

 

P
D
M
の
外
部
条
件
を
中

心
と
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
結
果
等
か
ら
判
断

 

-モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
 

-現
場
関
係
者
の
評
価

 
- 同

上
 

-
文
献
調
査
 

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 現

場
視
察
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4 
-評

価
グ
リ
ッ
ド
５

．
イ

ン
パ

ク
ト

 
評

価
基

準

イ
ン
パ
ク

ト
 

評
価

調
査

項
目

 
判

断
方

法
 

必
要

デ
ー

タ
 

デ
ー

タ
ソ

ー
ス

 
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
大

項
目

 
小

項
目

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
イ
ン
パ

ク
ト
検
証

 

上
位
目
標
は
達

成
さ
れ
る
見
込

み
が
あ
る
か
。

 

【
上

位
目

標
は

設
定

さ
れ

て

い
な
い
た
め
該
当
し
な
い
】

-
該
当
し
な
い
が
、
現
在

ま
で
の
進
捗
状
況
か
ら
、

必
要
に
応
じ
て
上
位
目

標
を
設
定
す
る
な
ど
の

検
討
を
行
う
。

 

-
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況

と
モ
ン
ゴ
ル
の
畜
産
開
発
に

関
す
る
政
策
な
ど
。

 

-モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
〔
食
料
・

農
業
省
、
教
育
・
文
化
・
科
学

省
、
獣
医
学
研
究
所
(
IV

M
)
他
〕

 

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 関

係
者
と
の
協
議

 
 

そ
の
他
の
イ
ン

パ
ク
ト
の
有
無
・
 

内
容
の
検
討

 

＊
上
位
目
標
以
外
（
政
策
、

制
度
、
環
境
、
技
術
、
社
会
、

文
化
面
等
）
の
イ
ン
パ
ク
ト

は
あ
っ
た
か
。

 

 
- モ

ン
ゴ
ル
側
関
係
者
の
認

識
 

- 日
本
人
専
門
家
の
認
識

 

- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
〔
獣
医
学

研
究
所
(
IV

M
)
､
県
獣
医
ラ
ボ
、

ソ
ム
獣
医
繁
殖
ユ
ニ
ッ
ト
、
民

間
獣
医
セ
ン
タ
ー
､
牧
畜
業
者

他
〕
 

- 日
本
人
専
門
家

 

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
- 関

係
者
と
の
協
議

 
- 現

場
視
察
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属
資
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4 
-評

価
グ
リ
ッ
ド
６

．
持

続
性

 

 

評
価

基
準

 
自

立
発

展

性
 

評
価

調
査

項
目

 
判

断
方

法
 

必
要

デ
ー

タ
 

デ
ー

タ
ソ

ー
ス

 
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
大

項
目

 
小

項
目

 

協
力
期
間
終
了

後
の
持
続
性
の

見
込
み
の
検
証

と
評
価

 

プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
に
よ

る
便
益
の
発

現
、
継
続
に
対

し
、
阻
害
あ
る

い
は
貢
献
要

因
は
あ
る
か
。
 

 

政
策
面
 

＊
政
府
に
よ
る
政
策
的
サ
ポ

ー
ト
は
継
続
さ
れ
る
の
か
（
畜

産
省
他
の
政
策
）
。

 

中
央
政
府
、
地
方
政
府

の
政
策
を
確
認

 
-
モ
ン
ゴ
ル
政
府
担
当
者
の
見

解
 

-
日
本
人
専
門
家
 

-
政
策
、
法
規
な
ど
の
動
向
 

-プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ

ン
ゴ

ル
側

関
係

者
〔

食
料

・

農
牧
省
、
教
育
科
学
省
、
獣
医

学
研
究
所
(
IV

M
)
他
〕
 

- 日
本
人
専
門
家

 
 

-文
献
調
査

 
-イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

 
-質

問
票

 
- 関

係
者
と
の
協
議

 
 

組
織
面
(
活
動
体
制
)
 

＊
関
連
組
織
は
活
動
を
実
施

す
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
の

か
。
 

＊
人
員
は
適
切
に
配
置
さ
れ

て
い
る
の
か
。
 

獣
医
学
研
究
所

(
IV

M
)
、
モ
ン
ゴ
ル
国

立
農
業
大
学
(
M

SU
A
)

の
人
員
配
置
、
組
織
体

制
上
な
ど
の
現
状
を

検
証
 

 

- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
の
見
解

 
-
日
本
人
専
門
家
の
認
識
 

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ

ン
ゴ

ル
側

関
係

者
〔

食
料

・

農
牧
省
、
教
育
科
学
省
、
獣
医

学
研
究
所
(
IV

M
)
、
県
獣
医
ラ

ボ
、
ソ
ム
獣
医
繁
殖
ユ
ニ
ッ
ト
、

民
間
獣
医
セ
ン
タ
ー
他
〕
 

- 日
本
人
専
門
家

 
   

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
-質

問
票

 
- 関

係
者
と
の
協
議

 
 

財
政
面
 

＊
 
畜
産
分
野
の
開
発
に
関
連

す
る
今
後
の
活
動
予
算
は
確

保
さ
れ
る
か
。
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

の
継
続
に
関
連
す
る

予
算
確
保
の
見
込
み

を
確
認

 

- モ
ン
ゴ
ル
側
関
組
織
の
見
解

（
IV

M
の
年
度
予
算
と
今
後
の

見
込
み
）

 
 

- 同
上

 
 

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
-質

問
票

 
- 関

係
者
と
の
協
議

 
 

技
術
面
 

＊
技
術
移
転
は
十
分
に
行
わ

れ
て
い
る
か
。
 

＊
供
与
機
材
の
維
持
管
理
（
保

守
点
検
、
部
品
手
当
）
は
適
切

に
行
わ
れ
る
見
込
み
が
あ
る

か
。
 

関
係
者
へ
の
技
術
移

転
の
状
況
と
維
持
管

理
体
制
を
確
認
 

-
能
力
評
価
の
デ
ー
タ
等
 

-
日
本
人
専
門
家
の
認
識
 

 

- 同
上

 
 

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
-質

問
票

 
-現

場
視
察

(供
与
機
材
管

理
状
況

) 

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
 

＊
実
施
機
関
：
モ
ン
ゴ
ル
側
関

係
者
〔
獣
医
学
研
究
所

(
IV

M
)
、
対
象
地
域
〕
に
よ
る

活
動
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は

確
立
さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

 

関
係
者
の
意
識
を
確

認
 

 

- モ
ン
ゴ
ル
側
関
係
者
の
見
解

 
-日

本
人
専
門
家
の
見
解

 
    

-プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
- モ

ン
ゴ

ル
側

関
係

者
〔

食
料

・

農
牧
省
、
獣
医
学
研
究
所

(
IV

M
)
、
県
獣
医
ラ
ボ
、
ソ
ム

獣
医
繁
殖
ユ
ニ
ッ
ト
、
民
間
獣

医
セ
ン
タ
ー
、
牧
畜
業
者
他
〕

- 日
本
人
専
門
家

 

-イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
-質

問
票

 
- 関

係
者
と
の
協
議

 
- 現

場
視
察
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付
属

資
料

5 
 日

本
人

専
門

家
派

遣
状

況
 (2

01
6年

7月
末

ま
で

)
長

期
専

門
家

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

1
加

藤
　
里
美

原
虫

病
 3
0

2
遠

藤
　
の
り
子

業
務

調
整

73
0

3
早

川
　
祥
子

業
務

調
整

  8
計

76
8

短
期

専
門

家

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

1
井

上
　
昇

原
虫

病
12
0

2
横

山
　
直
明

原
虫

病
 2
1

3
堀

内
　
雅
之

原
虫

病
  9

4
加

藤
　
里
美

原
虫

病
 7
5

5
五

十
嵐
　
慎

原
虫

病
 3
8

6
菅

沼
　
啓
輔

原
虫

病
 7
3

7
五

十
嵐
　
郁
男

原
虫

病
 1
4

JF
Y

20
16

JF
Y

 2
01

5
N
o

専
門
家
氏
名

担
当

分
野

派
遣

日
数

JF
Y

 2
01

4
JF

Y
20

16

JF
Y

 2
01

5
JF

Y
 2

01
4

N
o

専
門
家
氏
名

担
当

分
野

派
遣

日
数

５．日本人専門家派遣状況 
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付
属

資
料
6　

供
与

機
材

リ
ス

ト

数
量

品
目

製
造

会
社

/モ
デ

ル
名

R/
P

Cu
rre

nc
y

Cu
rre

nc
y

1
20

14
07

TA
Y

O
TA

 4
W

D
 L

an
dc

ru
ise

r
20

0G
X

L
1

JP
Y

6,
05

2,
71

5
JP

Y
6,

05
2,

71
5

In
sti

tu
te

 o
f V

et
er

in
ar

y
M

ed
ic

in
e

B
a

2
20

14
08

TA
Y

O
TA

 4
W

D
 L

an
dc

ru
ise

r
20

0G
X

L
1

JP
Y

5,
93

0,
22

1
JP

Y
5,

93
0,

22
1

In
sti

tu
te

 o
f V

et
er

in
ar

y
M

ed
ic

in
e

B
a

3
20

14
10

08
A

ut
oc

la
ve

(オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ

)
W

ie
ga

nd
 in

te
rn

at
io

na
l  

W
A

C-
80

L
1

JP
Y

78
4,

51
7

JP
Y

78
4,

51
7

In
sti

tu
te

 o
f V

et
er

in
ar

y
M

ed
ic

in
e

E
a

4
20

14
11

05
fre

ez
er

(-8
6℃

)(
フ
リ
ー
ザ
ー

(-8
6℃

）
)

Th
er

m
o 

Sc
ie

nt
ifi

c 
  F

O
RM

A
 9

93
L

1
JP

Y
2,

31
5,

10
9

JP
Y

2,
31

5,
10

9
In

sti
tu

te
 o

f V
et

er
in

ar
y

M
ed

ic
in

e
A

a

5
20

14
02

24
In

cu
ba

to
r(
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー

)
Th

er
m

o 
Sc

ie
nt

ifi
c 

  E
W

-3
88

00
-0

2
L

1
JP

Y
29

7,
91

8
JP

Y
29

7,
91

8
In

sti
tu

te
 o

f V
et

er
in

ar
y

M
ed

ic
in

e
A

a

6
20

14
11

24
fre

ez
er

(-3
7℃

)(
フ
リ
ー
ザ
ー
（

-3
7℃

）
)

Th
er

m
o 

Sc
ie

nt
ifi

c 
  7

32
0V

-8
80

6
L

1
JP

Y
1,

83
2,

79
5

JP
Y

1,
83

2,
79

5
In

sti
tu

te
 o

f V
et

er
in

ar
y

M
ed

ic
in

e
A

a

7
20

14
11

24
sa

fe
ty

 c
ab

in
et

(安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

)
Th

er
m

o 
Sc

ie
nt

ifi
c 

  1
38

6 
A

2
L

1
JP

Y
1,

35
0,

48
1

JP
Y

1,
35

0,
48

1
In

sti
tu

te
 o

f V
et

er
in

ar
y

M
ed

ic
in

e
B

a

8
20

14
12

26
Li

qu
id

 n
itr

og
en

 ta
nk

(液
体
窒
素
タ
ン
ク

)
Th

er
m

o 
Sc

ie
nt

ifi
c 

  C
K

50
9X

4
L

1
JP

Y
52

4,
10

2
JP

Y
52

4,
10

2
In

sti
tu

te
 o

f V
et

er
in

ar
y

M
ed

ic
in

e
A

a

9
20

15
02

24
flu

or
es

ce
nc

e 
m

ic
ro

sc
op

e(蛍
光
顕
微
鏡

)
N

IK
O

N
  E

CL
IP

SE
 C

i-L
J

1
JP

Y
3,

36
3,

12
0

JP
Y

3,
36

3,
12

0
In

sti
tu

te
 o

f V
et

er
in

ar
y

M
ed

ic
in

e
A

a

10
20

15
02

24
in

ve
rt 

m
ic

ro
sc

op
e(
倒
立
顕
微
鏡

) w
ith

 d
ig

ita
l c

am
er

a
N

IK
O

N
  D

S-
Fi

lc
-U

3
J

1
JP

Y
1,

14
6,

96
0

JP
Y

1,
14

6,
96

0
In

sti
tu

te
 o

f V
et

er
in

ar
y

M
ed

ic
in

e
A

a

11
20

15
02

24
U

pr
ig

ht
 m

ic
ro

sc
op

e 
(生

物
顕
微
鏡
）

N
IK

O
N

  E
CL

IP
SE

 T
S1

00
J

1
JP

Y
28

7,
28

0
JP

Y
28

7,
28

0
In

sti
tu

te
 o

f V
et

er
in

ar
y

M
ed

ic
in

e
A

a

12
20

15
02

24
ste

re
os

co
pi

c 
m

ic
ro

sc
op

e(
tri

no
cu

la
r)(
実
体
顕
微
鏡
（
三

眼
）

)
N

IK
O

N
  D

S-
Fi

2-
L3

J
1

JP
Y

26
6,

22
0

JP
Y

26
6,

22
0

In
sti

tu
te

 o
f V

et
er

in
ar

y
M

ed
ic

in
e

A
a

13
20

15
02

24
ste

re
os

co
pi

c 
m

ic
ro

sc
op

e(
bi

no
cu

la
r)(
実
体
顕
微
鏡
（
双

眼
）

)
N

IK
O

N
  E

20
0

J
1

JP
Y

20
1,

42
0

JP
Y

20
1,

42
0

In
sti

tu
te

 o
f V

et
er

in
ar

y
M

ed
ic

in
e

A
a

14
20

15
02

24
Ba

la
nc

e(
分
析
天
秤

)
N

IK
O

N
  Z

M
Z7

45
T

J
1

JP
Y

24
6,

24
0

JP
Y

24
6,

24
0

In
sti

tu
te

 o
f V

et
er

in
ar

y
M

ed
ic

in
e

A
a

15
20

15
02

24
pH

 m
et

er
(P

H
メ
ー
タ
ー

)
N

IK
O

N
  Z

M
Z7

45
J

1
JP

Y
21

6,
00

0
JP

Y
21

6,
00

0
In

sti
tu

te
 o

f V
et

er
in

ar
y

M
ed

ic
in

e
A

a

16
20

15
02

24
In

cu
ba

to
r(
恒
温
器

)
EY

EL
A

  S
LI

-4
00

J
1

JP
Y

25
1,

64
0

JP
Y

25
1,

64
0

In
sti

tu
te

 o
f V

et
er

in
ar

y
M

ed
ic

in
e

A
a

17
20

15
02

24
pu

re
 w

at
er

 p
ur

ifi
ca

tio
n 

sy
ste

m
(純

水
製
造
装
置

)
M

ill
ip

or
e 

 E
lix

 A
dv

an
ta

ge
 5

J
1

JP
Y

1,
18

8,
64

8
JP

Y
1,

18
8,

64
8

In
sti

tu
te

 o
f V

et
er

in
ar

y
M

ed
ic

in
e

E
a

w
at

er
 p

ro
bl

em

18
20

15
02

24
ul

tra
pu

re
 w

at
er

 p
ur

ifi
ca

tio
n 

sy
ste

m
(超

純
水
製
造
装
置

)
M

ill
ip

or
e 

 S
im

pl
ic

ity
 U

V
J

2
JP

Y
37

7,
13

6
JP

Y
75

4,
27

2
In

sti
tu

te
 o

f V
et

er
in

ar
y

M
ed

ic
in

e
A

a

19
20

15
02

24
Fi

lte
r-b
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(1) 原著論⽂ (Mongolian Scientific Journals) 

No. Title of Papers 

1 Experiment result of Deltatraz pour-on in in vitro and in vivo. Amgalanbaatar T., Narantsatsral S., 
Myagmarsuren P., Enkhtaivan B., Battur B., Battsetseg B. Journal of Agricultural Sciences. 
2015, 13, 3-7. 

2 Study on neosporosis diagnostics and result of epidemiological survey. Myagmarsuren P., 
Narantsatsral S., Davaasuren B., Enkhtaiwan B., Batmagnai E., Battur B., Battsetseg B. 
Mongolian Veterinary Science and Technology Journal. 2015, 1, 55-59. 

3 Narantsatsral S., Myagmarsuren P., Enkhtaivan B., Battsetseg B., Battur B. Molecular detection of 
emerging tick borne zoonotic pathogens in field harbored Ixodid tick species. Journal of 
Agricultural Sciences. 2015,12, 3-7. 

4 Altanchimeg A., Mungun-Ochir B., Ganbold D., Soyolmaa G., Baatarjargal P., Oyunbadam M., 
Sodgerel D. Immunohistochemical detection of macrophage. Mongolian Journal of Infectious 
Disease. 2015, 1, 39-42. 

 
(2) 原著論⽂ (International Scientific Journals) 

No. Title of Papers 
1 Myagmarsuren, P., Battsetseg, B., Altangerel, D., Dungu, D., Myagmardulam, U. Genetic 

polymorphism of blood potassium in goat belonging to the different breeds and subbreed in 
Mongolia. International Journal of Genetics and Molecular Biology. 
2014, 6 (4) 46-49. IF (Index Factor)=n.a. 

2 Nguyen, T. T., Zhou, M., Ruttayaporn, N., Nguyen, Q. D., Nguyen, V. K., Goto, Y., Suzuki, Y., 
Kawazu, S., Inoue, N. Diagnostic value of the recombinant tandem repeat antigen TeGM6-4r for 
surra in water buffaloes. Veterinary Parasitology 
2014, 201(1-2) 18-23. IF=2.2 

3 Suganuma, K., Allamanda, P., Hakimi, H., Zhou, M., Angeles, J. M., Kawazu, S., Inoue, N. 
Establishment of ATP-Based Luciferase Viability Assay in 96-Well Plate for Trypanosoma 
congolense. Journal of Veterinary Medical Science 
2014, 76(11) 1437-1441. IF=0.8 

4 Zhou, M., Suganuma, K., Ruttayaporn, N., Nguyen, T. T., Yamasaki, S., Igarashi, I., Kawazu, S., 
Suzuki, Y., Inoue, N. Identification and Characterization of a Trypanosoma congolense 46 kDa 
Protein as a Candidate Serodiagnostic Antigen. 
Journal of Veterinary Medical Science. 2014, 76(6) 799-806. IF=0.8 

5 Sivakumar, T., Hayashida, K., Sugimoto, C., Yokoyama N. Evolution and genetic diversity of 
Theileria (Review). Infection Genetics and Evolution. 
2014, 27, 250-263. IF=2.6 

6 Sivakumar, T., Tattiyapong, M., Fukushi, S., Hayashida, K., Kothalawala, H., Silva, S.S., 
Vimalakumar, S.C., Kanagaratnam, R., Meewewa, A.S., Suthaharan, K., Puvirajan, T., de Silva, 
W.K., Igarashi, I., Yokoyama, N. Genetic characterization of Babesia and Theileria parasites in water 
buffaloes in Sri Lanka. Veterinary Parasitology 2014, 200 (1-2) 24-30. IF=2.2 

7 Sivakumar, T., Tattiyapong, M., Okubo, K., Suganuma, K., Hayashida, K., Igarashi, I., Zakimi, S., 
Matsumoto, K., Inokuma, H., Yokoyama, N. PCR detection of Babesia ovata from questing ticks in 
Japan. Ticks and Tick Borne Diseases. 
2014, 5 (3) 305-310. IF=2.7 

8 Elsify, A., Sivakumar, T., Nayel, M., Salama, A., Elkhtam, A., Rizk, M., Mosaab, O., Sultan, K., 
Elsayed, S., Igarashi, I., Yokoyama, N. An epidemiological survey of bovine Babesia and Theileria 
parasites in cattle, buffaloes, and sheep in Egypt. 
Parasitology International. 2015, 64 (1) 79-85. IF=1.7 

9 Yokoyama, N., Sivakumar, T., Fukushi, S., Tattiyapong, M., Tuvshintulga, B., Kothalawala, H., 
Silva, S.S., Igarashi, I., Inoue, N. Genetic diversity in Trypanosoma theileri from Sri Lankan cattle 
and water buffaloes. Veterinary Parasitology 
2015, 207 (3-4) 335-341. IF=2.2 

10 The PCR detection and phylogenetic characterization of Babesia microti in questing ticks in 
Mongolia. Tuvshintulga, B., Sivakumar, T., Battsetseg, B., Narantsatsaral, S., Enkhtaivan, B., Battur, 
B., Hayashida, K., Okubo, K., Ishizaki, T., Inoue, N., Igarashi, I., Yokoyama, N. Parasitology 
International. 2015, 64, 527-532. IF=1.7 
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11 Genetic variations in merozoite surface antigen genes of Babesia bovis detected in Vietnamese cattle 
and water buffaloes. Yokoyama, N., Sivakumar, T., Tuvshintulga, B., Hayashida, K., Igarashi, I., 
Inoue, N., Long, P-T., Lan, D-T-B. Infection, Genetics and Evolution. 2015, 30, 288-295. IF=2.6 

12 A TeGM6-4r antigen-based immunochromatographic test (ICT) for animal trypanosomosis. Nguyen, 
T-T., Ruttayaporn, N., Goto, Y., Kawazu, S., Sakurai, T., Inoue, N. Parasitology Research. 2015, 
114, 4319-4325. IF=2.0 

13 Application of crude and recombinant ELISAs and immunochromatographic test for serodiagnosis 
of animal trypanosomosis in the Umkhanyakude district KwaZulu-Natal province, South Africa. 
Nguyen, T-T.,Motsiri, M.S., Taioe, M.O., Mtshali, M.S., Goto, Y., Kawazu, S., Thekisoe, O.M.M., 
Inoue, N. Journal of Veterinary Medical Science. 2015, 77, 217-220. IF=0.8 

14 Liyanagunawardena, N., Sivakumar, T., Kothalawala, H., Silva, S. S., 
Battsetseg, B., Lan, D. T., Inoue, N., Igarashi, I., Yokoyama, N. *Infection 
Genetics and Evolution*. 2016, 37, 64-69. IF=2.6 

15 15. The isolation, cultivation and molecular characterization of a new Trypanosoma equiperdum 
strain in Mongolia. Suganuma, K., Narantsatsral, S., Battur, B., Yamasaki, S., Otgonsuren, D., 
Musinguzi, S. P., Davaasuren, B., Battsetseg, B., Inoue, N. Parasites and Vectors. 2016, In Press. 
IF=3.2 

(3) その他 (Mongolian Scientific Journals) 
No. Title of Works 
1 Battur B., Myagmarsuren P., Davaasuren B., Battsetseg B. Let your racing horse be free from 

blood parasites. Veterinarian 2014, No. 11, 12-13." 
2 Myagmarsuren P., Narantsatsral S., Enkhtaivan B., Amgalanbaatar T., Uuganbayar E., Battsetseg 

B., Battur B. Information about infectious diseases targeted by JICA JST/ SATREPS project. 
Veterinarian 2014, No.11, 22-23. 

3 Altanchimeg A., Mungun-Ochir B., Ganbold D., Baatarjargal P., Soyolmaa G. SATREPS project: 
Pathology laboratory activity. Veterinarian 2014, No. 11, 38-40. 

4 Myagmarsuren P., Davaasuren B., Narantsatsral S., Batmagnai E., Amgalanbaatar T., Battsetseg 
B., Battur B. Development of technology of pour-on preparation against pasture tick and its 
experiment result.“Role of animal husbandry in regional economic development” International 
scientific symposium proceeding. 2014, 46-55. 

5 Battur B., Battsetseg B., Myagmarsuren P., Narantsatsral S., Enkhtaivan B., Mungun-ochir B. 
Piroplasmosis of takhi and vector tick investigation. 2014, Vol. 11 123-135.  

6 Narantsatsral S., Myagmarsuren P., Enkhtaivan B., Battsetseg B. Molecular biological detection of 
emerging tick borne zoonotic pathogens in Ixodid tick species. Agrarian- agricultural production in 
Siberia, Mongolia, Kazakhstan and Bulgaria 17th International Conference. 2014 Vol. 2, 73-77. 

7 Altanchimeg A., Mungun-Ovhir B., Ganbold D., Khukhuu A. Histopathology of small intestine of 
Mongolian sheep. Scientific proceedings of Mongolian Scientific Women UB. 2014, p.253-257  

8 Myagmarsuren P., Davaasuren B., Narantsatsral S., Enkhtaivan B., Batmagnai E., Amgalanbaatar 
T., Battsetseg B., Battur B. Experiment result of Deltatraz, Deltamon and Amemictin pour-on’s 
anti-tick effect on camel (Camelus bactrianus). “The features and productivity of yak and camels” 
Yak and camel workshop 2014, Conference Book, 69- 73. 

9 Myagmarsuren P., Davaasuren B., Narantsatsral S., Batmagnai E., Enkhtaivan B., Usukhjargal 
D.,Munkhbat T., Bandi N., Battsetseg B., Battur B. Result of treatment against piroplasmosis in 
takhi and its prevalence and morbidity Takhi Journal., Khustai National Park 2014, Vol. 22, 
123-136. 

 

(4) プレゼンテーション（モンゴル国内学会）  
No. Title of Works 
1 Myagmarsuren Punsantsogvoo, Developing recombinant antigen for the diagnosis of neosporosis, 

“One health, one world” symposium for 70th anniversary by Microbiology department of MSUA, 
2014 

2 Narantsatsral Sandagdorj , Enkhtaivan B., Myagmarsuren P., Battur B., Battsetseg B., Molecular 
diagnostic approaches of tick borne diseases in Mongolia, “Current topics on infectious diseases” 
joint symposium by School of veterinary medicine MSUA, JICA, 8th of Oct 2014 

3 Amgalanbaatar Tovuu, Battur B., Experiment result of Deltatraz pour-on in in vitro and in vivo, 
“Competition for best speech” Graduate school of Veterinary sector, 2014   
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4 Amgalanbaatar Tovuu, Battur B., Experiment result of Deltatraz pour-on in in vitro and in vivo, 
“New generation and sustainable development of agriculture” symposium by MSUA, 2014 

5 MungunOchir B, “Immunohistochemical method for detection of immune system”, MSUA 
2014.11.20 

6 S.Narantsatsral “Isolation of Trypanosoma equiperdum from a dourine horse by using in vitro 
culture system" “New Era” Scientific conference, IVM, Research team, Mongolian National 
University of Life Science, Conference Hall , 24th of November, 2015 

7 E.Uuganbayar "PCR-based detection of Babesia ovis in small ruminants in Mongolia" Scientific 
Conference of Best research speech of Veterinary school held among Masters and PhD students.  
15th of October in 2015. 

8 B.Battur, "Epidemiological Studies on Animal Protozoan Diseases in Mongolia and Development 
of Effective Diagnostic Measures" Molecule Genetics Laboratory of IVM, Mongolian National 
University of Life Science, 2015 

9 B.Battsetseg "Epidemiological Studies on Animal Protozoan Diseases in Mongolia and 
Development of Effective Diagnostic Measures" Scientific Conference meeting of Eastern 
Mongolia, Dornogovi Province, July, 2015,  JICA, IVM, Molecular Genetic Laboratory, 
Mongolian Veterinary Medical Association  

10 B. Battur "Trypanosoma equiperdum infection in Mongolia, treatment issues" JICA, IVM, 
Laboratory of Molecular Genetics, Mongolian Veterinary Medical Association, Scientific 
conference of Eastern Mongolia, Dornogovi province, July, 2015 

11 Munkhtuul Ts, Altanchimeg A and Neil Dayer. "Histopathology of canine tumor in Mongolia, 
2015" Proceedings of Veterinary School, MSUA 

 

(5) 国際学会でのプレゼンテーション(モンゴル国内での開催) 
No. Title of Works 
1 Nyamdolgor U, Altanchimeg A, Mungun-Ochir B, Soyolmaa G, Baatarjargal P, Usuhgerel S 

"Clinical and histopathological study of goat pox" Leather and fur in the XXI century , 
technology , quality , environment and education. XI International scientific - practical conference, 
2015, December 

2 Soyolmaa G,Nyamdolgor U, Altanchimeg A, Mungun-Ochir B, Baatarjargal P, Usuhgerel S 
"Pathological and histological dermatological changes in sheep infected with smallpox strain" 
Leather and fur in the XXI century , technology , quality , environment and education. XI 
International scientific - practical conference, 2015, December " 

3 Munkhtuul Ts, Altanchimeg A and Neil Dayer. "Histopathology of canine tumor in Mongolia, 
2015" Proceedings of Veterinary School, MSUA 

4 Battsetseg B. "Research on animal ruminant vaccines in Mongolia" Pingtung University, Taiwan, 
Oct. 2015, International Conference on Animal Vaccine and Adjuvant Technology2015, 

5 Buyantogtokh Ch, Altanchimeg A, Undarmaa T, Byambajav Ts and Battsetseg B. ”Implications of 
Dzud Disaster in Mongolian Livestock” Proceedings of International Symposium on Dzud. 2015. 

6 Shimada, A and Altanchimeg A.  ”Possible Factors Responsible for the Increased Susceptibility 
to Diseases during Dzud in The Livestock Animals in Mongolia” Proceedings of International 
Symposium on Dzud. 2015. 
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催
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。
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さ
れ
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。

15
同
上

ア
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行

の
PD

M
 (v

er
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on
 1

) の
修

正
ポ
イ
ン
ト
と
理
由

経
緯
:
 2

01
4年

1月
7日

に
署

名
さ

れ
た

R/
D
に

添
付

さ
れ

た
 現

行
の

PD
M
（
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rs

io
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に

は
上

位
目
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が

設
定

さ
れ
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述
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ら
れ
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修
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案
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る

。

９－１．現行の PDM（version 1.0）の修正ポイントと理由 
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面談録 
面談録① 

面談先 JICA モンゴル事務所 
日 時 8 月 12 日（金）10:00～11:30 
場 所 JICA モンゴル事務所 
先 方 佐藤睦（所長）、沢田博美（次長）、荒井順一（企画調査員）、Ankhtsetseg（プログラムオ

フィサー） 
わが方 平、渡邊、斉藤、井上、早川、井上、東野 
要 旨 ・調査団から、レビューの日程、対処方針について説明。 

・（佐藤）畜産・農業は､モンゴルの成長の柱の 1 つ。鉱業は、国際価格の変動で影響を

受けるため、産業の多様化が必要となっている。本プロジェクトは大きな問題がなく、

モンゴル側の意欲も高く、順当に進んでいるとモンゴル事務所も認識しているので、

改善点を取り上げて、よりよいプロジェクトの実施に貢献するレビューとしてもらえ

ばと考えている（機材の円滑な投入や使用・管理など含め）。また、プロジェクトの経

済的なインパクトが示せれば、これからプロジェクトの成果をプロモーションする際

に有効である。 
・（佐藤）5 月の JCC では､フェーズ 2 や案件延長の依頼が出されているが、スキームの

性格上、考えられないので機会をみて、モンゴル側に伝えた方が良いだろう。この案

件の延長はないが、畜産分野の支援は継続していくだろう。 
・井上教授：個人的には、大学の理事となり、研究活動に割く時間が限定され､今までの

ような参加は難しい。しかし、モンゴルは、帯広畜産大としての研究の海外拠点とし

て重要であり、何らかの形で、研究活動を継続していく計画としている。 
・（佐藤）帯広畜産大は、これまでモンゴルで築き上げてきた研究の交流の歴史があり、

JICA モンゴルとしても、今後の協力について相談させていただきたい。モンゴル事務

所では、2016 年中に、JCAP（国別支援計画）を策定する予定であり、モンゴル側にも

協力してもらうことを考えている。モンゴルと日本の EPA が締結されて、モンゴル側

からは､農産物の日本への輸出の機運が高まっているようだが、実務上はクリアすべき

課題が多く、まだ、時期尚早の感あり。 
 

面談録② 
面談先 Institute of Veterinary Medicine (IVM) 
日 時 8 月 12 日（金）13:30～14:30 
場 所 IVM 会議室 
先 方 Dr. BATTSETSEG（IVM 所長）、Dr.Battur(Senior Researcher)、Adilbish Altanchimeg（病理

研究室長）、Dr.Oyuntsetseg（Senior Officer/教育・科学・文化・スポーツ省） 
わが方 平、渡邊、斉藤、井上、早川、井上、東野 
要 旨 ・渡邊団員よりレビュー調査の目的、日程、メンバ−などの説明を行った。 

・その後、今回のレビュー調査のポイント（上位目標の設定、指標の改定）などについ

て日本側案の概要を説明。 
・プロジェクトによる経済的なインパクトの推定について、日本側からは、新たな専門

家の投入による社会経済的なインパクト調査を行うことで提案したが、モンゴル側に

は社会経済調査の専門家がいないことから、詳細な調査はできかねるとの意見表明が

あった。 
・その他、簡易検査キットができ上がり、State Laboratory of Quality Control and Certification 

for Veterinary Medicine への承認申請から、食料・農業・軽工業省による登録、地方の

獣医師への販売に至るロードマップの資料を作成してもらえるように依頼した。 
・モンゴル側からは、モンゴルで初めての SATREPS で、これまで経験不足による問題も

あったものの、帯広畜産大、IVM、JICA、AMED の連携で、研究活動を進めてきてい

ること、本プロジェクトがもつ大きな影響力を踏まえて、有効なレビューをしてほし

い旨が表明された。 
 
 
 

10．面談録  
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面談録③ 
面談先 獣医繁殖庁 
日 時 8 月 15 日（月）14:00～ 
場 所 獣医繁殖庁 
先 方 Mr. DAMBADARJAA Battsengel 
わが方 平、渡邊、北、斉藤、井上、早川、東野 
要 旨 ・平団長より訪問の目的の説明。団員と出席者の紹介。 

・（平）プロジェクトの進捗は順調である。今後、プロジェクトの成果を全国に広げて

いくことが重要だと考える。獣医繁殖庁として簡易診断キットの使い道、原虫症対策

の方向性をどのように考えているか聞きたい。 
・（Mr.DAMBADARJAA）獣医繁殖庁への訪問に対する謝意。プロジェクト実施に対す

る謝意。 
・2015 年に定めた政府方針があり、今後何をやっていくか英語で表記してあるので、皆

さんに読んでほしい。大きく 3 つの内容があり、畜産疾病、家畜の輸出、畜産農家の

収入向上である。 
・（Mr.DAMBADARJAA）モンゴルでは政権が変わったばかりであるが、家畜の健康、

輸出の振興を重要視している。プロジェクトの成果は、輸出の振興に貢献することと

思う。 
・JICA の SATREPS は役割が大きいと思う。家畜の健康管理に不可欠のプロジェクトで

ある。ダニの分布マップは行政として役に立つと思う。政府は寄生虫対策を実施して

いくつもり。 
・（平）原虫症対策の具体的な内容は？ 
・（Mr.DAMBADARJAA）いままで遊牧民は家畜の健康管理（ワクチン接種など）を自

己責任で行ってきたが、疾病の影響は生産物に及ぶため、政府としても、健康管理の

提案書を作成し、国際協力プロジェクトと組み合わせて､健康管理を実施する方針に変

わっている。 
・今後、地方の獣医師の啓発や、薬を購入するためのローン制度などを整備していく。

・簡易診断キットの普及については、承認を受けた後には全国普及が可能である。政府

のマスタープランでは､2016 年から 2019 年にかけて、獣医師の指導、制度の改善、現

場 IC システムの導入などを行う。また県、ソム、郡の研究者の診断能力の改善を行う。

・2018 年度には全国的な普及のための予算が確保できるかもしれない。 
・輸出国際基準を満たす家畜を生産する。その際に簡易診断キットが活用できる。 
・（平）プロジェクトとしては研究結果を基にガイドラインを作成する予定であり、政

府にも活用してほしい。モンゴルの検疫関係の状況のデータがあれば入手したい。 
・Mr.DAMBADARJAA:検疫関係のデータは国立検疫事務所で入手できる。 
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面談録④ 
面談先 科学技術基金 
日 時 8 月 15 日（月）15:00～ 
場 所 科学技術基金会議室 
先 方 Dr. DONDOG Khaidav (Director) 
わが方 平、渡邊、北、斉藤、井上、早川、東野 
要 旨 ・平団長より訪問の目的の説明。団員と出席者の紹介。 

・（平）3 年前に詳細計画策定調査の時にも訪問し、予算の確保をお願いしたが、プロ

ジェクトは開始後、順調に進み、成果を上げつつある。プロジェクトの後半では､簡易

診断キットの開発を行う予定である。 
・（Dr. DONDOG）調査団の訪問と、プロジェクトの進捗に関する報告に感謝する。基

金としてプロジェクトの研究者とは情報を得ておりプロジェクトについてはよく承知

している。現在モンゴルの経済は悪化しているが、プロジェクトの予算については、

その重要度と、国際協力であることをかんがみ、減額などをせずに執行していきたい。

日本からの技術の移転はモンゴルにとって大変に重要である。プロジェクトの成果に

は大変期待している。また、このプロジェクトの結果の評価をベースに､次のプロジェ

クト案件を考える方針を研究者にも伝えてある。 
・（井上教授）プロジェクトへの予算の確保と支援に感謝する。IVM の研究者の頑張り

がこれまでの成果の大きな要因である。研究成果以上に､次世代を担う研究者を育てる

ことを目的にプロジェクトを進めている。また、獣医師のネットワークとプロジェク

トへの理解が大きかった。 
・（平）予算決定の流れは？ 
・（Dr. DONDOG）IVM の申請を教育省が承認し、財団が執行する。このプロジェクト

の場合、人件費も含めて予算を確保するように大臣からの指示が書面で出ており、予

算についての懸念はしなくてよい。 
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面談録⑤ 
面談先 教育・科学・文化・スポーツ省 
日 時 8 月 15 日（月）16:00～ 
場 所 教育・科学・文化・スポーツ省会議室 
先 方 Dr. ODGER Dorjgochoo, Mr.LKHAGVADOR Bat-Ochir 
わが方 平、渡邊、北、斉藤、井上、早川、東野 
要 旨 ・平団長より訪問の目的の説明。団員と出席者の紹介。 

・（平）教育・科学・文化・スポーツ省のサポートのおかげでプロジェクトは順調に進

んでいる。プロジェクトは JICA と AMED の連携によって実施されている。SATREPS
の最初の案件であるため、初期には制度の違いから手続き上の困難もあったが、教育・

科学・文化・スポーツ省の大臣の書面での通達で予算が確保されており、プロジェク

トが円滑に進んでいることに感謝する。現在新しい研究棟が建設中だが、経済状況の

悪化も反映し､2015 年の完工がずれ込み、2016 年の 10 月となっている。教育・科学・

文化・スポーツ省としても建設工事の進捗に尽力願いたい。 
・（Dr. ODGER Dorjgochoo）JICA の調査団、日本の研究者の訪問を受け、大変嬉しく思

っている。教育・科学・文化・スポーツ省ではプロジェクトの進捗について報告を受

けており、状況は承知している。われわれは、プロジェクトの当初、帯広畜産大学と

IVM の共同研究の意向が表明されたときから、本プロジェクトにかかわってきており、

携わってきている。IVM の研究者のなかには日本で博士号を取得したものも多く、

SATREPS プロジェクトの成功に貢献していると考える。 
・国際基準を満たす IVM の研究が行われ、しかも JICA からのレビューで良い結果を出

していると聞き喜んでいる。教育・科学・文化・スポーツ省も成功しつつあるプロジ

ェクトとして評価したい。研究棟の建設はプロジェクトにとっても重要であると認識

している。 
・（Mr.LKHAGVADOR Bat-Ochi）現在、先端技術開発の国家政策を策定中である。これ

には SATREPS 案件の実施が含まれている。この案件は､原虫病の診断、予防、治療に

大きな意味をもつと認識しており、研究者の育成に大きな貢献をしている。 
・（井上）研究の目的は 2 つある。研究を通じた科学技術による課題の解決。もう 1 つ

は、次世代の研究者をそだてていくことである。血液サンプリングでは地方の獣医師

の協力が大きい。日本の若い研究者にとってもモンゴルとの研究者との交流は刺激と

なっている。本プロジェクトだけでなく、他の研究プロジェクトについても支援をお

願いしたい。 
・（北）モンゴルの教育で重点としている分野はあるか？先日訪れた帯広のセミナーで

若い研究者が研究にまじめに取り組んでいるのをみることができた。 
・（Dr. ODGER Dorjgochoo）現在、科学技術戦略のなかで、重点分野と協力国を設定し

ている。日本は科学技術分野で優れているため、モンゴルとしては今後も協力してい

きたい。人材の開発も重要である。留学・研修も行っている。 
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面談録⑥ 
面談先 モンゴル日本大使館 
日 時 8 月 16 日（火）16:00～ 
場 所 モンゴル日本大使館 
先 方 穂積玲子二等書記官 
わが方 平、渡邊、北、斉藤、井上、横山、早川、東野 
要 旨 ・平団長より団員と出席者の紹介。レビューの途中経過報告 

・（平）本プロジェクトは順調に進んでいる。マネジメントの観点から PDM の指標の修

正を行う予定である。 
・（穂積書記官）今年、バヤンウルギーの地方獣医師会とその後の SATREPS セミナーに

出席した時、獣医師のネットワークとその後のセミナーでの質問の活発さが印象に残

っている。バツェツェグ所長も各行政機関に働きかけを行っており感心している。

2016 年の 6 月に日本との EPA が発効し、モンゴル側は鉱物資源以外で、日本に輸出す

る品目を探しているが、目玉はなかなか見つからない。モンゴルの食料・農業・軽工

業省は加工肉・加熱肉などを輸出する意向があるが、加工処理施設の改善が間に合っ

ていない。感染症対策の効果は、食肉などの輸出にも及ぶのではないか。最近、ウマ

の生肉を中国経由で日本に輸出したところ、評判が良かったと聞いているが､コストの

問題で、空路での輸出は無理。また、中国から輸出するので税関の手続きが煩雑であ

る。SATREPS での採択は難関と理解しているが､モンゴルでも、ぜひ本プロジェクト

のほかにも実施してほしいという要望を大使館としてもっている｡名古屋大学がモン

ゴルで以前から活動しており､災害対策の活動をしている（resilience center の設置を予

定）。 
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MINUTES OF MEETING 

ON 

THE PROJECT FOR EPIDEMIOLOGICAL STUDIES 

ON ANIMAL PROTOZOAN DISEASES IN MONGOLIA 

AND DEVELOPl¥置ENTOF EFFECTIVE DIAGNOSTIC MEASURES 

AGREED UPON BETWEEN 

THE INSTITUTE OF VETERINARY MEDICINE 

OF THE MONGOLIAN UNIVERSITY OF LIFE SCIENCE 

AND 

JAPAN INTERNATIONAL COOPERATION AGENCY 

The Japan International Cooperation Agency (hereinafter refeηed toぉ“JICA”）
dispatched the Japanese Mid-term Review Team (hereinafter referred toぉ“the
Japanese Team”）， headed by Ms. Tomoko T泊ra,to Mongolia from 4 to 20 August 2016, 
for the purpose of conductmg the Mid-term Review for the Project for Epidemiological 
Studies on Animal Protozoan Diseases in Mongolia and Development of Effective 
Diagnostic Measures (hereinafter referred to as“the Project”） in accordance with the 
Record of Discussions on the Project. 

The Joint Mid-term Review Team, which consists of members企omthe Japanese Team 
and the Mongolian Mid-term Review Team (hereinafter referred to as “the Mongolian 
Team”）， headed b~ Dr. Boldbaatar Bazartseren wぉ jointlyorganized for the purpose of 
conducting the Joint Mid-term Review and preparation of necessary recommendations 
to the respective Governments. 

After review and analysis of the activities and achievements of the Pr吋ect,the Joint 
Mid-term Review Team prep紅 edthe Joint Mid-term Review Report (hereinafter 
ref erred to as“the Report”）ヲ whichw鎚 presentedto the fourth Joint Coordinating 
Committee (hereinafter referred to as “the JCCウmeeting.

The JCC accepted the Report and agreed to recommend to the respective governments 
the matters referred to in the Report attached hereto. 

ィ下／／~ ＿＿＿，，：乞
移<Mut焔 iisλTO 
Chief Representative 
JICA Mongolia Office 

Ul泊 nb鎚 t訂， Au思1St18,2016

必
Ms. Nasanbayar BA 
Director 
Dep紅白ientof Strategic Policy & Planning 
Ministry of Education, Culture, Science 
and Sports 
Mongolia 
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1. Outline of the Mid-term Review 
1.1. Object』ves

The objectives of the Mid-term Review are邸 follows:

• To identify, review and verify the Project achievement and outcomes produced, input/activities田 planned,
along with PDM (Project Design Matrix: version 1 .0) and PO (Plan of Ope悶tion).

• To evaluate comprehensively the Project in accordance with 5 evaluation criteria (Relevance, Effectiveness, 
E侃ciency,Impact and Sustainability) by both the Mongolian and the Japanese sides. 

• To identify the issues to be addressed for the successful implementation of the Project for the remaining term, to 
discuss the fu加redirection of the Project with relevant actors and stakeholders, and to make adjus旬1entsto 
revise PDM田 necessary.

• To prepare Minutes of Meeting (Mn.句，includingthe Joint Mid-term Review Report, based on the results of the 
Review師 agreedwith the Mongolian side. 

1.2. Schedule 

The Review was undertaken from August 4由to2olh, 2016. The schedule is田 attached田 ANNEX1. 

1ふ Members

明記 Reviewwぉ conductedby the Joint Mid-term Review Team (hereinafter referred to白血e”ReviewTeam勺
comprising of the foJlowing Japanese and Mongolian members. 

Japanese side 

Ms. Tomoko TAIRA 

ili些立
Mr. Shigeo WATANABE (Evaluation 
Planning) 

Dr. Kiyoshi KITA・
(Infectious Disease Control Research) 

Ms. Keiko SAITO・
(Evaluation and Plnnninl!:) 
D仁HideakiHIGASHINO 
(Evaluation Analysis) 

Mon!!olian Side 

Dr. Boldbaatar Bazartsc町n
Dr.Oyun回出gGungaa 

1.4. Review Method 
1.4.1. Review Design 

Director, Teaml, Agricultural and Rural Develop『nenlGroupl, Rural Development 
Department, JICA 

Special Advisor, Agricultural and Rur百lDevelopment Group I, Rural Development 
De par旬lent,JICA 

Program Officer, SA TREPS, AMED 
Dean, Professo丸SchoolofTropical Medicine and Global Health, Nag節水iUnivc路ity

Deputy Manager, Division of IntemationnJ Collaboration D叩artmcntof International 
Affairs. Japan Aeencv for Medical Research and Development (AMED) 

Senior Consult且nt.RECS Inter羽田1tionalInc. 

・：Observer

Head. L曲oratoryor Virola町，IVM
Senior Officer, Department of Science and Technology Policy, Ministiy of Edu回 lion,
Seier悶.Culture and Snorts 

The review wぉ designedbased on the latest PDM (version 1.0 (ANNEX 2)), PO (ANNEX 3）叩dpresented田 the
Evaluation Grid (ANNEX 4). 

1.4.2. Data CoUection Method 

The Review Team collected infonnation through山Eliterature survey, questionnaire su円eyand interview to the 
Project stakeholders, as well邸 sitevisits. 
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1.4.3. Review (Evaluation) Analysis 
I) Accomplishments of the Project 
Accomplishments of the Project were verified in tenns of the Input, Output and P吋ectPurpose in comparison with 
the objectively verifiable indicators of the PDM (version 1.0) and PO. 

(2) Implementation Process 

Implementation process of伽 Pr，吋ectw出 examinedbased on PDM (version 1.0) and PO to see if出eactiviti白 had
been implemented without delay, to sec if the Project had been managed properly, and to identify obstacles and/or 
facilitating factors that had affected the i『nplementationprocess. 

(3) Evaluation based on five evaluation criteria 

Based on the results of data analysis, the Project was evaluated according to the five evaluation criteria (Relevance, 

E民 ctiveness,Efficiency, Impact and Su瑚 inability).The definition of the criteria is部品llows:

Relevance 

必criterionfor considering the validity and necessity of a project regarding whether the u戸ctedeffects of a proj町 t

(or project purpose and overall goal) meet with the needs of target hen祈ciaries;whether a project intervention is 
app呼 Jrialeas a solution for problems concerned; whether the contents of a project is consistent with policies; 
whether p叫jectstrategies and approaches are relevant, and whether a project is just伊edto be implemented with 
publicρ111ds of ODA 

Effectl阿 ＇ness

A criterion for considering whether the implementation of a project has benefited (or will benefit) the intended 
beneficiaries or the target soc必。P

E陸 i堕壁

A c，凶i
relationship beのveenproject costα＇nd句g量ct.'S 

I翠盤l

A criterion for considering the宅ffectsof the project with an eye on the longer-termそ酔ctsincluding direct or 
indirect, positive or negative, intended or unintended 

Sustal nabllitv 

A criterion for considering whether produced effects continue after the termination of the assistance 

9'7 
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2. Outline of the Project 
2.1. Background 

Mongolia is the fifth larg田tcountry in Asia with a land釘 eaof 1.5 million km2, and had a population of3.0 million in 

2015 (World Bank). In Mongolia. agriculture is one of the most impo『tantsectors along with the mining industry, 

accounting for approximately 13.5% of GDP and employs about 33% of labor forces出 of201I(Mongolian Statistical 

Year Book 2012). Livestock production is Mongolia’S回 ditionallivelihood, the main supply of food for the 

population, and the source of raw materials for livestock processing industries. The number of livestock has reached 

56 million in 2015，叩dare mainly maintained by nomadic people who seasonally migrate合ompas伽reto p田制問with

mixed herds of sheep, goats, cattle, ho隠esand camels. 

In order to enhance the productivity and quality of livestock products, animal infectious diseお自問the major issu白

to be addressed. In出e“MongolianNational Livestock Program”resolved in the State Great Hural in May 2010, 

“raising of the veterinary service standard to international levels and protecting public health through securing 

Mongolian livestock health”is one of the five priority are白.Under the above priority area. the following specific 

o吋ectiv田町setup: 

• Early prevention me田町民， increasedp問p町ednessto combat against and prevent infectious animal dise出 邸

出atare banned for international回 de,

• Bringing the veterinary田rvicestruc知reto international standard；鈴rengthen白e伺 pacityof veterinary services 

to the level that白 nfully meet consumeば demandsand requirements, and, 

・Bringinglivestock medicine and veterinary tools to international standards. 

Animal infectious dise凶esin Mongolia include more白an30 zoonotic emerging and re-emerging di提出自such出

protozoan dise箇関 ． 官1eprotozoan dis伺 sessigni白鴎ntlylimit飢 imalproductivity. Prevalence of the diseases has 

been rapidly increasing in the last de伺 debecause of lack of established affordable diagnostics and preventive and 

treatment me田 uresin白ecountry. 

In o吋erto address these issues, Institute of Veterinary Medicine (IVM), Mongolian State University of Agriculture' 

and National Research Center for Protozoan Diseases (NRCPD), Obihiro University of Agriculture朗 dVeterinary 

Medicine formulated a proposal of a collaborative research project which aims at the improvement of research and 

development capacities of IVM for early detection, prevention and control measures against animal protozoan 

diseases through conducting epidemiological studies and developing on-site diagnostics. 

After the Detailed Design Formulation Survey in October 2013, the Government of Mongolia (GoM) and白e

Government of Japan (GoJ) mutually昭reedand signed the Record of Discussions (RID) on January 7曲， 2014and 

“官官Projectfor Epidemiological Studies on Animal Protozoan Diseases in Mongolia and Development of E貧国tive

Diagnostic Measures (the Pr吋ect)”W出 officiallycommenced in June 2014, with the cooperation period of行veyears. 

In August 2016, at the middle point of the cooperation period, Mid-term Review w鎚 conductedto出 ce瑚 in出E

progress of the Pr吋ect,and to provide recomm官ndationsfor the向turecourse of the Project jointly with the 

Mongolian stakeholders. 

2.2. Outline of the Project 

官1egrand design of the Project is drawn in the PDM (version 1.0). Its summary is出 follows:

(I) Title of the Project 

1 Mongolian University of Life Sciences since August 2014. 

－（！合
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The Pr吋ectfor Epidemiological Studies on Animal Protozoan Oise出回 inMongolia and Development ofE院 ctive
Diagnostic Measures 

(1) Cooperation Period 

Five years （合omJune 2014 to June 2019) 

(2) Implementing Agency 

Mongolian Side: Instill』teof Veterinary Medicine (IVM), Mongolian State University of Agriculture (MSUA)2 

Japanese Side: National Research Center for Protozoan Diseases (NRCPD), Obihiro University of Agriculture and 
Veterinary Medicine 

(3) Target Area 

Entire Mongolia 

(4) Target Groups 

Researchers of IVM 

(5) Narrative Summary of the Project伊DM(version I）坦attachedto RID signed on J anu釘y7曲，2014)

Pr吋ect R回国rchand devel日pmentcapaciti偲 oflVMfor伺 rlydetection, prevention and control m伺 suresagainst 
Pu叩ose: animal protozoan dis回 S凶（trypanosomosisand piroplasmosis) are improved through conducting 

epidemiolo2ical studies and developin2 on-site dia2nostics in collaboration with NRCPD. 
Output: 1. On-site diagnostics against animal protozoan diseases are developed. 

2. Prevalence, distribution and damag情。fmajor animal protozoan diseases and the vector ticks in ~longolia 
圃reclarified. 

3. Effective m個叩r回 forthe prevention and control ofanimal protozoan diseases in Mongolia are proposed 
based on detailed analvses oftbe results of叩 idemiolo置i四 lstudies and the trial runs of the measures. 

Activities 1. Development of On-site Diagnostics of Animal Proto却 mDis開 S凶

1・1.Collect, isolate, and cultivate the wild strョ.insoftrypanosomc and piroplasma. 
1・2.Conduct antigen genotype analyses on the wild s回 insmentioned above (1・I)and identify the suitable 
diagnostic antigens. 

1-3. Produce閃combin皿tantigens. 

1-4. Identify antigenic proteins for lmmunochromutogruphic test (IC'ηby evaluating the勾>eeificity,reactivity and 
ロractieabilitvof the recombinant m凶自由usingdilll!nostic methods四ch箇 LAMPand ELISA. 

1・5.Develop ICT-bascd on-site diagnostic tr"al kits applying the op山nizedrecombinant antigens. 

1・6.Ass岱Sthe on-site diagnostic methods using i『1fectednatural hosts. 

1・7.Evaluate由ceffectiveness of the on-site diagnostic methods in the field and mnkc improvements based on由c
evaluation results (conduct in oarallel with (2・I))
l. Clarification of prevalence, distribution and damages due to major animal protozoan diseas凶 andvect町
ticks in Moo2olia 
2・I.Collect infonnntion on wiimal protozoan diseぉcs,elini四lsymptoms of infected Wlimuls, as well as 
histopatholo~icnl infonnation。byconducting coidemioloeicnl studies on orotozonn diseases and vector ticks. 
2-2. Analyze GPS data on prev凶enceand distribution of animal protozoan di民包sesand vector ticks. 

2・3.Prepare prevalence and distribution maps of animal protozoWl disc俗csand the vector ticks. 

3. Proposal or effective preventive m回 surぉ andcountermeasures against animal protozoan diseases in 
Mon2olia 
3・I. Deeide the model nrcns for applying出ccandidate p陀ventivemeasures and the counlenncnsurcs bぉedon the 
infonnntion obtained thmul?h the 叩 ide『nioloeicalstudies. 
3・2.Review the pπventivemcぉuresand countcrmcas町es,and conduct凶alruns i目白cmodel areas. 

3-3. Analyze山e隠In山田bctwぽ n出巴healthdamages叩 usedby nnimal protozoan diseases and the livestock 
Droductivitv. 
3-4. Propose elTective preventive measures nnd counlenneasu陀sag凶田t11nim11l proloman diseases in Mongolia. 

・Mongolian Unive四ityof Life Sciences since August 2014. 
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3. Achievements and Implementation Processes 
3.1. Achievements 
3.1.1. Input 
The Jaoanese side 
(1) Japanese Experts 

Up to the end of July 2016, a total of three long-term expe巾（oneresearcher and two coordinators; 25.6 
person-months）叩d12 short-term expeはs(researchers) ( 113 .4 person-months) have been dispatched. Details are出

shown in ANNEX 5. 

(2) Overseas Trainings of Mongolian CPs 

Overseas counte叩arttrainings in Japan were conducted for smooth operation of the Project. A total of 16 CPs were 
sent to Jap叩 for回 iningup to date. 

Title!Thcmc ofTraining/Mccling 
Nos. of 

Training Period 
Trainees 

Epidemiological studies on animal protozoan disc邸邸in 4 January 19・May24, 2015 
Mommlia and dcveloomcnt of effective diaenostic measures 

2 Training on JCT devices o戸ration 10 September 14・21,2015 

3 Epidemiological studies on animal protozoan diseases in February I-May 30, 2016 
Momwlin and dcvclooment of cflcctive diwmostic measures 

4 
Epidemiological studies on animal proto却 mdiseおおin May16-June 24, 2016 
Mo『ll?Oliaand deve looment of effective dinimostic measures 

。）Procured Equipment 

Equipment valued at approximately JPY64.6 million (about MNTl.42 billion with the exchange rate JPYJ.O "" 
MNη2.00)) has been procured by the Japanese side for the P吋ectup to the end of July 2016. Main items include 
vehicles, i『nmunochromatographytest strip making system, cryostat, etc. Details are出 shownin ANNEX 6. 

( 4) Local Cost Assists目ce

百teJapanese side assisted local cost expenditure: airぬre,transportation, employment of local staff.，甘avelallowance, 
accommodation, provision of constn』ctionmaterilas of large-animal experimental facility, etc. The assistance 
amounted to USD 308,000 (approximately JPY30.8 million and MNT 678 million (exchange rate: 
USD1.0=JPYIOO=MNT2,200} until the end of March 2016. 

The Moneolian Side 
(1) Counterpart Perso回目el(CP) 

Up to the end of July 2016, a total of I 9 CPs have been assigned. Currently 16 CPs3 are assigned as shown in ANNEX 
7. 

(2) Local Cost Sharing from the Mongolian Side 

The Mongolian side bore local cost: salary ofCPs, per diem and travel cost for field sampling, utilities, internet fee, etc. 

羽letotal amount for出efiscal year2014 and 2015 was approximately MNT 303.9 million. 

(3) Facility and Equipment 

明1eMongolian side arranged the followings for the Project activities: 

・Officespace for Japanese Experts, 
• Laboratories for study on protozoan di町 田esand vectors (in vitro cultivation laboratory, molecular biology 

laborヨtories,and pathology laboratory), 

3 One Mongolian researcher has been employed by the Japanese side since the commencement of the Project. 
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• A vehicle and a driver for field sampling, 

• Construction cost and land for large-animal facility, and, 

• Construction cost and land for the new laboratory building. 

3.1.2. Progress of Main Activities 

Summary of achievements of the main activities are described as below: 

Activiti，回，od~elop on-site dia~nosti.冶 againstanimal protozoan dise，町 ・es.

1・1:Collect, isolate.，側dcultivate the wilds仰 insof trypanosome and p.加'Plasm.ι
• Two Trypanoso明a何Z中erdzunstrains (first one in April 2015 and second one in April 2016）問問cultivatedand one of these 

strains was sent to NRCPD, Obihiro in December 2015 for further investigation, such as full-genome and transcriptome 
叩 alyscs.

• Four Babesia (piroplasma) strains were cultivated in May 2016, and have been maintained in IVM, Mongolia by in vitro culture 
system. 

1・2:Conduct antigen genotype analyses on tire wild strains men山 nedabove(I・I)a11d identify tire suitable diagnostic an’igens. 
• Full-genome analysis is on-going in o吋erto identify T. equiperdum specific genes encoding species specific antigens. ．ηic gene encoding GM6 (candidate antigen for animal tzypanosomoscs) was cloned from the T. equiperdum S甘nin.

• EMA・2tand RAP-1 genes encoding diagnostic antigens for Theileria and Babesia infcctione we時 clonedfrom total blood 
DNA samples collected by country wide epidemiological surveillance. 

1・3:Produce recomb伽antm均e眠 Mainactivities of the extension staff were ide.刷ified回f柳 田is:
・RecombinantGM6 antigen w直則Cαssfullyproduced in August 2015. 

• Production of re四 mbinantEMA・・2tand RAP-1 is on-goinι 
1-4: Identify 削減genieproteins for lmnwnochromaJogr，叩＇hie的 t(IC1J by evaluati噌 thespecificity, reactivity and 

practicability of the recombinant ant.信ensusing diagnostic methods such as LAMP and ELISA. 
• The recombinant GM6-4r antigen (rGM6-4r), a diagnostic antigen for animal trypanosomoses, was utilized for development of 

rGM6-4r based ELISA and JCT. 
• Diagnostic pe巾 nnanαsof the bo白diagno説ict凶 swen: compared with説皿血rd町panoso冊ccrude antigen ELISA by回 ing

scrum samples collected by countryw.de field印 rvcillance.As a result, rGM6-4r based蹴 tsshowed good correlation with the 
説田由rdELISA.ηlis indicates rGM6-4r ELISA and JCT have high potential as new ding畑 stiesfor onim凶tryp四 0鈎 mo鎚 sin 
Mongolia. 

1・5:Develop /CT-based on-site dl.噌nostictrial kits伊助1/ngthe optimized r，官comb/nantantigens. ．η1e rGM6-4r-ICT, an on-site diagnostic trial kit for trypanosom唱ses,w邸 producedin NRCPD, Obihiro in August 2015. To 
date, m畑町出an3,000 JCT test strips we同 evaluatedusing serum珂mplcscollected by field surveillances. Moπover, ICT 
devices and necessary equipment were implemented to IVM in order to produce JCT diagnostic kit in Mongolia. 

l-6:A符 essthe on-site d噌・nost，たmethod印刷・ginf ttted natural ho.略
• Acco吋ingto曲EPO, this配 livitywill start from 2017. 
• Ahead of the schedule, the rGM6-4r-ICT diagnostic kit was evaluated凶 ingpositive co曲。lsera callected from horses infected 

with trypano鈎 me.Each infected horse wぉdefinitivelydiagnosed by standard microscopic test and町panosomecrude antigen 
ELISA prior to obtain positive control serum. 

1・7:Evaluate the ej]ediveness of the on-site d噌nosticmethod』inthe field and make improvements based on tire evaluation 
れ思suits(conduct in parallel withρ－1)) 

• Improve『nentofrGM6-4r-ICT, for try卵白O鈎 mo釘s,is oo..going in terms of its se回 ilivity.At the匁meti岡崎：， establishment of 
the standard protocol for the ICT production is under develoomenL 

Activities to da，ペf"ypm1ali卸叫d帥ibutionand damages dlle to mil｝町 anin切lprol民oandiseua a11d Vl!ctorticis in Mongolia 

1-1: Collect information on animal protozaan diseases, din/cal symptoms of injected animals, as i.•ell as hist，中athologlcal
information, by conducting epidemiol1噌 ＇icalstudies on protozaan diseases and即 ctorticks. 

• Until tht: end of July 2016, 11,446 animal blood姐 mplcs（恥longolia/Japanjoint surveillance: 7,574鉛mples,Mongolian 
member alone: 3,872錨mples;(Ho間：2,901,Cattle: 1,791, Ynk: 305, Camel: 1,654, Sheep: 2,352, Gont: 2,443鈍 mp¥es）問 問

collected W叩 叩 町wide句idemiologi四lsurveillance, nnd the samples cover throughout Mongolia. 
・Total blood DNA and serum were p信仰redfrom those blood samples，百liS鈎mplesize and cover理S
• are Ix宅yondthe initial plan. Over 12,000 tick姐mpleswere collected throughout曲eco阻むy.

み・2:Analyze GPS data on prevalence and distribution of animal protozoan diseases and vector tickJ. 
• According lo the PO, this activity will start from 3rd qunrter in 2016. 
• Analyses of山 datacollected by countrywide epid町 1iologicalsurveillance of animal protozoan diseases are cum:ntly 

on・gomg. 
2-J Prepare pli凹 ＇alence制 ddistribution m叩哩ザanimlllproloZDan diseases and Ille vector tich. 
• According to the PO，血isactivity will stmt from 3nl q回出rin 2016. 

• Disc硲CP問valence/distributionmaps arc planned to be prepared by the end of2016. 

Activities to Proposal of effective preventive measur凶 andcountermeasures against animal protoz岡田disease..in 
Mon2olia 。（／ 6 ζb 



3-1: Decide the model areas/or叩'Plyingthe candidate prel’entive measuri盟 andthe counterm何 ・suresbased on the information 
obtained through lhe epidemiological studies. 

• A horse farm highly contaminated wi山horseuypnnosomosis was found by the Project Team. 
• IVM SA TREPS members negotiated wi白山町clivestock farms for acceptance to test the disease control mensu閃sin the farms 

as model a閃as.Two farms air官ndyaccepted the 陀~quests and ag札：emcnlwill be made in Seplembcr 2016 (Approximately 340 
heads of ho問 sinlolal). One farm n:jected theπquest for collabomtion. 

3・1:Revl四，theprevent／~’r m四・suresand countermeasures, and conduct trial runs in the model areas. 

• Trial runs of the p叩 venlivemcasuπs will be回 πicdout when the above mentioned horse fann ag同cwith o町 proposal.
3-3: Analyze the relations between the health damages caused by animal protozoan diseases and幼elivestock produdivity. 

• Analyses of the凶alionshipbetween lhe health d唱magescaused by animal protozo叩 discぉes加 dthe livestock productivity 
will be carried out when th氾abovementioned ho問 fannagree with our proposal. 

3-4: Propose effective prevemive me.閣 uresand countermeasures against animal protowan diseases in Mongolia. 
• According to the PO, this activity will start from I" Quarter in 2018. 

3.1.3. Achievements of Output 

Summary of achievements of Output according to indictors are described出 below:

Output 1: On-site diagnostics against animal protozoan diseas郎副redeveloped. 

Indicator I~ I: By 2016, the I Q止笠昆虫l豆
prepared on－山diagnostickits ｜・ For trypwtosomoses，同M6-4ト！CT,an on-site din伊凶ictrial kit, was produced in NRCPD, 
will be used for the I Obihiro in August 201S. 
epidemiological studies in the l・百erecombinant GM6・4r-ELISAand GM6-4吋CTt陥白紙悶悶producedat NRCPD have 
field. I k叩巴valuatedby using positive control sera and field samples in Mongolia. 

Indicator l・2:By 2018，白e
effectiveness or the on-site 
diognostic kits developed by 
IVM will be verified. 

• On-site diagnostic kits that were produced at NRCPD have been repeatedly used for the 
epidemiologi回 1studi四 inthe field nil over Mongolia for町panosomoses.

• Devices essential for JCT diagnostic kits were ins凶ledinto IVM, Mongolia in February 2016 
and JCT sticks will be produced at IVM from October~ 2016. 

• On-site diagnostic kits for one or two types of major piropl凶moseswill be produced bused on 
the results of blood samples analyses and eoidcmiological studies. 

On schedule 
• Effectiveness of the on-site kits developed by IVM will be verified after being produαd in 

October 2016 and beyond. 
• By the last stage of the Project，出ekits will be sent to山崎StateLaboratory for“Quality 

Con回 land Ce凶行cationofVeterinarv Dru2”f町間gistrationand dis釘ibution.
Output 2: Prevalence, distribution and damages or major animal protozoan dis回 sesand the vector ticks in Mongolia are 
clarified. 

[ndicator 2・I: Prevalence and 
di~tribulion maps or7 kinds of 
Mirna! protozoan par司sitcsand3
kinds of vector ticks are 
prepared. 

Indicator 2-2:7 kinds of問ports
and seminars, etc. on current 
由 t山 ofdam昭esdue to major 
animal prolozo印 disc邸時阻d
the vector ticks. 

On-schedule 
• A to凶 of11,446 animal blood samples and over 12,000 tick samples we陀 collectedby 

∞四位ywideepidemiological surveillance. 
• Based on the analysis of the collected samples，血efirst issue of山edisease 

prevalence/distribution maps闘 plannedto be p時間din December 2016: I 0 maps (seven 
protozoan di詩碑：s(1. Trypanosoma equiperdum, 2. Trypanosoma evansi. 3. Babesia bovis, 4. 
Bab白iabigemina, 5.η1ei/eria equi., 6. Babesia caballi, 7. Theileria spp. and three ticks (I. 
Dermacentor. 2. Hvalomma.也ld3. /:codes' 

On・schcdule. 
・百uecSATREPS Scientific Seminar (one in Obihiro, two in Mongolia) were held. 
• SA TREPS Meeting was held 12 times at IVM when Japanese SA TREPS rese却℃hersstayed in 

Mongolia. 
• Prcsentntion w凶 madeth町宮 timeson curπnt Stal凶 orprotozoan disc恒国onoc回sionof

Regional Veterinarian Conferences却 far(July 2015 in Domogovi, and July and August 2016 
in Bavan-Oleie and Khenl' 

Output 3: Effective measures for the prevention and control of animal protozoan diseases in Mongolia are proposed based on 
detailed analyses of the r凶 ul旬。fepidemiolo11:icalstudies and the trial runs of the measures. 

Indicator 3・I:7 kinds of re戸市 1Qn謹担血l豆
阻 d釘min師 ，仰 .o『Ip『 cntivcI • IVM SA TREPS rr’ 
measu陀sand countermeas山酎 I disc邸 ECOi】trolm巴邸u陀sin the fanns as model町ens.
明 instanimal protozoan I・Twofarms already accepted山crequests and agr叩 ncntwill be made in September 2016 
aiscascs. I lAooroximatcly 340 heads of horses in total). One form rciectcd白ercciuest for collnborotion. 
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3.1.4. Achievements of Project Purpose 

Project Purpose: Research and dl!l•elopment capacities of JVM for early detection, prei•ention and control 
measures against animal protozoan diseases (trypanosomosis and piroplasnw.刷 areinψroved througlt 
conducting epidemiological studies and developing on-site diagnostics in collaboration with NRCPD. 
Indicator 1: 0，ト・sitediagnostic kits are developed by IVM and submitted to the state laboratory for quality control 
and cert.伊cationザveterinarydru歩

For trypanosomoses, rGM6-4r・・JCT,an on-site diagnostic trial kit, was produced in NRCPD, Obihiro in Aug凶 t2015, 
and more than 3,000 JCT test strips were evaluated using serum samples collected by field surveillances up to date. 

JCT devices and n即時日ryequipment were provided to IVM in February 2016 in order to produce JCT diagnostic kits 
in Mongolia. Production of JCT sticks will be implemented after October 2016 when IVM researcher冨 willtake 
trainings of operation of the provided devices and equipment 

For piroplasmoses, on-site diagnostic kits for one or two types of major piroplasmoses will be produced based on the 
results of blood samples analyses. 

Indicator 2: The number of international pubUcations wi，幼 citationindex. 

A number of presentadons and publication were pub胎bedby C/P in domestic scientific meetings and journals in 
Mongolia. (Details are田 ANNEX8)

A total of 15 papers about epidemiological studies and parasite isolation were prepared in collaboration among 
NRCPD叩 dIVM under the Project,釦 dwere accepted in internationally recognized journals. IVM E田earche路町e
involved as au泊10隠／co・au白0隠泊品urof the 15 papers. 

Mongolian resear℃hers compiled and reported the results of their research works, four pieces of scientific papers and 
nine articles to Mongolian scientific journals. They also made a to凶 of16 presentations at domestic scienti日c
meetings. 

3.2. Implementation Process 
3.2.1. Implementatio回Set-up

Implementation seトupof the Project is as shown出 below:
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3.2.2. Monitoring System 

(1) Joint Coordinating Committee Meeting (JCC) 

JCC Meeting has been conducted three times so far. 

JCC Mcctinl! Date of Implementation Number of Participants 
！”JCC Meeting July 8, 2014 21 
2"" JCC Meeting June IO, 2015 22 
3n1 JCC Mcetina May27, 2016 27 

4曲JCCMeeting Augt』st19,2016 
一(scheduled) 

。） SATREPS Meeting (Internal Meeting) 

SATREPS Meetings have been held 14 times up to the end o( July 2016 at IVM, to report, share, and discuss about the 
progress and findings of the research activities, for smooth operation of the Project. 

。） Other Meetings 

All SATREPS member scientists periodically present their research progress in internal progress seminar and discuss 

about trouble shooting and future plans. 

3.2.3 Public Relation Activities 

(1) Website 

Outline of the Project is made public through the JICA Websites. 

(2) Presentations 1o Local Veterinarians (SATREPS Scientific Seminar) 

Presentations were made three times (in Domogovi in July 2015, Bayan-Olgie and Khen町yin July and August 2016) 

on the research閃suitson prolozo釦 diseasesto local vete『inari

in Bayan-Olgi巴and324 in Khe『lly.

。） Mongolian Scientific Journal 

Special issue of the Mongolian Journal “Veterinarian, No.I I, 2014”W田 publishedfor the pu中oseof introduction of 

the aim and activities of the Project to local veterinarians and stakeholders. 

(4) The Project Opening Ceremony 

百iePr吋eelopening ceremony end出efirst SATREPS Scientific meeting were held at IVM in June 2014. 

Mr. Shimizu, Ambassador Extraordinary and Plenipotent加yof Japan, Mr. Kato, Director of JJCA Mongolia, Ms. 

Nasanbayar, Director of Department of S回 tegicPolicy and Planning, Ministry of Education and Science of 

Mongolia, • Mr. L. Choi-Ish, Director General of Strategic Policy and Planning Department, Ministry of Industry and 
AgricultureヘandMr. Kheruuga, President of Mongolian University of Life Science, etc. attended the project opening 

ceremony and were highly interested in the Project aim and recognized the impo『tanceof development of Mongolian 

animal industry. The ceremony and the l" SA TREPS Scientific meeting we問 coveredby Eagle News TV and Mongol 

TV. 

4 Ministry of Food, Agriculture and Livestock since 2014.12 and Ministry of food, Agriculture, nnd Light Industry since July 
2016. 

Q(/ 
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3.2.4. Produced Materials (Manuals, Guidelines, etc.) 

Tile of Materials 
Project Pamphlet in English and Mongolia 

2 Documents distributed at SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR in Ulaanbaatar on Oct 15 2014 
3 Documents distributed at SATREPS SCIENTIFIC WORKSHOP in Dommmvi on Julv 2. 2015 
4 Documents distributed at SA TREPS SCIENτlFIC SEMINAR in Obihiro on September 15. 2015 
5 Horse Nccroosv Manual in Mongolia 04回目｝

6 Ho問 NccroosvManual Video in Mone.olia (60 則的

7 Documents distributed nt SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR in Bavan-Ole.ic on July 23. 2016 
8 Documents distributed at SA TREPS SCIENTIFIC SEMINAR in August 6. 20 t 6 
9 Documents dis住ibutcdat SATREPS SCIENTIFIC SEMINAR in Ulaanbaataron Aue.ust 16. 2016 

3.2.S. Trainings, Seminars and Workshops 

Up until date, three seminars, four trainings, and a lecture have been conducted: 

Activities 
1. Seminar 
ηtc l 11 SA TREPS Scientific Seminar at IVM. Mongolia 
引te2na SATREPS Scientific Seminar in Dornogovi, Mongolia 
The 3n1 SA TREPS Scientific Seminar in Obihiro Jaoan 
The 4血 SATREPS Scientific Seminar in Bavnn-Oll!ic. Mone.olia 
The 5"' 1 SA TREPS Scientific Sem innr in Khentv Monl!.olia 
The 6111 SA TREPS Scientific Seminar at IVM in Mongolia 
2. Trainine: 
Traininl!. in Obihiro <Two IVM SATREPS member scientists for 2 weeks) 
Training in Obihim (fwo IVM SATREPS member scien出tsfor molecular epidemiology and 
oa出oloevfor 2 weeks) 
Training course in Obihiro for ( 10 SA TREPS m『nberscientists from IVM for 
immunochromalographic devices for one day) 

Training in Obihiro (One IVM SA TREPS member scientist for molecular epidemiology for four 
months) 
Training in Obihiro (One IVM SA TREPS member scientist for natholoev for one mon出】
3. Lecture 
ηie SA TREPS intr吋uctorylecture for Japnnese high-school teachc『'Swho visited to IVM in JICA 。ml?ramITcache『S’Ovc隠伺sTraininl!.). 

3.2.6. Contributing and Inhibiting Factors 
Contributinl!. Factor 

Month of Prcooration 
2014/10 
2014/10 
2015/07 
2015/09 
2016/04 
2016/05 
2016/07 
2016/08 
2016/08 

Date of Implementation 

2014/10 
2015/07 
2015/09 
20I6n 
2016/8 
2016/8 

2015/01 
2015/02 

2015/09 

2016/02 

2016/05 

2015/8 

• All Mongolian C/P scienti抱 understoodthe aims of the Project. and have been actively participating in出e

Pro ect activities. Appropriate laboratories and scientists were selected出 C/P(Basic knowledge and skills of 

C/P scientists are at substantially high standard. Therefore, training courses and research progress seminar have 

been efficiently working). 

• Countrywide local veterinarians network has cor市ibutedto efficient data collection and distribution of the 

research outcomes. 

・Organizedmanagement of the Project by both the Mongolian and Japanese sides to四 nyout the陀searchworks, 

including coordination among relevant Mongolian governmental organizations (e.g. MOFALI, MOESCS, etcふ

・Longhistory of collaborative research between IVM and Obihiro University of Agriculture and Veterinary 

Medicine that started in 1997仕oma JICA technical cooperation project (Improvement of Technology on 

Diagnosis of Animal Infection Diseases in Mongolia ( 1997-2002)) 

E阻hihitineFactor 

There h出 notbeen observed signific創刊 inhibitingfactors soぬr.However. timely purchase of陀agentsand 

consumables has been and will be an issue to be addressed by the Mongolian side to smoothly implement the research 

activities of protozoan dise回目．
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4. Results of the Mid・tenn Review 

4.1. Results of the Review based on the Five Evaluation Criterin5 
4.1.1. Relevance 

The Relevance of the Pr吋eelis High, due to the following 何回ons:

。） Consistency with the Mongolian Government Policy 

In Mongolia, agriculture is one of the most important sectors along with the mining industry, accounting for 

approximately 14.8 % of GDP and employing about 35.0 % of labor forces出 of2012{Mongolian Statistical Year 

Book 2012). In order to avoid dependence on mining industry that produces 18.6% of GDP, Mongolian government 

strongly promotes increased productivity of animal industry, which is historically白emost important and symbolic 

industry in Mongolia. 

For example, in “State Policy on the Food and Agriculture" approved in November 2015 in the Resolution of the 
Mongolian Parliament, the Mongolian Government stresses that food and agriculture manufacturing is one of the 

economic and social pillars that h出 avital function白atrelat田 tothe national security of Mongolia. In the Policy, the 

followings are included relevant to livestock production and supply of raw materials and produc悩：

• To prevent合omanimal infectious and endemic diseases to uphold a s回 tegyto control disease and to overcome 

it, to improve capacity to identify infections earlier and improving悶 ponsem郎 uresandtoc加ifyzones free 

from diseases. 

• To conduce comprehensive, quick system in all levels of hierarchy including soums which meets international 

standards of veterinary, improve responsibilities of producers, companies and to build capacity of local 

vetermary. 

Controlling livestock diseases is regarded a pre陀 quisitefactor to achieve livestock breeding wi由 highquality and 

productivity. The Project is conside『edhighly relevant wi山 theMongolian national policy at the time of Mid・tenn 

Review，部itaims to improve rese釘chand development capacities ofIVM for回 rlydetection, prevention and con回 l

measures against animal protozoan diseases through conducting epidemiological studies and developing on・site 

diagnostics. 

In Sustainable Development Vision (2030) approved in February2016 in the Resolution of the Mongolian Parliament. 

development of livestock indu拍y,through monitoring of domesticated animal dise出回 andproper treatment by 

improvement of the veterinary service to the international standard, is included田 oneof the development ta唱els.

(2) Needs of Local Communities 

Before the Project started, the status of prevalence and damages caused by protozoan dise宙開 hadnot been fully 

clarified yet in Mongolia, and consequently, the prevention and control me出 U陀shad not been fully developed yet, 

either. Animals infected with protozoan diseases su釘er合omhealth problems such as anemia. high fever, abortion, etc. 

and sometimes are unable to endure the winter climate in Mongolia. 

’fhe Project started in June 2014, aiming at clarifying出e副知sof prevalence and damages of protozoan disease and 

developing on・site diagnosis kits. During the 戸halfof the Pr吋ectperiod, unexpectedly high p陀 valenceof animal 

protozoan diseases and tick infestation in Mongolia has been confirmed through nationwide field sampling and 

development of on-site diagnosis kits h田 beenongoing. The Project is considered relevant with the needs of local 

communities白血ePr吋ectwill con甘ibuleto improvement of livestock productivity and livelihood of nomad herders 

in the long tenn. 

5 The grading system of five levels was applied for the Review: High, Relatively High, Moderate, Rclutively Low and Low. 
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(3) Japanese Aid Policy/Strategy 

In the country-wise assistance policy to Mongolia made public in April 2015, the Government of Japan puts priority 

on the following three are回；

• Sustainable Development of the Mining Sector and Enhancement of Governance, 

・Assistancefor Inclusive Growth, and, 

・Enhancementof the Capacity and Function of Ulaanbaatar as Urban Center 

In the second prioriザarea,the Government stipulates that it will釘yto assist the Government of Mongolia to secure 

job oppo巾 nitiesand improve livelihood of farmers through dissemination of sustainable management of agricultural 

and livestock breeding. 

Specifically, the Project is included俗 oneor白eschem回 of白eProgr加 1:Improving Agricultural Management under 

the Priority Development Issue 2-1 (Creation of Employment Focusing on Small and Medium Enterprises with a view 

to Diversifying Industrial S刷 cture)in the second priority area. 

Japa目、ODA:Rolline Plan ror Moneolia (as or April 201 
Prio吋tyArca 1: Sustainable I Priority Development Issue I: 
Development of the Mining Sector I I・I.Sustainable Mining Development 
and Enhan四 mentof Governance I 1-2. Enhancement of Governance includi昭 Pro戸rManagement of 

Revenue from Naturul Resources 
Priority Development Area 2: 
Assisting Inclusive Growth 

Priority Development Area 3: 
Enhancement of the Capacity and 
Function ofUloanbaator as Ur凶 2

Center 

4.1.2. Effectiveness 

Priority Development Issue 2: 
2-1. Creation or Employment Focusing on Small a自dMedium 
Enterprises with a View to Diver冨i町ringIndustrial Structure 
Program: 

• Supporting Private Sector 
• Imorovinl! Al!ricultural Mana2ement 

2-2. [mproving Basic Social Services 
Priority Development Issue 3: 
3. Improving lnfras回 ctu民 UrbanPlanning, and Management Capacity 

Effectiveness of the Project is Relatively High at the moment of the Mid-tenn Review due to白efollowing向指ons:

The Project Purpose: Research and development capacities of IVA-I for 仰のdetection,prevention and control 

meas11r，四 againstanimal protozoan dlse田 es(trypanosomosis and plroplasm倒的 areimproved tl1r011gh 

conducting epidemiological studi，回 anddeveloping on-site diagnostics in collaboration witll NRCPD. 

Achievement of白eProject Pu叩oseaccording to the indicators is considered reasonable at the time of Mid-term 

Review (3. l.4 Achievements of the Project Purpose). 

In addition, a series of interviews lo Mongolian CIP researcher百 andtheir presentations at SATREPS Scientific 

Seminar clarified that all of them had improved their research capacities for early detection, prevention and control 

me出 uresagainst animal protozoan di舘箇esthrough participating in the Project activities. 

A total of 15 scientific pa戸時we陀 preparedand accepted by inte『nation日Iscientific journals. However, involvement 

of Mongolia rescarche『吉田authorsw凶 notnecessarily significant at the time of Mid-term Review. It is exp田 ted白at

more Mongolian researchers will prepare scientific pape厄 and日cccpted酪 autho路 orco-au出orsby international 

scientific journals in the 2°d half of the Project period. 

兵ヶ 12 gg 



4.1.3. Efficiency 

Efficiency of the Project is considered High at the time ofMid-tenn Review. 

担盟i
Both the Japanese and Mongolian side have made proper input to the Pr吋ect.

The Review Team con finned that all the equipment provided by the Japanese side to IVM have been well maintained 

and effectively used, which also indicates C/P's dedication and appreciation to the Project. Because of excellent 

condition of all the equipment, the Project activities have been efficiently progressing. 

旦旦胆1
Expected outputs of the Project have been achieved邸 scheduled:Newly established wild-type protozoan p町asites,

汀ialkits ofon-site ICT diagnostic for animal汀ypanosomoses,disease prevalence and distribution 由民etc.have been 

efficiently produced through joint work by the Japanese and Mongolian researchers. 

4.1.4. Impact 

It is still prema旬reto evaluate the impact of the Project at the time of the Mid-tenn Review. However, the Review 

Team expects following various impacts based on the observation of the progress of the Project: 

(1) Technical Impact 

百四Project will generate huge technical impacts in白econb叫 ofprotozoan diseases in Mongolia. 

Animal protozoan diseぉes,such出町1panosomoses叩 dpiroplasmoses, are considered major constraints of livestock 

indusby in Mongolia. Development and dissemination of low cost on-site diagnostic kits for protozoan dise出 es,

together with visualization of epidemiological data of the protozoan diseases and ticks will help local veterinarians 

and researche『sto draw up effective control measures of the di卸値目andticks.6 It will be also helpful for Mongolian 

governmental office時 incharge of quar加 tinecon位。lof livestock exports副 dimpo市．

The combination of diagnostic kits for釘ypanosomosisand piroplasmosis end visualization data of disease prevalence 

can be a reference model for how to control protozo叩 diseぉeson a global scale. 

Technical impact of曲EPr吋ectwill be also seen in白eprofessional凶 iningof veterina巾nsand unive隠itystudents in 

the field of veterinary medicine. Narrated video lessons of full necropsy/ autopsy and necropsy manual for dourine 

were composed under the Project in May 2016 (Mongolian ve『sion),and will be凶 edfor回 iningof s制御崎 of

veterinary school, MSLU and local vete巾 arians.

(2) Social Impact 

By controlling the protozo叩 diseases,productivity of livestock indusll)' in Mongolia will lead to improvement of 

livelihood of stock raisers, including nomadic people who seasonally migrate from p出組問 to戸5仰向 with mixed 

herds of sheep, goa民 cattle,horses and camels. 

The Japan-Mongolia Economic Partnership Ag閃 ement(EPA) entered into force on June 7, 2016, which was signed 

6 Successful isolation of new T. equi，戸 rdumstrains h応 notbeen achieved I凶 t30yc師.T. equiperdum lVM-tl is highly im伊 rtnnt
not only in the Project but also the scicnti日ccommunity in the world. Fu同hernnalysis of the parasite genotype, full-genome, and 
transcriptome provides essential information ford凹 elopmcntof new diagnostics. vaccines and悦瓜mcntdrugs (Sugwlllmn, 
Naranlsa包mlet al. 2016. Parasites & Vectors. In press). 
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on February I 0, 20 I 5 in Tokyo, following the completion of respective necessary legal procedures in both countries. 

When preventive and control me出町田againstprotozoan di町田esare conducted based on the results of the on-site 
diagnostic ki箇加dthe guidelines to be proposed by the Project (mentioned in the Overall Goal of the Pr吋ect(PDM
version 2.0)), Japanese people’s reliability on and image of livestock products comp巾ingof meatヲcheese,etc. will 

improve to a great extent and export of these products is expected to be promoted. 

4.1.S. Sustainability 

Sustainability of the Pr，吋ectis difficult to由民ssaccurately at the time of Mid・・termReview. Therefore, the Review 
Te創ngives just provisional description of the prospect of Sustainability in the following sections based on出e
inゐrmationobtained through interviews to Mongolian stakeholders. 

(1) Policy Aspect 

Mongolian economy is centered on mining and livestock industry. It is unlikely that the new adminis回 lionwill 
drastically change the policy to put priority on development of livestock industry by better m卸 agementthrough 
prevention of animal infectious and endemic diseases. Therefore, sustainability of the Project in terms of policy will 
remain high from now on. 

(2) Financial Aspect 

百1eReview Team confinned that budget of the Project will be allocated at least until恥 endof the Project 

cooperation period, through the interview with relevant Mongolian governmental officials (MOESCS and Mongolian 

Foundation for Science and Technology, etcふ

However, recent downturn of Mongolian economy may have negative impacts on budget arrangement of the scientific 

research field in Mongolia after the termination of the cooperation period, and there remains slight concern about the 

financial sustainability of the Project. 

(3) Technical and Management Aspects 

Mongolian C/P had basic research skills even before the Proj町 tand tb町 havefurther s回 ngthened白eircapacities 
through the仰はicipationin the h吋ectactivities. 

Review Team confirmed白紙providedequipment had been effectively used and properly maintained so far, and it is 

expected that Mongolian C/P will continue to effectively u田 andproperly maintain the equipment However, 

purch田eof reagents and consumables for the equipment in Mongolia may continue to pose difficulties against smooth 

operation of the research works at IVM in出ea』如何．

Local veterinarians are highly cooperative to the Project activities. Hence, the Project outcomes could be sustainably 

utilized for development of livestock indus町 inMongolia. 

4.2. Conclusion 

The Review Team conducted Mid-term Review of山 Projectbased on five evaluation criteria. through literature 

survey, interview to stakeholders (Mongolian CPs, Jap加 eseexpe同s,livestock farmers, etc.), a series of discussions 

with Mongolian governmental officials, and site visits to the Regional Veterinarian Conference in Khenty and a 

livestock farm in Bayantsogt Soum. 

The Project w出 evaluated田 highlyrelevant with Mongolian development policy, Japan's aid policy and s回 tegy,and 

the needs of Mongolian societies, at the time of Mid・termReview. 
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E白ectivenessof the Project W出 evaluatedrelatively high. Capacity enhancement of IVM has been successfully 

executed回 awhole through technical guidance by the researchers of Obihiro U『iiver百ityof Agriculture and 

Veterinary Medicine, participation in the trainings, as well as provision of necessary equipment for research works on 

protozoan diseases. 

The Project researchers' intensive work on collection as well出 analysesof nationwide blood sampling is highly 

admired. It is also highly commended that Mongolian re田arche悶 compiledand repo巾 dthe results of their research 

works including four pieces of scientific pape隠 tothe Mongolian scientific journals. Meanwhile, al出ougha total of 15 

scientific papers were prepared under the Project and accepted by international scientific journals, most of which were 

prepared by Japanese researchers, and involvement of Mongolia researchers as authors w鎚 notsignificant as 

expected. 

E問ciencyof the Pr吋ectW出 evaluatedhigh. As a whole, input by both the Japanese and Mongolian sides were 

appropriate. Most of the provided equipment by伽 Japaneseside has been ful取utilizedto implement the Project 

activities and con凶butedto successful achievements of Output. 

The Review Team considers白紙itis still premature to evaluate Impact of the Project at the time of Mid-tenn Review. 

However, it is expected that the Project will generate huge technical impacts in the control of protozoan dise出回 in

Mongolia. 

Animal protozoan diseases, such田町panosomosesand piroplasmoses, are considered major cons回 intsof the 

livestock industry in Mongolia Development and dissemination of low cost on-site diagnostic kits for protozoan 

dise郡白， togetherwith visualization of epidemiological da包 ofthe protozo叩 dis回 sesand ticks will help lo伺 l

veterinarians and researchers to draw up e偽 ctivecontrol me出 uresof the diseおesand ticks. 

If the diagnostic kits for trypanosomoses and piroplasmoses and visualization data of disease prevalence are widely 

adopted in Mongolia, and are used to implement a s回 tegyto con回 isuch diseases, in accordance wi出theguidelines 

to be proposed by the Project, the experience will be a 向島rencemodel to con凶 iprotozo剖他国民son a globals回 le.

Sustainability of the Project is difficult to evaluate at the time of Mid-term Review similarly to the c出 eof Impact. 

Review Te副首 considers the Project will remain highly relevant with the development policy of Mongolia even under 

the new adminis回 lionbased on the information obtained so far through the interview with governmental officials. 

The Review T回 m confinned that budget of the Project will be allocated at l拙 tuntil the end of悦 Project

cooperation period, through the interview with relevant Mongolian governmental officials小10ESCSand Mongolian 

Foundation for Science and Technology, etc. However, downturn of Mongolian economy may have negative 

impacts on budget ar百 ngementof scientific research field in Mongolia, and it is still difficult to estimate to which 

extent the impacts will be at the moment under the new adminis位ation.

In tenns of technical and manageme脱出戸ctof the Project sustainability, there remains slight concern曲outtimely 

purchase and釘悶ngementof reagents and consumables necessary for the provided equipment. 
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5. Recommendations 

The Project is now being implemented effectively and challengingly based on the close relationship between IVM and 

Obihiro University of Agriculture and Vcterin町 Medicinesince the JICA project“Improvement of Technology on 

Diagnosis of Animal Infection Diseases in Mongolia" started in 1997. 

In order to回surethe achievement of the Pr吋ectPu叩oseand the further utilization of the Project outcomes for 

promotion of livestock industry in Mongolia, the followings arc recommendations to the Project Team, Ministry of 

Food, Agriculture and L旭htIndustry (MOFALI). 

(I) Toward the achievement of Project Purpose 

[To the Project Team) 

I) Capacity Development of Mongolian Researchers 

Project already published a total of 15 international publications with citation index and four publications out of 15 are 

co・authoredby Japanese and Mongolian researche隠.Although IVM r，回carehe『'Shave been con汀ibutingmainly to 

collect and analyze data according to Japanese researchers' advice, and they are actively published their findings in 

domestic journals, it is critical for them to write up a paper that is acceptable by international journals with citation 

index.割問refore,in order to maintain the international publications by IVM even after the project completion, further 

capacity development of IVM researchers is necessary especially through incre鎚 ingjoint publications of the 

international journals. 

Mongolian young researchers are requested to improve laboratory as well出 languageskills, taking the opportunity of 

participating in the SATREPS Project as much as possible. They are also recommended to submit papers at the latest 

six months earlier than the end of Project cooperation period. 

2) Project Management 

The related r回 gentsand consumables supply for labor司toryand field experiment釘enot well functioned in Mongolia 

in terms of由equality and白es戸ed.From the sustainable point of view. the advanced procu民 mentplanning of 

necess創yreagents and consumables is prefe『red.Bulk purchase order for necessary reagents and consumables by 

IVM should be accustomed even during the Project period in order to出 surethe smooth procurement for the activities 

after the Pr吋ectends. 

Fu民hermore,regarding血erelocation oflVM laboratories to the new building which is planned to be cons加 ctedby 

the end of2016, it is neces回 ryfor 1VM to provide special consideration to minimize any inconvenience of the Project 

activ1t1es. 

(2) Towards the Actual Application of the Project Outcome (Achievement or Ovcrnll Gonl) 

ITo the Project Team and MOFALIJ 

I) Overall Goal Setting 

In order to commonly understand the situation ofactual application of恥針。ctoutcome, it is recommended to add 

the Overall Goal “The prevention and control measures against animal protozoan dis回 S白｛bypanosomosesand 

piroplasmoses) are taken based on the result of on-site diagnostic kits.＇’in the PDM. By adding overall goal回 dsome 

clarifications of indicators, Review team recommends to revise PDM (version 1.0）悩attachedPDM (version 2.0) 

(ANNEX 9-1 and 9-2). 

Considering the achievement of Overall Goal, MOFALI has a crucial role for the distribution of the diagnostic kits in 

the country and the prevention and control of those dise出 esin the field. State laboratory for quality control 

ceはi日間tionof veterinary drug of MOF ALI is authorized for the approval of the diagnostic kits，卸dDepartment of 

Veterinary and Breeding Service, MOFALI is in charge of animal disease control such 出 the

prepa剛 ion/implementationof the official s同 tegyof diagnostic kits distribution as well回 preventionand control 

~~ 
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me路町田fors戸cificanimal dise出 esaccording to the guideline to be proposed by the end of the Project. 

羽町efore.it is recommended for lVM and MOF ALI to have periodi四 lm田 tingsonce白eon・sitedi唱即刻ckits 

approved to share the epidemiological data of the Pr吋ect(NM) and the distribution planning of the on-site diagnostic 

kits (MOFALI) so that the extension plan will be finalized referring to the actual prevalence situation and IVM can 

prepare the production of the diagnostic kits in advance for the smooth distribution. 

(To the Project Team) 

l)TbeSocio・EconomicEffect orthe Project 

In order to facilitate the distr「butionof the diagnostic kits, it is important to show the possible sociかeconomiceffi回ts

of白epreventive叩 dcontrol me出 uresfollowed by the diagnosis to the veterinarians and the stock raisers. As the 

Project planned, IVM already started the negotiation to get agreement of the owners of the farms as the model farm on 

the collaboration for the experimental work of the Project. Therefore, it is recommended that the Project should collect 

data not only from the epidemiological aspects but also socio-economic田 pects.

3) Intellectual Property Rights 

Application for intellectual property rights generated from collabor百tiveresearch, such出 ICTlicensing, is 

recommended to be discussed at appropriate time among relat官dorganizations {IVM, Obihiro University of 

Agriculture and Veterinary Medicine, AMED, JICA, etc.) 

。）TheCollaboration with OtherJICA Projecl!J 

(To the Project Team) 

In Mongolia. two JICA proj田tson the capacity building in the回mefield of veterinary medicine are being 

implemented.百leother project is titled出“Projectfor Strengthening the Capacity for Human Resource Development 

in the Field of Veterinary and Animal HusbandryヘtargetingMongolian UniversiザofLife Sciences and MOFALI 

and cooperated by Hokkaido University. Although these two pr吋ectsalready shared the information by attending 

each JCC, further collaborations such酪 materialsharing and/or r田ourcesharing are recommended for the additional 

positive加pactof both proj釘ts.
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ANNEX2 Project Design Matrix (Ver.1.0) 
Project Title: The Project for Epidemiological Studies on Animal Protozoan Diseases in Mongolia and Development of Effective Diagnostic Measu陀 S

Cooperation Period: June 2014-June 2019 (5 years) 
Target A問 a:Entire Mongolia 
Implementing Organization (Mongolian side): Institute of Veterinary Medicine (IVM), Mongolian State Unive凶tyof Agriculture (MSUA) 
Implementing Organization (Japanese side): National Resear油 Centerfor Protozoan Oise回目別RCPD),Obihiro Unive凶tyof Agriculture and 
Veterinary Medicine 
Direct Beneficiaries: Resear℃hers ofIVM 
Indi問 ctBeneficiaries: Mongolian Stock Raisers an 

Narrative Summary 
Proiect Pumose 
Research and development capacities of IVM f町
early detection, prevention and control me回U問S

against animal protozoan diseases 
（旬ypanosomosisand piroplasmosis) are 
improved through conducting epidemiological 
studies and developing on-site diagnostics in 
collaboration with NRCPD. 

♀旦担些
1. On-site diagnostics against animal protozoan 
di回目白町edeveloped. 

2. Prevalence, distribution and damages of major 
animal protozoan dise出 esand the vector ticks in 
Mongolia are clarified. 

d Administrative Organizations in the Livestock Sector 
Objectively Verifiable Indicators I Means of Verification 

-On-site diagnostic kits are developed I -Acceptance record by the 
by IVM and submitted加出estate I state laboratory for quality 
laboratory for quality control and I con加 land certification of 
certification of veterinary drug. I veterinary drug 
-The number of international I -Reprints of the publications 
publications with citation index. 

-By 2016, the prepared on-site 
diagnostic kits will be used for the 
epidemiological studies in the field. 
-By 2018，出eeffectiveness of the 
on-site diagnostic kits developed by 
IVM will be verified. 
-Prevalence and distribution maps of7 
kinds of animal protozoan parasites 
and 3 kinds of vector ticks a問
prep町ed.
・7kinds of reports and seminars, etc. 
on current status of damages due to 
major animal protozoan dise回 esand 
出evector ticks町epresented. 

-Assessment record of the 
on-site diagnostic kits (e.g. 
publications, experimental 
問co吋s)
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Important AssuJ11pti9n 

Cooperation by local 
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is obtained. 
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3. Effective meぉuresfor the prevention and 
control of animal protozoan diseases in Mongolia 
are proposed based on detailed analyses of the 
results of epidemiological studies and the trial 
runs of the me出 ures.
Activities 
I. Development of On-site Diognostics of 
Animal Protozoan Discoses 
1・I.Collect, isolate, and cultivate the wild strains 
ofttγpanosome and piroplasma. 
1・2.Conduct antigen genotype analyses on the 
wild strains mentioned above (I・I)and identify 
the suitable diagnostic antigens. 
1・3.Produce recombinant antigens. 
1-4. Identifシantigenicproteins for 
l『nmunochromatographictest (!CT) by 
evaluating the speci日city,reactivity and 
practicability of the recombinant antigens using 
diagnostic methods such as LAMP and ELISA. 
1・5.Develop ICT・basedon-site diagnostic trial 
kits applying the optimized recombinant 
antigens. 
1・6.Assess the on-site diagnostic methods using 
infected natural hosts. 
1-7. Evaluate the e百ectivenessof the on-site 
diagnostic methods in the field and make 
improvements based on the evaluation results 
(conduct in parallel with (2・I))

・7kinds of reports and seminars, etc. -Publications and records of 
on preventive measures and seminars 
counterme出 uresagainst animal 
protozoan dise悩 esare presented. 

Inpu包

[Japanese Side] [Mongolian Side] 
Dispatch of Japanese researchers 1. Services of counterpart 
出 expe巾 inspecific fields researchers and 

2. Dispatch of Japanese project administrative personnel 
coordinator 2. Provision of facilities 

3. Receiving Mongolian researchers necessary for the 
in Japan implementation of the 

4. Provision of equipment and Project: Suitable project 
materials which are necessary for office; Suitable space for 
the Project an animal facility for 

5. Necessary expenses, except the protozoan dise邸 esand 
running cost, for the collaborative tick vectors 
research activities 3. Preparation of the 

existing equipment 
utilized for research 
activities 

4. Replacement of 
machinery, equipment, 
instruments, vehicles, 
tools, spare pa此sand any 
other materials necessary 
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2. Clarification of prevalence, distribution and 
damages due to major animal protozoan 
diseases and vector ticks in Mongolia 
2・1.Collect infonnation on animal protozoan 
diseases, clinical symptoms of infected animals, 
国 wellas histopathological infonnntion, by 
conducting epidemiological studies on protozoan 
di町 田esand vector ticks. 
2・2. Analyze GPS data on prevalence and 
distribution of animal protozoan dise邸 esand 
vector ticks. 
2・3.Prepare prevalence and distribution maps of 
animal protozoan diseases and the vector ticks. 

3. Proposal of effective preventive measures 
and countermeasures against animal 
protozoan discnses in Mongolia 
3・I.Decide the model areas for applying the 
candidate preventive me出 uresand the 
countermeasures based on the information 
obtained through the epidemiological studies. 
3・2.Review the preventive measures and 
countermeasures, and conduct trial runs in the 
model areas. 
3・3.Analyze the relations between the health 
damages caused by animal protozoan diseases 
and the livestock productivity. 
3・4.Propose effective preventive measures and 
countermeasures against animal protozoan 
dise邸 esin Mongolia. 

for the implementation of 
the Project other than the 
equipment provided by 
JICA 

5. Means of凶 nsportand 
travel allowances for the 
counte巾a巾 forofficial 
travel within Mongolia 

6. Running expenses 
necessarγおrProject 
implementation 

7. Expenses necessary for 
transportation within 
Mongolia of the 
equipment凶 wellas for 
the installation, operation 
and maintenance thereof 

8. Available data (including 
maps and photographs) 
and information related to 
the Project 

Pre-Conditions 
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ANNEX3 Tentative Plan of Operation (PO) 

YEAR 

No. Activities 
I 2017 18 ID 

1可E・五・戸・・可・ぬ・・l・IQ・｜・2Q・｜・3Q・｜・ぬ・1・1・Q・｜均・・I3・Q・I4・Q・l・叫・・2Q・l・叫・・伺・｜・川・・叫・・3・Q・1・4Q・l・IQ圃I IC fODi!I ii I！白宣 11 目 日

防相或1 可 ．日品目M l泊 施 畑 盟国 llm司αlDf ii、 iii !lnnf!I 
ー

l C nlle i'I 訓， l官叫・・ilt Ile th 出 Sn ・哩 0tnmll1M四 nA ocl Piroi国自 ma.
唱。 同 圃 ’F 

島

Co吋1即tnnt取ngc即 typeana砂seson thew細胞曲四冊目tkmedabove (1・1)
句 逼

1・2
創Klidcntifv批判加bledia.四ostican血g田． .. 

• 3 Pr吋uce閃Cαnbinar詑antiJ?.e回． 』

I必瓜jfy削除.enicproteins 伽 ImmWl<X:hroma時限付tictest (ICl) by 
．． 

1 

14 evaluating由especificity, reactiv量y町Kipracticability of the陀combinant ~ ！正
b 7・

脱 出回 国irmdiamtOStic mctl凶 ssuch田 LAMPand ELISA. 
． l I 

Devek>p JCT-based on-site dia伊ostlc向 l陥sapplying the o似加面d Ii 
1-S 

re com凶11U1tantmens. 

Asse鎚恥on-sited訟gnosticme出ods凶均infectednat刷出osts.
国 ． 

J.(j 冒 11 II 臥

Eval咽te出eeffectiveness of血em・sitediagnostic me恥刈sh偽efield and 
． . ,¥ 

． 

同

1・7 make improvements based on the evalua伽 Em蜘（cαKiucth戸rallelw抽
， 

1' 
(2・I)) ー

If【

．時 』

。叫DUt2:t~r 山 .：恒 n a加盟2rum :1 Ill雌r ’cc 酋cksI ~IC 回阻

Collect jpfonnation on副也nalprotozoan dise田es,clinical symptαnsof 
司 一司 .. 同

2-1 infected a曲nals，出well田 histo戸tho同icalinformation. by cor吋田由g
II 

， 

叩 idemiologjcalstudies on on:首位加Ed耐節目andvector ticks. 事

2-2 
Analyze OPS由也叩問咽Jeneeand distn"bution of animal伊'Ol()21)81t

diseases wKi vector ticks. 
P館関reprevalence wKi dis住めutionma戸 of副耐ial1克明omandiseases and 

2・3
the vector ticks. 

t:.JUtpUt. J. J::ttectivc ・meastues tor官官prcve融泊四国主刷蜘lota皿nalprot02i>iiii両国民事m ~Ila 邸宅 民沼Clon f陪園田IQI S国 OtlDC 陀s~ 0 CD mio同岡山田 8:IC If聡

｜廿ialn1 ..... of the町嘗掴島町開，

Decide白cmはlei町casfor日pplying出e戸可：vcntivcme凶 lll'CSand the ， 

3-l COWlterme邸 uresbased on侃 inめnnation伽 ainedthrough恥
l可

叩 idemiolo2icalst凶ies.
Review戸可：ven凶veme田 uresand countermeasures, and conduct佐ialnmsin 

3・2
出en削除1闘 as. 陸国

Ana砂zethe回h出nsbetween the hea肋也m冒.gescaused by anim且l ．唱
4・

3-3 
町otoz即 Hilse郎csandめelivest四 km吋uctivitv. 1・ ” 

'' 

Propose effective prevent~’e measures凶 COl.Ulterme悶 uresagainst a伽 al
3-4 

l凹 disc凶 esin Mon四Ua
‘ ， 

!< 
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Evaluation Questions 

Items to be verified Major Sub-Questions Basis of Judgment Data to be collected Dat11 Source Data Colhicllon Methot』

。”“tlons
Progress or the Hove the •Was there dcl11y in the activities? Comporison orthe current ・I’Ion oropcrotion and octuol • Project Report/documents -Literature Survey 
Project Activities Project been What was the reason? progress with山ePDM pmg陀ssor activities ・Mongolian Stakeholders ・Interview 
and progressed os • Wos ti隠remodification orPDM nndPO. -lnfonnotion of modification of 。VM,etc.) • QucstioMoire Survey 
lmplcmcnto1ion scheduled? and PO? activities, etc. -Japanese Experts 
Process 

We『官 there •H悩 the Project been monitored Is the monitoring method lnfonnotion related to -Same凶 Above- -Some as Above ・
any problems a目白roorintelv? appropriate? monitoring・
relotcd to the 市Didthe decision making Whether there is o Confinn the decision-making 
P『oject mechanism or the Project wo『k problem ornot? If ony, mechanism including JCC. 
Management? pro pc『ly? how the Project handled 

wi山めeproblem? 
•W凶 infonnolionsufficiently Verify the status of Method of infonnotion sh叩ng
shnred omong stakeholders? infonnotion sharing. (regular meeting, distribution of 

reports, communication among 
stakeholders, etc.) 

ηle dcgr官Eof 事Doesimplementing agencies Deg『官eof understanding -Mongolian Stokeholders(IVM, -Same os Above -
understanding undersland the objective, etc.> 
and significonce of the Project -Joponese Expe刊S
comm11menl implementation and its oooroochcs? 
of山EPro eel 本 DoCPsp回 icipotein the Project Degree of 
by the octivilies with their own ini巾.tivcs? porticipation/commitmcnt 
implementing 
01?enc1es 
Recognition of • Do torget groupゐeneficiories Do target Deg『eeof • Mongolian Stakeholders -Interview 
the Pro eel recognize the Project activities? group/bcncfic町ics recognition/understanding 。VM,Mongolian Stock Raisers -Questionnaire Survey 
objective by 同cognizethe Project (Promotion activities confirm叫 and Administrative -Site Inspection 
the 111rget 目ctivities? too) O『・g11nizationsin the Livestock 
group ond • Do target groupゐenefici町ics Do target Degree ofporticip11tion Sector, etc.) 
beneficiaries porticipote in the Project octivilies group/beneficiaries • Japanese Ex開市

、viththeir own initiatives ? 開rticipolein t11e Project 
activities with their own 
initiatives? 

な
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Relevance 

Wos 
implementation 
of山eProject 
relevant? 

Major 
Ouesllons 

Docs the 
Project hove 
同levancewith 
the Mongolia's 
development 
policy? 
Wos the 
selection of the 
target group 
appropriate? 

W箇 the
P吋ect
relevant with 
the oid policy 
of the Japonese 
government? 

Relevance os o 
means 

、，
Evaluation Questions 

Sub-Questions 

•Are 山eP吋eelPuゅose,Overall 
Goal in ncco『donccwith Mongolia's 
development policy (specilicolly in 
the livestock sector)? 

•W邸 the Project relevant wi山the
needs of the target groups? 

•Did 山Etarget groups have 
回目oro目riatescale? 
• Did the Project handle 、vilh白e
prioritized subjects of the Japanese 
aid policy? 

•Did白eP刈ectconform to the 
JICA’s country-wise oid policy? 

念 W田 theProject relevant us o means 
lo generates positive effects in the 
field of』ivestocksector 
development ? 

•W脳血EProject appropriate from 
the standpoint of equity? 

Basis of Judgment Data to be collected Data Source Data Collection Method 

Veriry the relcvom:e of山e -Policy, strotegy, etc. on -Project Repon/documents -Literatur官Survey
Overall Goal，回目dthe livestock development, etc. of -M叩 goliunStakeholders -Questionnaire Survey 
Project Puゅosev吋ththe Mongolio (Ministη・ofFoodond Agriculture, -Interview 
Mongolian policies. IVM, etc.) 

-Japanese Experts 

Verify the relevance of the -Mongolian Stokeholders' view ・Same as Above • • Some os Above ・
Overoll Goa, and the • local communities in the pilot 
Project Pu『posewith the project sites 
needs of the tarllel llrDUP. 
Verify the current status of ・List ofCPs • Project Repon/documents • Some os Above ・
出etarget group. -lnfonnotion on pilot sites -Livestock statistics, etc. 
Verify the relevance of山e -Japanese ODA policy toward -Joponcse ODA policy toward -Literature Survey 
Overall Goa, and the Mongol in. Mongolia, etc. 
Project Purpose with the 
Japon's oolicv. 
Verify the relevance of山e -JICA・scountry-wise凶dpolicy .JJCA’s country-wise oid policy -Literature Survey 
Overall Goa, and白e
Project Purpose with the 
ncA・snolicv 
Confirm the cuncnt status -Aid policy end stotus of other -Project Repon/documen路 -Luerotu『ESurvey 
。faid schemes of other donor agencies -Mongolian Stakeholders (IVM, -Interview 
donors 10 check with -Stakeholde路＇ view/comments 以hninis位ntiveorganizations in the 
overlapping. livestock sector, stock misers, ctc.) 

-Japanese Experts 

Whether the equity was -Stnkeholder宮’view/comments -Some DS Above ・ -Interview 
maintoined or not in the -Sile inspection 
implemenlation or the 
Proiect 



ひ
J、

~ 
~ 

Erreclivencss 

Verify the 
achievement 
。flhc Project 
Purpose. 

.Major 
Questions 

To which 
extent h出血E

Pro cct 
Pu中osebeen 
achieved? 

Evalu・tionO”estIons 
Sub-Questions 

H凶“Researchnnd development 
cnp11ci1ics oflVM for early 
detection, preventぬnond control 
me凶uresngainsl animol 
protozoan diseases 
(trypanosomosis nnd 
piroplasmosis) are improved 
through conducting 
epidemiological studies and 
developing on-site diagnostics in 
coll白borationwith NRCPD. 
”been achieved? 

•Wastherc 四y factors that 
promoted or inhibited the 
achievement of the Pro eel 
Pu叩ose?

市HosOutput been achieved 
sufficicnlly? 

Buis of Judgment Dat皿tobe co”ected Data Source Data Collectlon Method 

Evaluate based on -Information and data -Project Report/documents • Literature Survey 
comparison of PDM related ID the indicators ・MongolianStakeholders -Interview 
indicator and the eurrcnt (IVM, etc.) ・Site inspection 
11chicvcmcnt of the -Japanese Expc巾 -Questionnair官Survey
Project. 
1) On-site diagnostic kits 
are developed by IVM ond 
submitted to the state 
lnbomtory for quality 
control nnd cenification of 
veterinary drug. 
2) The number of 
international publications 
官却ithcitation加dex.
Monitoring陀細胞afor • Monitoring results • Same os Above ・ -S11111e as Above ・
the important assumptions ・Stakeholders' view 
。fPDM,etc.

Comparison of Output -Dotn related 10 Output -Same os Above ・ • S11111e as Above -
achievement wilh indicators (derails ore in the 
indicators PDM) 
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Verify山e
achievements of 
Outputs ond 
Inputs 

Ma for O回目tlons
To which extent 
hove the Outputs 
been achieved? 

Input by the 
Japanese Side 
I) Expe巾

2) Equipment 

3) Training in 
Jnplln 

Input by 1he 
Mongolian Side 
I) Allocation of 
Moneolinn CPs 
2) Operation Cost 
(Budget 
management) 

Promoting nnd 
inhibiting foctors 

Sub-Ou”tlons 
l.HllS“On-site diognosti凶 ogoinstonimol 
protozoan diseases”been developed? 
2.Hns“Prevalence, distribution and dnmeges 
。fmojornnimnl protozoan diseases and the 
vector ticks in Mongolio”been clorified? 

3.H俗“Effectiveme~~：：o~~：~i~~e眠v＝~~~nnnd control of animal p 
Mongolia based佃 detailedanalyses of the 
開suitsof epidemiological studies ond the trial 
runs of the me応 U陀s.”beennronosed? 
• Were the Japanese Experts assigned 
ri:perly (the number, field of expertise, 

ing, etc.) 

•W脳血Eequipment provided properly 
(s酔cification,omount, timing, etc.)? 

• Were the trainings properly conducted (the 
number of trainees, field oftmining, timing, 
etc.)? 

噂ThenumberofCPs nnd capability. 

• Wns operation cost provided without delay 
ond with proper nm凹 nt?

•Were the悶 anypromoting and inhibiting 
factors? 

Basis or』udgment

Evaluate hosed on 
compari羽 nofPDM
indicator nnd the 
current achievement 
。ftheProject. 

Verify the input 
achievement ond the 
pion. 

Verify the provision 
of equipment 
com仰redto山e
originnl plan and the 
slot凶 ofusogeand 
maintenance etc. 
Verify the 
ochievcmcnt of the 
li"uining w叫thepion. 

Verify the CPs 
11llocotion nnd the 
plan. 

Verify the provision 
。fbudgct佃 dthe 
plan. 

Monitoring results a 
for the importnnt 
assumptions of 
PDM.etc. 

Data to be collected D11t11 Source Data Collectio目

Method 
-Dato related to Output -Project Report/documents -L1tcroturc 
indicators -Mongolian Stakeholders (IVM, Survey 

administrative organizations in the -Questionnaire 
livestock sector, stock misers, etc.} Survey 
-Japnnese Experts -Interview 

-Site Inspection 

-Assignment of the Japanese -Project Report/Inputs Record -Literature 
Expe巾（dur司tion,number, ・Mongolian Stakeholders (IVM, etc.) Survey 
timing) • Jopenese Experts -Questionnnirc 

-Comments by the Mongolinn Survey 

CPs, etc. -Interview 

・List of P『ovidedEquipment • Same as Above・ -Questionn111re 
(period of provision, Survey 
specific日tion,conditions, -lntcrv1ew 
moinlcnonce status, etc.) -Site Inspection 

-Rcco『doftr11ining, comments • Some as Above ・ • L1temture 
by ex・trninees,etc. Survey 
-Japanese Experts' views. -Interview 

• Allocotion ofCPs (timing, • Some as Above ・ -Some ns Above -
number, spatiality, 
commitment, etc.) 

-Budget pion, and status of -Some as Above - -Same ns Above • 
execution, etc.) 

-Monitoring results • Some as Above ・ -Literature 
-Comments by the Survey 
stakeholders -Interview 

-Site Ins1>Cction 
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Impacts 

Verifying the 
impocts co凶 cd
by the P吋ect
implemc:nlation 

， .. 
Ev・luationQuestion! 

M・lorOuestlo目置 Sub-Ouestlons 

( Ovcrnll Goo! hos Exnminc whot kind of positive 
nol been set叩 for impacts con be expected 3 years 
山eProject.) after山eProject 1ermino1ion, 

besed on the Pro ect achievements 
up to dale. (Overall Goal will be 
set up ns necessity町iscs.)

Verifylng impacts * Hove there been any lmpocts 
from cross・cutting (Policy, InstilUlionnl, 
v1ewpomts. Environment, Socio!, Cultural, 

etc.) ? 

Basis of Judg町1ent D11ca to be collected Data Source Data Collection l¥lethod 

-lnfonnetion and doto rel且tcdlo .p『吋cctReport -Luer白lureSurvey 
the Project achievement (P吋eel -Mongolian Officials (Ministry of -Interview 
Purpose achievements, tronsfer of Food ond目別culture,elc.) ond -Discussion with 
technologies to the: CPs, ond Slokeholders (IVM, Mongolian st11keholders 
ownership of lhc implementing Slock Raiser冨， adminlslrutive 
agencies, etc.). organization! in the livcsco喧k

sector, ecc.) 
-J日pancseExpe出

I/ 
-Mongolion Stokcholdeぽ view -Mongolian Officials (Ministry of -lnlerview 
-Japanese Experts' View Food and agriculture, elc.) ond ・Discussion~村山

Stokeholders (IVM，日dministrntive stokeholders 
orgonizntions in the liveslock -Sile 』nspcction
sector, s1ock raisers, clc.) 
-Japanese Experts 
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Sustainability 

Whether the 
achievement of 
t恥 Projectwould 
be sustained 
and/or expanded 
after the 
completion of the 
Project. 

Major 
。国estIons 

Ar官the隠 any
promoting and 
inhibiting 
fuc1ors to 
generation and 
continuation of 
the positive 
effects 
generated 
through 
implementation 
of the Pr，吋ect?

、， －一’

Ev・luatlo四Ouestlons
Sub-Questions 

担匙Z
* Will the suppon by the Mongolian 
government be continued? 

Institutional 
* Do the implementing agencies hove 
sufficient capacity to continuously 
conduct the Project activities? 
• Is the staff appropriately allocated for 
implementing the activities? 

Financial 
*Will the加dgetbe secured to conduct 
the activities related to livestock 
development in the future? 

Technicol 
• Hos the technology transfer been made 
sufficiendy? (IVM, Mongolian Stock 
Raisers, administrative o『ganizationsin 
the I ivcstock sector, clc.) 
験 Willm11intcnnnce of equipment 
(purchase of spar宮中町ts，『哩gular
mai『It叩 onceinspection, etc.) be 
conducted orooerlv'l 
Ownersh•n 
• Do the Mongolian stakeholder百
(implementing agencies, related 
。『ganizationsm the livestock sector, etc.) 
have sufficient ownc隠hipor lhe Project 
octivilies? 
• Is there o plan for activities after the 
cooocr司tion関巾d?

Data Collection 
Dnsls or J圃dgme蝿t Data to be collected Data Source 

Meth制1

Confinn the policy of仰 -Mongolian Governmental -Mongolian Stakeholders -Liter耳turcSurvey 
Mongolian Government Officials・view (Ministry orFood and -Interview 
related to the Project -Japanese Expe出・View ogriculturc, Ministry of -Questionnaire Survey 

-Currcnl status of Law and Education, Cull!』reand Science, -Discussion with 

Regul日tions,etc. IVM,ctc.) stakeholders 
-Jooanese Exocrts 

Confinn伽 allocationof -Mongolion Stakeholders・ -Mongolian Stakeholders -Interview 
stolfoflVM, MSUA, VICW 伶finistryofFood ond -Questionnaire Survey 
Mongolian Stock Raisers, -Japanese Experts' View agriculture, IVM, MSU, -Discussion wi白
administrative organizations administrative or呂田izationsin ’takeholder宮
in the livestock sectoれ the livestock sector, etc.) 
improver官1cntofCP -Japanese Experts 
caoacities etc. 
Conlinn曲eprospect of -Budget plan of related -Mongolian Stakeholders -Interview 
budget lllTllllgement for organizations (IVM, etc.) (Minis町 ofFood ond -Questionnaire Survey 
continuing the Project ogricullurc, Ministry of 帽 Discussionwith 
activities Education, Cultu『-eand Science, stakeholders 

IVM, MSU, administrative 
organizations in the livestock 
sector, etc.) 
-Japanese Exoerts 

Check with the status of -Capacity devclopmenl • Mongolian Stakeholders -Intcrv』ew
technology transfer to assessment data (Ministry ofFood and -Questionnaire Survey 
stakeholders nnd -Japanese Experts' View agriculture, IVM, administrative -Sile Inspection 
implementing set-up for organizations in the livestock 
maintenance oflhe sector, stock 『aiscrs,etc.) 
equipment, etc. -Japanese Exp宮市

Conlinn 印刷keholders' -Mongolian Stakeholders・ -Sarne as Above・ -Interview 
owner.ihip VIC、v -Questionnaire Survey 

-Japanese E将＞ens'View -Discussion w11h 
-Fanncrs' view stnkeholders 

-Site hゃectson
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ANNEXS Assignment of Japanese Experts (as of the end of July 2016) 

(long-term) 

Nol Name of Expert 

11 Satomi Kato 
2 INoriko Endo 
3 I Shoko Havakawa 

(short-term) 

Field of Expertise 

Protoz岨nOise悩es
PrQ同tCoordin瓜or
附ojectCoo吋inator

Duration of 
Assignment 

30 

730 

8 

Duration of JFY2014 
No Names Field of Expe此i田

Assignment 4 s 6 7 8 9 10 11 

1 Noboru Inoue Protozoan Oise邸es 120 回 団 園

2 Naoaki Yokovama Protoz楓 nDiseおお 21 ． 
3 Masavuki Horiuchi Protoz伺 nDiseases 9 

4 Satomi Kato Protozo四 Diseases 75 園 目自

5 Mako旬 hiarashi Protozo剖 Di鎚瓜cs 38 I] 

6 Keisuke Su2anuma Protozoan Diseases 73 

7 Ikuo Iearashi Protozo踊 Dis四 ses 14 

JFY201S JFY2016 

12 1 2 3 4 s 6 7 10 11 12 1 2 3 4 s 6 ？ 

国 I I I I u 日 目
圃

目
Bl 

目 l・J u ー1



終釧NEX6 List of Prov…P鵬”t

N。 D・loof Arrival 
Di師同伺d向凶pmcnl

b、
bも

2 

l 

4 

5 

6 

1 

I 

’ 

10 

11 

12 

ll 

14 

u 

16 

17 

IS 

19 

lG 

21 

2.2 

2J 

24 

25 

26 

21 

28 

29 

201407 

20140! 

20141聞耳

20141105 

20140"-24 

20141124 

20141124 

20141226 

20150224 

201S0224 

2015低.24

2015ほ24

20150224 

2015但24

20150224 

20150"..:!4 

201502.24 

2015ほ24

20150224 

201502.24 

20150224 

2015位 24

20150304 

20150304 

20150224 

lOIS0224 

20150420 

201SO＇η1 

~01S07ll 

II田町

TAYUI・＇A4WD Landaui町

TAYσTA 4WO Landaui町

Autacla吋才一トクレープ】

flftZa(-111℃Xフリーザー｛・，s℃｝｝

lnalba回fインキZベーター］

＇＂＇－＇＜・ 3向 Pリーザ－（・J7℃｝｝

拍fr:ty曲hinet(安全キヤピ＊ヲト｝

U甲lid副官句帽llllk（慮体II＆タンク｝

臥附略国居間iロ国岬吋蛍光..鍋｝

inv聞血icr回世帯吋儒卑圃微鏡｝同曲digi1ol国岡田

U阿sht国ロ田昌明｛生絹掴’••＞

llet官出。戸cmicr曲園駅刷出削ar)(ll体鳳徴観（.：：.

’a.)) 
成田噴出相cmi町田昌耽似回目.lar)(lll体顕微飽（~

唄｝｝

Bal四時｛公4晴夫界｝

pllm岡田｛PHメーター〉

Ina白田t恒星II)

戸 店咽Jerpuri自国d剖町d酬｛鈍ホIll直量産鑑｝

u』lrlpurc明 ler開前回d同町民間（II鈍本製造事書置｝

日l個占ased同i白t>pl師同叫酬劇画t眼光守イクロプレー

トリーダー】

Mio咽困eWasher(マイクロプレートつ2・ヲシャー｝

C剖困問削ru伊｛車よ冷卸遺心観｝
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ANNEX 8 List of Publications 

（り OriginalPa戸店(MongolianScientific Journals) 

No. Title of Papers 

Experiment result of Del也位azpo町’onin in vitro and in vivo. Amgalanb祖凶T.,Narantsatsral S., 
Myagmarsuren P., Enkhtaivan B., Battur B., Battsetseg B. Journal of Agricul/Ural Sciences. 2015, 
13, 3・7.

2 I Study on neosporosis diagnostics and result of epidemiological surv停 MyagmarsurenP., 
Narantsatsral S., Dav回 surenB., Enkhtaiwan B., Batmagnai E., Battur B., Ballsetseg B. Mongolian 
Veterinary Science and Technoli旬。Jo11mal.2015, I, 55-59. 

3 I Naran回.tsralS., Myagmarsuren P., Enkhtaivan B., Battsetseg B., Battur B. Molecular detection of 
emerging tick borne zoonotic pa山ogensin field harbored Jxodid tick species. Journalザ
Agrli叫加ralSciencu. 2015,12, 3・1

4 I Altanchimeg A., Mun思m心chirB., Gan加Id0., Soyolm回 G.,B田.tarjargalP., 0卯nb剖m M., 
Sodgerel D. lmmunohistochemical detection of macrophage. Mongolian Journal of／，ψ・ctious 
Dist，邸 e.2015,l,39-42. 

(2) 0『iginalPapers (International Scientific Journals) 

No. Title of Paoer百

Myagt羽arsuren,P., Battsetseg, B., Al切ngerel,D., Dungu. D., Myagmardulam, U. Genetic 
polymo『phismof blood potassium in goat belonging to血edifferent breeds and subbreed in 
Mongolia. Intemafional JournalザGenedcsand Mo/ec11/ar Biology. 
2014, 6 (4) 46-49. IF (Index Factor)=n.a. 

2 Nguyen，主主， Zhou,M., Ruttayapom, N., Nguyen, Q. 0., N別yen，双 K.,Goto, Y., Sun』ki,Y., 
Kaw位 u,S., Inoue, N. Diagnostic value of the recombinant tandem repeat antigen TeGM6-4r for 
surra in w蹴 rbu血lo白．陶erinaryParasitology 
2014, 20l(1-2) 18-23. IF=22 

3 Suganuma, K., Allamanda, P., Hakimi, H., Zhou, M., Angeles, J. M句 Kawazu,S., Inoue, N. 
Establishment of ATP-Based Luciferase Viability Assay in 96・WellPlate for Trypanosoma 
congolense. Journal of陪・terlnaryMedical Science 
2014, 76(11) 1437・1441.JF=0.8 

4 Zhou, M., Sug叩 uma,K., Ru陶 1yapom,N., Nguyen, T. T., Yamぉaki,S., lgarashi, I吋 Kawazu,S吋

SUzt』ki,Y .• I即時， N.ldentifi回tionand Characterization of a Trypano釦 macongolense 46 kDa 
Protein as a Candidate Serodiagnostic Antigen. 
Journal of陪，・erinaryMedical Science. 2014, 76（的799・806.町=0.8

5 Sivak"llmar, T., Hayashida, K吋 Sugimoto,C., Yokoyama N. Evolution and genetic diver吉ityof 
百leileria(Review). Infection Genet／，αand Evolutio11. 
2014. 27. 250-263. IF=2.6 

6 Sivakumar, T., Tattiyapong, M., Fukushi, S., Hay箇 hida,K., Kothalawala, H., Silva, S.S., 
Vimalakumar, S.C., Kan唱aratnam,R., M田 wewa,A.S., Suthaharan, K., Puvirajan, T., de Silva, 
W.K., lgarashi, I., Yokoyama, N. Genetic ch釘acterizationof Babesia and百1eile巾 p創部itesin water 
bu伯1侃 sin Sri Lanka. F匂erlnaryPari国 itolol!.V2014, 200 (I・2)24・30.IF=2.2 

7 Sivakumar, T., Tattiyapong, M., Okubo, K., Suganuma, K., Hayashida, K., Igar部 hi,I., Zakimi, S., 
Matsumoto, K., Jnokuma, H咋 Yokoyama,N. PCR detection ofBabesia ovata from questing ticks in 
Jap釦.1icks and 1ick Bome D/se，邸低

2014, 5 (3) 305-310. IF弓 .7
8 日si弘A.,Sivakumar, T., Nayel, M., Salama, A., Elkhtam, A., Rizk, M., Mo姐油，0.,Sul刷， K.,

日回yed，丸 Igar百 hi,I., Yokoyama, N. An epidemiologi国 lsurvey of bovine Babesia an d羽1eileria
parasites in cattle, bu白loes,and sheep in Egypt. 
Parasitoloev lntemaJionaL 2015, 64 (l) 79・85.IF寸.7

9 Yokoyama, N., Sivakuma民主， fukushi,S., Tattiyapong, M., Tuvshintulga, B., Kothalawala, H., 
Silva, S.S., Jgar田hi,1., Inoue, N. Genetic diversity in Trypanosoma theileri仕omSri Lankan cattle 
and water bu伯 loes.防・terinaryPar，国 itology
2015, 207 (3-4) 335-341. IF~2.2 

10 The PCR detection and phylogenetic chnracterii.ation of Babesia microti in questing ticks in 
Mongolia. Tuvshintulga, B., Sivakumar, T., Ba悦setseg,B., Narantsatsaral, S., Enkhtaivan, B., Battur, 
B., Hayashida, K., Okubo, K吋 Jshizaki,T., Inoue, N., lgarashi, I., Yokovama, N. Par,由itolol!V
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International. 2015, 64, 527・532.rF==l.7 
11 I Genetic variations in merozoite surface antigen genes ofBabesia bovis detected in Vietnamese cattle 

and water bu偽 lo儲.Yokoyama., N., Sivakumar, T., Tuvshintulga, B., H日1yashida,K., Jg町田hi,I., 
Inoue, N ., Long, P-T., Lan, D・1二B.Infection, Genetics and Evolution. 2015, 30, 288・295.rF'""2.6 

12 I ATeGM6-4rantigen-based immunochromatographictest{ICηfor animal trypanosomosis. Nguyen, 
下T.,Ruttayapom, N., Goto, Y., Kawazu, S., Sakurai, T., Inoue, N. Parasitology Research. 2015, 
114, 4319-4325. IF=2.0 

13 I Application of crude and『・ecombinantELISAs叩 dimmunochromatographic test for serodiagnosis 
of animal町panosomosisin the Umkhanyakude di柑 ictKwaZulu-Natal province, South A合ica.
Ngt』1yen，下T.,Motsiri,M.S., Taioe, M.O., Mtshali, M.S., Goto, Y., Kawazu, S.，甘1ekisoe,O.M.M., 
Inoue, N. Journal o/Vf!terina砂 MedicalScience. 2015, 77, 217-220. IF=0.8 

14 I Liyanagunawardena, N., Sivakumar, T., Kothalawala, H., Silva, S.S., 
Battsetseg, B., Lan, D. T., Inoue, N., I酔rashi,J., Yokoyama, N.・Infection
Genetics and Evolution•. 2016, 37, 64・69.Jf;:o2.6 

15 I 15. The isolation, cultivation and molecular characterization of a new Trypanosoma equiperdum 
S岡 inin Mongolia Suganuma, K., Narantsatsral, S., Bath』r,B吋 Yamぉ北i,S., Otgonsuren, D., 
M凶 ing昭 i,S. P., Davaasuren, B., Battsetseg, B., Inoue, N. Parasites and防'Clo眠 2016,Jn Press. 
IF=32 

(3) Other Works (Mongolian Scientific Journals) 

No. 百tieof Works 

Battur B., Myagmarsuren P., Dav担 SU問nB., Battsetseg B. Let your racing horse be free from blood 
parasites. Veterinarian 2014, No. 11, 12・13.”

2 Myagmarsuren P., N町ants邸周IS.,Enkhtaivan B., Amgalanb祖国工UuganbayarE., Batts出 eg
B., Battur B. Information曲outinfectious dis聞記S飽rgetedby JJCA JST/ SATREPS project. 
Veterinarian 2014, No.I I, 22・23.

3 Al凶lchimegA吋 Mun思m心chirB., Ganbold D., B田叫創galP., Soyolmaa G. SATREPS project: 
Patholo町 l油oratoryac恥itv.Veterinarian 2014, No. 11, 38-40. 

4 Myagma応U問nP., Davaasuren B., N釘加tsatsralS., Ba岡昭naiE., Amgalanb剖匂rT., Batts出 egB.,
Ba伽 rB. Development of technology of pour-on preparation against pぉturetick and its experiment 
result.“Role of animal husbandry in regional economic development'’International scientific 
sYITlDOSium proceeding. 2014, 46・55.

5 Battur B., Battsetseg B., My昭marsurenP., Narantsatsra1 S., Enkh飽ivanB., Mungun-ochir B. 
Piroplasmosis oftakhi and v田 tortick investi~ation. 2014, Vol. 11 123・135.

6 N釘ants脳 ralS., My；叩narsurenP., Enkhtaivan B., Ba出向egB. Molecular biological detection of 
emerging tick borne zoono恥 pa出ogensin Ixodid tick s戸ci回.Agr苛 ian・昭riculturalproduction in 
Siberia, Mon2olia. Kazakhstan and Bulgaria 17由InternationalConference. 2014 Vol. 2, 73・77.

7 Altanchimeg A., Mungun心vhirB., Ganbold D., Khukhuu A. Histopathology of small intestine of 
Mongolian sheep. Scientific proceedings of Mongolian Scientific Women UB. 2014, p253・・257

8 Myagmarsu陀nP., Davaasuren B., Narar出atsralS., Enkhtaivan B., Ba加 agnaiE., Amgalanb祖.tar

’f., Battsetseg B., Battur B. Experiment result of De I匂回z,Deltamon聞 dAmemictin pour-on’s anti-
tick effect on camel (Camelus ba柑 ianus）.“Thefeatures and productivity of yak and camels" Yak 
and camel workshop 2014, Conference Book, 69-73. 

9 My昭 narsurenP., Davaasuren B., N畑山atsralS., Ba凶1郁 aiE., Enkhtaivan B., Usukhjargal 
D.,Munkhbat T., Bandi N., Ba出etsegB., Battur B. Result of trea加tentagainst piroplasmosis in 
tnkhi and its p悶valenceand morbidity Tak.hi Journal., Khustai National Park 2014, Vol. 22, 123・
136. 

(4) Presentations at Major Mongolian Conferences 

No. 百tieof Works 

2 

3 

J:Z 

Myagmarsuren Punsantsogvoo, Developing recombinant antigen for白1ediagnosis of n回 sporosis,
“One h四 l出，oneworld" symposium for 70th anni開店aryby Microbiology depar加1entof MSUA, 
2014 
Narantsatsral Sand唱dorj,Enid血 iv佃 B.,Myagmarsurcn P., Battur B., Ba出時egB., Molecular 
diagnostic approaches oftick borne di店舗esin Mongolia，“Current t叩icson infectious di鈴 ases” 
joint町mposiumby School of veterinary medicine MSUA, JJCA, 8th of Oct 2014 
Amgalanbaa凶rTo刊 u,Bath』rB., Ex戸rime川 陀suitof Delta回 zpo町・onin in vi甘oand in vivo, 
“Comoetition for b田tsoeech”Graduate school of VeterinaryぉC加r,2014

~g 



4 Amgalanb旭町Tovuu,Battl.』rB., Experiment result of Delta回 zp仰向nin in vitro and in vivo, 
・'New2enera“on and sus凶nable develooment of agricul悩向”symposiumby MSUA, 2014 

5 MungunOchir B，“lmmunohist民 hemicalmethod for detection of immune system”， MSUA 
2014.11.20 

6 S.Naran白紙sral“Isolationof Trypanosomn equi戸吋umfrom n dourine horse by using in vitro 
cul仙陀 system＂‘'NewEra”Scientific conference, IVM, Research team, Mongolian National 
Universitv of Life Science, Conference Hall, 24th ofNovember, 2015 

7 E.Uuganbayar "PCR-based detection of Babesia ovis in small ruminants in Mongolia" Scientific 
Conference of B蹴問問chspeech of Veterinary school held among Maste『sand PhD卵白 悩．

15th of October in 2015. 
8 B.Battu巳”EpidemiologicalStudies on Animal Protozoan Dis回 sesin Mongolia and Development 

of Effective Diagnostic Measures”Molecule Genetics Laboratory of lVM, Mongolian National 
Univeぉityof Life Science, 2015 

9 B.Battsetseg”Epidemiological Studies on Animal Protozoan Diseases in Mongolia and 
Development of Effective Diagnostic Measures”Scientific Conference meeting of Eastern 
Mongolia, Domogovi Province, July, 2015, flCA, IVM, Molecular Genetic Laboratory, 
Mongolian Vet釘inarvMedi叩 lAssociation 

10 B. Battur ''Tryp卸価omaequiperdum infection in Mongolia,甘eatmentissues＇’ JICA, IVM, 
Laboratory of Molecular Genetics, Mongolian Veterinary Medi回 IAssociation, Scientific 
conference of Eastern Mongolia., Domogovi p『ovince,July, 2015 

11 Munkhtuul Ts, Altanchimeg A and Neil Dayer.”Histopathology of canine tumor in Mongolia, 2015” 
Proceedings ofVeterinarv School, MSUA 

(5) Presen凶 ionsat International Conf erenc回 inMongolia 

No. 百deof Works 
Ny叩 1dolgorU, Altanchimeg A, Mungun心chirB, Soyolm姐 G,B泊包d釘galP, UsuhgerモIs 
”Clinical and histopathologi回lstudy of goat pox" Lea白erand fur in the XX.I century , technology , 
quality • environment剖 deducation.沼 Internationalscientific・practicalconference, 2015, 
December 

2 Soyolm祖 G,NyamdolgorU, Altanchimeg A, Mungun心chirB, B嗣 1tarjargalP, Usuhgerel S 
”Pathological and histological dermatological changes in sheep infected with smallpox甜ain”
Leather and fur in悦 XXI印刷ry, technology , q叩 lity, environment and edu叫 ion.XI 
International scientific -practical conference, 2015, December ” 

3 Munkhtuul Ts, Al凶1chimegA and Neil D町er.”Histopathologyof canine tumor in Mongolia, 2015” 
Proceedinl?S ofVeterinarv School, MSUA 

4 Battsetseg B.”Res朗氏hon animal ruminant vaccines in Mongolia”Pingtung Universi臥Taiwan,
Oct 2015. International Conference on Animal Vaccine and Adiuvant Technolo町 2015

5 Buyantogtokh Ch, Altanchimeg A, Undarmaa T, Byambajav Ts回 dBa臨時egB.”Implicationsof 
Drud Dis出terin Mon2olian Livestock" Proceedings of International Symposium on D剖 d.2015. 

6 Shimada, A and Altanchimeg A. ”Possible Factors Responsible for the lncre笛 edS凶ceptibilityto 
Diseases during Dzud in百1eLivestock Animals in Mongolia" Proceedings of International 
Symposium on Dzud. 2015. 
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ANNEX9・2Project D剖伊Matrix(Vcr.2) 
Project Title: The Project for Epidemiological Studies on Animal Protozoan Oise脳出 inMongolia and Development of Effective Diagnostic Measures 
Cooperation Period: June 2014 -June 2019 (S years) 
Target Area: Entire Mongolia 
Implementing Organization (Mongolian side): Institute of Veterinary Medicine (IVM), Monl!olian Umversitv of Life Sciences 

Annex 9・2

Implementing Organization (Japanese side): National Research Center for Protozoan Disc回目(NRCPO),Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine 
Dir切 tBene日ciaries:Resear℃hers oflVM 

Indirect Beneficiaries: Mongolian Stock Raisers and A伽tinis匂百tiveOrganizations in the Livestock Sector Date: 19 AURUSt :rn 16 

Narrative Sum田制7 Objectively Verifiable Indicators Means of Verification 
Imp。rtant
Assumption 

Ovcrnll Gonl • xx % of clinical veterinarians use on・site -Annual report 9_f Depai::m1e111.Qf. 
Prevention and control measures against animal protozoan diseases dia1mostic kits. Veterinnrv and Animal Breeding 
{trvQanosomoses and 2iro2lasmoses} are taken based on the ・XX sets of g_n-site diagnostic kits are sold per..工包L Service, MOFALI 
guideline using on-site diagnostic kits. -GuidelLne_ru:QJ_osed bv the Proiect is [etl~cted in -Official stratefil of MOFALI 

自主旦堕山istratet?V for prevention and control of 
animal diseases bv MOFALI. 

Protect Pur臨 e -On-site diagnostic kits are developed by IVM and -Acccp飽neerecord by the state The guideline on 
Research and development capacities ofIVM for early detection, submitted to the state laboratory for qualiザcontrol laboratory for q凶 lilycontrol and Qre¥ ention and 
prevention and con位。lme田uresagainst animal protozoan dise回目 andce民ificationof veterinary命ug. certification of veterinary drug control measures for 
(trypanosomos~s and piroplasmos~s) are improved through -More than I 0 intemationnl 2ublications with -Reprints of the publications 12rotozoan diseases is 
conducting epidemiological studies and developing on-site citation index are coauthored bv Mongolian and authorised bv 
diagnostics in collaboration with NRCPD. lnI!f!nese researc~＿er里・ MOFALI. 

Ou担u飽 ・By2016, the prepared on-site diagnostic kits will -Assessment record of the on-site Cooperation by local 
On-site diagnostics against animal protozoan diseases be used for the epidemiological studies in the field. diagnostic kits (e.g. publications, veterinarians on 

lJn:llim.oS_Q!J1盟主主andpiroplasmq~e~） are developed. -By 2018, the e貨切livenessof the on-site diagnostic experimental records) epidemiological 
kits developed by IVM will be verified bv kno1m studies is obtained. 
value more than 0.5 in comQarison with ELISA. 

2. Prevalence, dis釘ibutionand dnmages of major ani『nalprotozoan -Prevalence and distribution maps of7 kinds of -Prepared distribution maps of the 
di田ぉesand the vector ticks in Mongolia are clarified. animal protozoan parasites and 3 kinds of vector protozoan dise出回andvector ticks 

ticks are prepar吋． -Records of seminars 
・Seminarson current status of damages due to maior 
animal protozonn diseases and the vector ticks ar丈
conducted at least twice a vear. 

3. Etrec討veme回uresfor the prevention and con位。lof animal -ProQosal of guideline for Qrevention nnd control -PrOQOSal of guideline 
protozoan dise脳出 inMongolia are proposed based on detailed measures for tar.Qeting protozoan di~ea主主~ -Records of seminars 
analyses of the results of epidemiological studies and the trial runs E盟paredand submitted to MQlliL. 
oftheme田ures. ~ElV 2019、seminar(s}oQ_pr_oQosal i::uideline for 

~rcvention and contrQI measures for tarl!eting 
(2rotozoan diseases is(_are} held. 



ミ

民、
i入

担単組担
l. Development of On-site Diagnosti目。fAnim・IProtoz。an
Diseases 
1・1.Colle叫 isolate,and cultiva旬 thewild strains oftJyp叩 osome
and piroplasma. 
1-2. Conduct antigen genotype analyses on the wild s回 ins
mentioned above (I・1)and identify the suitable diagnostic antigens. 
1・3.Produce recombinant antigens. 
1-4. Identlfv anth!enic proteins for Immunochromator.rnol】ictest 
(ICTI b¥ evalu型車thespecificitv.塁側itivitvand aoolicabilit以 E
the recombinant antil!ens usinl! dial!nostic methods such as ELISA. 
1・S.Develop ICl-based on・sitediagnostic trial kits applying the 
optimized recombinant antigens. 
1・6.Assess the on-site diagnostic methods using infected natural 
hos飽．
1・7.Evaluate the e偽 ctivenessof the on-site diagnostic methods in 
曲efield and make improvements based on the evaluation results 
(conduct in parallel with 0・1))
2. Clarification of prevalence, distribution and damages due to 
major animal protozoan dise田esand vector ticks in Mongol畑
2・1.Collect information on animal protozoan diseases, clinical 
symptoms of infected animals，国well回 histopathological
infonnation, by conducting epidemiological studies on protozoan 
diseases and vector ticks. 
2-2. Analyze GPS data on prevalence and distribution of animal 
protozoan diseases and vector ticks. 
2・3.Prep釘eprevalence and distribution maps of animal protoz国 n
diseases and the vector ticks. 
3. Propos・1 of effective preventive measur・伺 and
countermeasu問saga加stanimal protozoan diseases in Mong。Ha
3・I.Decide the model arc回 forapplying the candidate preventive 
meぉuresand the countenne陪uresbased on the infonnation 
obtained through the epidemiological studies. 
3-2. Review the preventive me田uresand countermeasures, and 
conduct trial runs in the model are踊．

3・3.Analyze the relations between the health damages caused by 
animal protozoan di鈍回目聞dthe livestock productivity frQ旦
盟単主吐iojoaic日land socio-eco11Qmi£..！！~巴~
3-4. Propose e能 ctivepreventive measures and counterme田町田

n.Rainst animal protozoan di町 田esin Mom~olia. 

【JapaneseSide】
1. Dispatch of Japanese 

researchers回 expe此sin 
specific fields 

2. Dispatch of Japanese 
project coordinator 

3. Receiving Mongolian 
researchers in Japan 

4. Provision of equipment and 
materials which町e
nee白 saryfor the Project 

5. Necessary expenses, except 
the running cost. for the 
collaborョtiveresearch 
acttvataes 

担盟主
(Mongolian Side) 
1. Services of counterpart researchers and 

adminis汀ativepersonnel 
2. Provision ofぬcilitiesn郎町姐ryfor白E

implementation of恥 Project:Suitable project 
office; Suitable space品ran animalぬcilityfor 
protozo朗 diseasesand tick vecto四

3. p問parationof the existing equipment utilized 
for research activities 

4. Replacement of machinery, equipment. 
instruments, vehicles, tools, spare parts and any 
other materials necessary for the 
implementation of the Project other than the 
equipment provided by JICA 

S. Meansof伽 nsport肌 d回 velallowanc回 for
the counterparts for official travel within 
Mongolia 

6. Running expenses necessary for Project 
implementation 

7. Expenses nee白血ryfor甘ansportationwi出in
Mongolia of山eequipment魁 well田 forthe 
installation, operation and maintenance thereof 

8. Available data ( including maps and 
photographs) and information rel脚 dto伽

Project 
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